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軽量H形鋼

採算構造部材1リップ付軽量H形鋼

スミフレームH

女少い予算でも十分です

建 築 構 造 物 の 巨 大 化 に 伴 い 、 技 術 革 新 が 目 ざ

ま し い 勢 い で 進 展。 材 料 及 び 施 工 レ ベ ル が 大

巾 に 向 半 し て い ま す。 し か し 、 昨 今 の 資源 不

足 、 材 料 の 高 騰 か ら 特 に 建 築 面 に お い て 飾 材

節 労 が 叫9 は、れ、合理 的 な 構 造 部 材 の 製 品 化 に

大 き な 努 力 が 注 が れ て き ま し た 。 こ う し た 気

運 の 中 で 生 ま れ た の が 住 友 の 軽 量 H 形 鋼 及 び

軽 量 H 形 鋼 を 素 材 と し た プ レ ハ ブ 骨 組 ス ミ フ

レーム H 。 す で に そ の 確 か な 品 質 が 認 め ら れ

現 在 、 全 国 各 地 で 倉 庫 、 工 場 、 畜 舎 、 体 育 館

事 務 所 、 モ ー タ ー プ ー ル 等 に 利 用 さ れ て い ま

す。 な お 、 大 型 の 構 造 物 用 プ レ ハ ブ 骨 組 と し

て は 先 に 開 発 し た ス ミ フ レ ー ム V が 活 躍 し て

お り ま す の で ご 利 用 く だ さ い 。

カ軽 量 H 形 鋼 の 特 長

1  . 大 形 サ イ ズ の 生 産 可 能

最 大 サ イ ズ (450 X 250)。 軽 量 H 形 鋼 と し

て は 今 ま で に な い 大 形 肉 厚 サ イ ズ ( 12叫)

2. 材料ー か ら 製 品 ま で 垂 直 的 一 貫 生 産 で コ ス

ト ダ ウ ン を 実 現。 品 質 も 最 高。

3. 走 行 切 断 機 に よ る プ レ ス カ ッ トのため、

切 断 面 が 美 し い 。

4 . オ ン ラ イ ン に よ る エ ア ス プ レ ー 式 塗 装 の

た め 美 麗 ・強 固 で か つ 均ー な 塗 11英厚が得

られる。

5 . 軽 量 の た め他 の 部 材 に 比 べ て 総 鋼 重 が 少

く て す み 経 済 的。

6 . 標 準 設 計 が 完 備 ( ス ミ フ レ ー ム H )

。 憧 友 金 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社



北 大 阪 流 通 倉 庫 団 地

所 在 地 : 茨 木 市 島 地 区

敷地面積 : 51 ， 800m 

延床面積: 倉庫棟 120，783m 

管理糠 758m 

4構 造 規 模 倉 庫 様 鉄筋コンクリー卜造 4 階 6 棟

管 理 棟 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造 2 階 1棟

工 期 : 昭和48年 9 月~昭和49年 9 月

設計監理 : 大阪府都市開発(株〉

安井建築設計事務所

施 工 : 前回建設工業 鴻 池 組 新 井 組

モ リ タ 建 設 フ ジ タ 工 業 浅 川 組

栗 原 工 業 須 賀 工 業
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北 大 阪 流 通 セ ン タ ー 円 本 最 大 の 規 模 を 誇 る 内 陸 1 . T 庫 団 地 で あ る 。 策 に つ い て 記 す と 次 の 返 り で あ る 。

北 大 阪 流 通 セ ン タ ー は 、 「 流 通 業 務 市 街 地 の 食用7用 建 物 は 4 階 建 6 棟 か ら な り 、 各 棟 問 ヤ ( 1 )外 壁 延 長 が 大 き い の で 、 各 線 に エ キ ス パ

整 備 に 関 す る 法 律 」 の 規 定 に 基 づ き 、 す で に ー ド は 大 型 車 の 回 転 半 径 及 び 荷 役 作 業 ス ペ ー ン シ ョ ン ジ ョ イ ン ト を 設 け る 。

昭 和43年 よ り 営 業 日 肘 台 し て い る 、 東 大 阪 流 通 ス 等 を 考 慮 し て 巾 民 を 29M と し た 。 ま た 、 各 (2)ク ラ ッ ク の 原 因 の 1 つ に 、 コ ン ク リ ー ト

セ ン タ ー に 引 続 き 計 画 さ れ た 流 通 団 地 で あ る 。 棟 共 、 雨 天 荷 役 場 と し て 利 用 で き る よ う 倉 庫 の 高 強 度 化 が 考 え ら れ る の で 、 210kg/ cm'

当 流 通 セ ン タ ー は 、 内 陸 型 工 業 の 伸 び が 著 し rH入 ロ ヒ 古IIに は 7 M の大庄E を 設 け で あ る 。 を 使 用 し 調 合 計 画 に も 留 意 す る 。 かつ、

い 北 大 阪 に お け る 物 流 の 一 大 拠 点 と し て 、 流

通 機 精 の 合 理 化 と 、 円 滑 化 、 さ ら に 都 市 内 交

通 の 混 雑 緩 和 を 主 眼 と し て い る 。

施 設 の 種 類 は 、 都 市 計 画 決 定 に よ り 、 トラ y

ク タ ー ミ ナ ル 、 流 通 倉 庫 、 中 央 卸 売 市 場 、 卸

売 業 な ど 、 そ れ に 公 主 主 施 設 で あ る 。

北 大 阪 流 通 セ ン タ ー の { 立 程 は 、 大 阪 都 心 部 か

ら約l Okmで 名 神 高 速 道 路 、 中 国 縦 貫 道 路 、 近

畿 自 動 車 道 、 国 道 1 号 線 等 の 幹 線 道 路 、 お よ

び 国 鉄 東 海 道 線 、 新 幹 線 等 の 幹 線 鉄 道 が 集 中

す る 大 阪 北 郎 の ほ ぼ 中 央 に あ り 、 大 阪 中 央 環

状線、 卜三 高 槻 線 、 千 里 寝 屋川 線 に 按 し 、 効

率 の 良 い 物 資 流 通 機 構 を 促 進 さ せ る に は 極 め

て 恵 、 ま れ た 立 地 条 件 を 持 っ て い る 。

北 大 阪 流 通 倉 庫 団 地

大 阪 府 下 で は 、 大 阪 市 周 辺 に ス プ ロ ー ル 化 し

つ つ あ る 業 務 機 能 に 対 し て 、 新 し く 産 業 基 悠

を 幣 備 し 、 過 度 の 都 市 集 中 を 遊 け て 、 都 市 機

能 を 阿 復 す べ く 大 阪 大 都 市 閣 の 多 核 的 な 総 合

幣{ 市Tが 促 進 さ れ つ つ あ る 。

こ の よ う な 情 勢 の も と で 、 流 通 セ ン タ ー 内 に

，it 画 さ れ る f也 の 流 通 業 務 純 設 と 共 に 、 大 阪 の

新 た な 流 通 機 能 の 主 主 的 に 貢 献 す べ く 、 流 通 倉

庫 同 地 は 計 画 さ れ た 。

北 大 阪 流 通 倉 庫 団 地 は 、 北 大 阪 流 通 セ ン タ ー

の 中 で 、 大 阪 府 都 市 開 発 株 式 会 社 が 、 建 設 運

営 す る 施 設 で 、 今 年 2 月 に 完 成 し 、 す で に 開

業 し て い る 北 大 阪 ト ラ ッ ク タ ー ミ ナ Jレ に 続 い

て 、 こ の 9 月 に 完 成 し た も の で 、 総 床 面 積

tr 1!lf. .i.十1菌 に 当 っ て は 、 倉 庫 ユ ニ ッ ト と い う 形

体 を と り 入 れ 、 各 線 共 分 割 し や す い 平 商 と し

1 単 位 一 数 単 位 の 賃 貸 も 可 能 と し た 。 また、

各 単 位 ご と に 界 降 機 ・事 務 室 ・そ の 他 附 属 施

設を配し、 250坪 X 4 階 = 1 ，000坪 を 1 単 位 と

し 、 全 部 で 33単 位 か ら な る 。 利 用 倉 庫 業 者 は

最 終 的 に 15社 と な り 、 そ の 内 訳 は 、 1 単 位

(  8 社) 、 2 単 位 ( 2 社) 、 3 単 位 ( 2 社) 、 5 単

{ 立( 3 宇土) で、ある 。

合 服 の 1 階 荷 役 は 、 高 床 式 と 低 床 式 が あ る が

こ の 倉 庫 で は 、 全 て 低 床 式 と し 、 ト ラ ッ ク が

自 由 に 出 入 り 出 来 る 型 式 と し た 。 ま た 、 倉 庫

機 能 を 満 足 す べ く 、 床 の 耐 日 程 粍 性 、 防 塵 性 、

及 び 、 外 音111m口 、 ガ ラ リ な ど よ り の 雨 水 の 流

入防止等、十分の配I . i ! ! : をした 。

管 理 棟 は 、 喫 茶 、 浴 室 、 休 憩 室 、 事 務 室 、 会

議 室 等 か ら な り 、 倉 庫 団 地 の 厚 生 管 理 施 設 で

あ る 。

敷 地 外 周 に は 3 - 5 M r I 1 の緑地帯与を設け 、 団

I也 に う る お い を も た せ る よ う 努 め た 。

外 壁 ク ラ ッ ク か ら の 漏 水 防 止 対 策

当 倉 庫 の よ う に 、 階 高 が 高 く 、 ラ ー メ ン 内 の

1 枚 の 壁 面 積 が 大 き く 、 か っ 、 建 物 の 外 壁 延

長 も 大 き い 場 合 は 、 壁 面 の 収 縮 ク ラ ッ ク の 発

生 は 相 当 数 予 想 し な け れ ば な ら な い 。

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 鐙 ク ラ ッ ク は 、 現 在 の

構 造 的 技 術 で は 、 完 全 に 防 止 す る こ と は 不 可

能 で あ る が 、 荷 物 を 保 管 す る 倉 庫 と し て の 建

物 の 性 格 上 、 潟 水 は 遊 け な け れ ば な ら な い 。

約 120，000m'、 荷 物 保 管 能 力 150，000 トンと そ こ で 、 当 倉 庫 に お い て 採 用 し た 潟 水 防 止 対

ク ラ ッ ク 防 止 混 和 剤 を 使 用 し 、 壁 鉄 筋 は

異 形 鉄 筋 の 出 来 る だ け 細 い も の を 多 〈 配

置 す る 。

(3) 外 壁 の 目 地 ( 化 粧 白 地 共 ) の コ ー キ ン グ

の 徹 底 化 を 実 施 す る 。

更 に 、 外 壁 ベ ニ ヤ f反 枠 打 放 し の 上 に 、 持 殊i坊

水 外 装 仕 上 を 施 し た 。 こ れ は コ . ム ア ス フ ア ル

ト 系 材 料 か ら な る 防 水 層 を 、 外 壁 に H欠 付 け 密

者 さ せ 、 更 に そ の 上 に 表 面 仕 上l次 付 を し た も

の で あ る 。 そ の 伸 縮 性 、 耐 候 性 に よ っ て 、 コ

ン ク リ ー 卜 収 縮 に よ る ク ラ ッ ク が 生 じ て も 、

漏 水 完 全 防 止 を 可 能 に し た 。

地 盤 沈 下 対 策

北 大 阪 流 通 セ ン タ ー は 、 軟 弱 地 盤 の 上 に あ り

大 き な 決 下1E が 予 想 さ れ 、 建 物 は 枕 に よ っ て

支 持 さ れ う る が 、 ヤ ー ド の 沈 下 が 問 題 と な っ

た 。 そ の 為 、 ヤ ー ド 舗 装 は 、 沈 下 後 の 補 修 が

容 易 に 行 え る よ う 、 ア ス フ ア ル ト 舗 装 と し た 。

さ ら に 沈 下 が 進 ん だ 場 合 の 入 口 部 分 で の ス ロ

ー プ 調 整 方 法 、 ヤ ー ド 勾 配 の 塗 重 ね 修 正 方 法

等 に つ い て 、 計 画 時 に そ の 対 策 も 検 討 し た 。

建 物 ま わ り の 設 備 配 管 類 は 躯 体 よ り の プ ラ ケ

ッ ト で 支 持 し 、 ヤ ー ド 内 横 断 配 管 は ク y ショ

ン ピ ッ ト を 設 け て 、 不 同 沈 下 に 応 じ ら れ る よ

う 計 図 し た 。

こ の 計 画 に 際 し て 種 々 御 指 導 を1買 い た 大 阪 府

の 関 係 左 京 、 そ し て 関 係 各 位 に 謝 意 を 表 し ま す。

( 文 資 大 阪 府 都 市rm刑 判 / 松 林

付 朱 ) 安 井 建 築 設 計 事 務 所 / 岡 本
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設 計 ・ 監 理

施 工 〈建築〉

〈設備〉

大阪府都市開発〈株〉 安井建築設計事務所

前 回 建 設 工 業 鴻 池 組 新 井 組 モ リ タ 建 設 フ ジ タ 工 業 浅 川 組

栗 原 工 業 須 賀 工 業



西宮グリーンカントリークラブハウス

設計・施工 大林組

最 近 建 設 さ れ る ゴ ル フ 場 は 用 地 の 入 手 困 難

な こ と か ら 遠 方 に な る 傾 向 に あ る が 、 そ の

中 で 当 ゴ ル フ 場 は 宝 塚 か ら 車 で 西 へ 2 0 分

と い う 恵 ま れ た 位 置 に あ る 。 現 代 人 の 健 康

管 理 に も い ろ い ろ あ る が 、 い そ が し い 仕 事

の 合 間 に 都 会 の 雑 踏 を は な れ て 自 然 の 中 で

の び の び と プ レ ー す る の も 一 つ の 方 法 で あ

る。 そ こ で ク ラ ブ ハ ウ ス も 大 い な る 自 然 に

合 せ て 柱 間 を 大 き く と り 内 部 空 間 を 拡 げ て

ゆ っ た り と く つ ろ げ る よ う 意 図 し た 。 ま た

従 業 員 の 確 保 は 他 産 業 と 同 じ く 困 難 で あ り

省 力 化 と 合 理 的 な 動 線 計 画 に よ り 入 手 不 足

を 補 う こ と も 必 要 で 、 あ っ た 。 一方 由 の 上 に

建 設 さ れ る ゴ ル フ 場 の 多 く は 水 と の 戦 い で

あ っ て 水 が あ り あ ま る こ と は ま ず な し ミ 。 上

水 用 は も ち ろ ん 芝 の 散 水 用 に 多 量 の 水 を 使

用 す る の で ゴ ル フ 場 の 建 設 は 水 の 問 題 が 解

決 し た ら ほ ぼ 成 功 で は な か ろ う か。 当 ゴ ル

フ 場 の 場 合 は ダ ム を 造 り 貯 水 し ク ラ プ ハ ウ

ス の 北 側 に 浄 水 装 置 を 設 け る こ と に よ り 解

決 し て い る 。 緑に 映 え る 白 E の 建 物 は コ ー

スを工文めるプレイヤーのよきイ木息戸斤になる

こ と と f言ず、る 。



設 計 施 工 大 林 組

設 計 担 当 坂 田 一 男 森 永 昌 三

所 在 地 兵 庫 県 西 宮 市 山 口 町 下 山 口 字 高 丸 1645番

工 期 昭 和48年 8 月~昭和49年 5 月

敷 地 面積 66，584m (開発部分)

建 築 面積 1，832m 

延 床 面 積 2，636m 

階 数 地 上 2 階

構 造 R C 造

仕 上 材 外 壁 ア ク リ ル 系 リ シン厚吹き仕上げ

ホール廻リ 内装〈床〉ヒューガカ ーぺッ 卜(黒)

(壁〉アクリ ル系リシン コテ押 え

車寄せ 17 理事長室 33 脱衣棚

風除室 18 応j書室 34 踏込

3  ホール (東 ) 19 会1ft 室 35 口 γ 力一室( 男)

「円

ホール 20 パ ッケージ室 36 ピジヲ 用口 y 力一

フロントカウン合一 21 休想室 37 事務室

6  キ ャデ ィパ y ヴ置場 22 売 庖 38 絞話コーナー

運転手短室 23 倉 庫 39 食 堂

宿直室 24 女子ロ y 力一 40  パーカウンｾＭ

9  キ ャデ ィマス世一室 25 男干ロ ッカー 41  厨 房

10 押入 26 メンパー周ロ ッカー 42 冷蔵庫

11 洗商所 27 ボイラ一室 43 食品庫

12 男子便所 28 電気霊 44 従業員食堂

13 女子ロ ッカ一室 29 プロパン庫 45 前室

14 脱衣室 30 浴 室 46 テラス

15 女子浴室 31 遮廊下 47  高架水槽

16 池 32 脱衣室

玄 関 よ り ホ ー ル ・売 l苫をみる

門

_ J  

ｾ＠

- 一 ー



N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号の規定に適合. グ

政令基準¥火災時の空気圧 2kg/m
2

時¥煙の

漏気量O.2m
3

/min.  m
2

をはるかに下廻る0.03

m
3

/min.  m
2  

( 業界No.l ) を記録しぎしだ。

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開閉機を使用しております。

御一報次第カタログお送りします。

近年¥ビル火災でのいだましい¥犠'1注者

の続出はそのほとんどが〈火〉 よりも

〈煙〉によるものでその為建築物の防

煙性能の向上が一段と重要になってま

いりましだ。

建築物の設計上¥防煙¥防火区画での

シヤ 1ツターの役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙性能

を備えだ" N  S 防煙シャッターを¥

御採用下さい。

株式会社日本シャッター製作所

大 阪 本 社 大 阪 市 淀 川 区 間 川 北 3 丁目 2 番 4 号 電 話06(301 ) 3656- 9 営 業 所 横 浜 ・ 大 宮 ・ 静 岡 ・ 千 葉

大 阪 工 場 大 阪 府 枚 方 市 招 旋 回 近 1 丁目 7 番 地 電 話0720(57)4535- 9  

東 京 工 場 川崎市中原区新丸子東 3 丁目 1 1  5  9 番 地 電 話 的044 (411 )  6325  

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 番 地 電 話 附052 (361)  7441 

九州支l苫・工場 福岡県粕屋郡粕屋町大字仲原字明神984- 4 電話 09293 ( 8 )  4661 

北 陸 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 高 松

広 島 ・ 北 九 州 ・ 大 分 ・ 宮 崎

鹿 児 島 ・ 佐 賀 ・ 長 崎



日 本 建 築 協 会 会 告 一一一一一一

‘ 大阪身体障害者スポーツセンターの

見学会

4 建築基準法改正案等 についての講習会

開催

大阪に新しく誕生した身体障害者スポ ー ツセンタ ーがオ ープンされて

半 年，全国で初めて といわれる乙の種の建物は ，利用者が身体の障害を

意識しないでのびのびと競技を楽しみ ，安全で快適に使用でき ，スポ ー

ツを通じてお互いの交友と親睦を深めあえるよう細心 の配慮がなされて

し、る。

また ，身体障害者にとってスポ ーツはその健康，体力の向上 IC役立つ

のみでなく ，スポ ーツを通じて社会参加の険会を持ち ，さらに障害にも

かかわらず，スポ ーツ ができるという自信による精神面の効果も大き

く，障害者の社会復帰にとってきわめて意義のあるもので，ζ のセ ンタ

ーは関係各方面の深い関心がよせられている。

日本建築協会ほか 7 団体

日 時 11/3和49年11月29日( 金〉午前 9 : 30- 午後 16 : ∞ 

場 所 御堂会館( 東区北久太郎町 4 南御' 単 16話 251-5820)

講演内容・ 講師及び時間

(1)  建築基準法改正案について( 日照規定) 9:  40- 1 0  :  40 

建設省住宅局市街地建築課藤 川 和 孝 氏 ( 課 長 補 佐 )

( 遡及規定) 10 ・40- 11 目 40

建 築 指 導 課 吉 凶 正 良 氏 ( 11 

11  :  4 0 - 12  :  00 

催主

l司

|司(2) 

乙の機会 lζ 建築にたずさわっておられる会員諸氏とともに ，企画者 ，

設計者 ，施工者の多大の努力の結晶といえる身体 障害者スポー ツセ ンタ

ーを見学するのは有意義な乙とと ，企蘭しました。多数ど参加下 さい。

日 時 12月 7 日( 土) 集合 14.∞→解散 16. 30

集合場所 長居公園入口「大阪身体障害者スポ ー ツセンター J ，正面玄

関付近 ・目標会旗( 連絡電話 06 - 978- 8681)  

ただし地下鉄 ，御堂筋線「長居J 駅下車すぐ。

70名

往復はがきに |浪ります。はがきは l 枚 1名限りとし ， i 身 障

者スポ ーツセ ンタ 一見学会」と明記の上 ，氏名 ・勤務先名 ・

所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入 し，11 

月28 日までに建築協会事業課へ。ただ し定員を超過した とき

は抽せんにて決定 し， ど通知 します。

(3) 質疑応答

一昼 食ー

(4) 特妹建築物の定期調( 検) 査について

(5) 近畿地区建築関係法令集について

(6) 国土利用計画法について

(7) 質疑応答

聴 講 料 3，5∞円 テキスト( 国土利用計画法 2∞円 ・近畿地区建築

基準法関係法令集 1， 8∞円) 代を含む。

11 j} 26日( 火) までに聴講料を添えて本会へお申込み下さい。

員

込

定

申

込申

4 建築 6 団体合同新年交礼会

恒例により建築 6 団体合同の新年交礼会を下記のとおり開催いたしま

す。

相互廻礼の煩を省き ，一堂κ会して年頭の祝lit を交換いたしたいと存

じます。

大阪市東住吉区西長居町780 ( 長居公園内〉

大阪市建築局営繕部

( 附日建設計大阪本社

フジタ工業附大阪支庖

13，273. 93nf  

4，716. 49nf  

7，474. oonf 

R C 造， 1 郎 S R C 造

地下 1 階 ，地上 2 階

昭和47年 12月→昭和49年 3 月

バスケッ ト，バレー各 l 面

バ ドミ ン トン4 面 ，洋弓 ・柔道 ・剣 道

器械体操

25m ・6 コー ス ・公認プール，

温水設備付

4 レーン，音響 ・触覚装置付

サ ウナ設備 ・浴室 ，男女各 1 室

形態 ・機能測定器具設置 ，機能回復訓

練器具，ウェイ トトレー ニング器具設

置

室

J レ

ボ ウ リ ン グ 室

温 熱 療 法 室

トレ ーニング室

育

築

所 在 地

設計監理

施 工

敷地面積

建築面桜

延床面般

構 造

階 数

工 期

設

1階 体

プ

要

建

施

概

l昭和50年 1月 4 日( 土) 午後 11時30分- 2 11寺30分

大阪コクサイホテル 8 階宴会窃( 東区内本町〉

1， 5∞円( 当日 :欠席されても会費はいただきます。)

12J:1l 5 日までに会費を添え，本会 (541 大阪市東区北浜 3 - 3 7

LI . 4 : 建築協会総務課 T E  L  06 2 31-9648) へお申込み下さい。

参加者名簿を作成いたしますので〆切 1:1を厳守願います。

昭和 ＴＹＱＴ 三中に建設関係功労イきとして叙勲およびｾ章を受けられた方を

招待してその栄径を祝します。

共催団体

LI 本 雄 築 協 会

日本主主築学会近徽支郎

大 阪 建 設 業 協 会

大 阪 府 建 築 士 会

日本総築家協会関西支部

日 本 建 築 材 料 協 会

時

場

費

込

日

会

会

申

体育医事相談室

2 室 ・定員各40名

室

室

室

ジ

球

習

議

内

ノ

卓

議

会

ラ

司会員忘年懇親会の中止について

お知らせ

喫茶，軽食施設付ン

2 階

恒例の日本建築協会主催 ，会員忘年懇親会は本年に限り諸種

の事情により中止する ことになり ま したのでお知らせいたしま

す。

9  

44台収容可能

建築と社会/ 1974年 ll J l 号

J必

場

動

車

述

駐

屋外



一 一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

「建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ
下記パックナンバーがモろっておりますので ， 購入ど希望の方は ｴ ＱＮ Ｔ ｾ

建築協会まで，U 話 (06- 231- 9648) またはハガキf C てお申し込み下

さ い 。 ( *向J のついている母は欠号になっております。〉

1111和42年 1111和435:ド lI ?l f Jl 44iJ'. 

( 48集) (49集) ( 50集)

.  
.  

建 築 際 支 の

j E J l 号 I"J 立 劇 場 自11 di 生 活

椛 jli と )j If，J  

ml ぴ〉

鉄筋コンクリ

2  Jl '¥J  処 ぷ 機 械

い こ い の 場

ート t，Y，' j立脚lL14

山 |の I'j.検 討

.  
川I'''i とfi : J ( -

u  ｉｪ，Ｚ Ａｩｬｬｾ 協会 印 刷 ir ，lL 念

3  n  J'J 
ＵＰ Ｑ ， ｾ ｊ ｪ ｬＧ ，記念り 'Ji. J.二，lG j J  ｾｊ＠

1[ '  imか ら の

J  11I  1  

4  IJ サ 社 会 と 処 発j yJJ YG b色 ぷ t 人とす主い

処ｾｾのブ ｉ ｪ ｬ ￭ リ

5  J J  '¥J 

打11 ーレ

数 千 ｾ ￬ l必 芯 。L代によみ

ifi c  ｪ 凶 Ｚｾ 11¥1  

がえる i位i 、一

処? I 1 i 行政に

6  J l  ガ 住" i S と設 Wl l矢 療 施 設

j制作するもの

J J  '. 1:  i湿 地 設 行11![i i ( j虚地設

転 換 し つ つ

7  

ある住宅 ' bJ f.

=・

モ ン ト リ オ 高11 di  fj l ;給 慨決をせまら

8  Jl りー

- ) レ )j r. v. 処J l i! 樋A 11立 れる公 :81問題

仰 と し て の

9  J J  '¥J 4J l ぷ 資 金

fl l心

if 'i  i(o Ili l  )1:: 

.  
、/) l ( Ｇｾくの系 ｮ 首

10 月 号 i比 近 み 7ト茨

アクセサリー と f1< ({ ，i[  i!l!i 

.  

11 月
，， J  ， 

i'l"i 1.  4 凶 お 1 5  lQl  1(¥ 1  6  1111  

"'J: : r - 建築家 t'i' 11' tl /1ij れ Ｑ Ｑ ・ ｪ ド ｊ 主 ＱｾＧｲ .fi 

12  Jl ｾｊＧ＠ 処罰5 と. ' L命

剥i r，] I，[i，] ['l' fl iit 九 州 か ら の

の，ir; ]111 題 ノLlI  

10 建築と社会/ 1974年1J 月号

定価 ｈ ｈ 和 Ｔ Ｒ ｩ ｬ 三 Ｑ ＩＺｊ号 Ｍ ｈｈ 不ｌｬ ＴＷｾ ド Ｓ 月号 Ｈ ａ 4 変形' f i J ) ￥ 300

HH干Ll 47壬H )-J 号以降 ( A 4 変形判) ￥ 400  

IIH平Ll 49年10月 号 以 降 ( ^ 1[ 変形判〉 ￥ 600 

第52集 ( II H平U46年) から第54m (lI g平'1-148年〉については ， i -0-，1-:J もど

相談に応、 じます。

IIH和49年の節目集の合本は ，12月号が発行されてから製本しますので ，

ど希望の方 はあらか じめお申 し込み下さい。

lI ?i和1451['. l昭和146i l叫 lI !i Hl 47
i
ド 1I !1栴148

1
f II{{ 干1149iJミ

( 51集) ( 52柴) Ｈ ＵＳ Ｎｊ，ｦｾ＠ )  (54%)  (55集)

住宅 - 60年代

現 代 社 会 冬 季 オ リ ン 歴 史 的

と は M か

(7) 総 指 と 70

ピックと 札帆

往 築 教 育

ＺｅｾＡ涜ｻ不全
年代の ｉｉｾ '11. 

打11di エネ l レ . ) I { 北ニュータ
lリJ 11 の 処 築

池 fたとみJ 会 ギとＩＡＧ，ｾ公 Ｇ Ｎ ｉｾＺ 600 り，iU，立:り ウンのコミュ

はどうなるか

iじ ピ
jレ ニティ l必 ，没

11 本 }j [E[I'. 'j: と イ ン テ リ ア 大阪大+ 1 ，

Jえ 術 Uf l )1:: 

処? i ' ' ' : 必司法

テ サ イ ン ピjレテインク

f'，: 長川 f; ' M，[  

H，，えL  ( /)  
百11 ![i .'L iti と レジヘ・ーと

H'tlJ比diIJj J也の

シ ス テ ム 化 3ふ と

郡山交通IlJ J.:lli

純i
は。凡λ  

ｦｩ 宅地 ｴｾｦｩｪｬｪ の

;夜

ヨ屡

グ ッ ド デ ザ 金 I' '' i と 設 ，;[.

手'1 J IJ 

大 阪 凶 | 祭 北 f!( ニ ュ ー

イ ン jji 1i)J  の 7' ロ セ ス ピ/ レテ' インク' タ ウ ン ，;[. 1" 司

ｬ ， ｾ＠ i!l i  u: :乞 .t 人

住 築 '1=. Pf.と

!日'jM怨築問題 解 体 エ マ ー

の ｾ＠ ｦｾｩｬ＠ コミュニティ

流 通 機 怖 の

't: 谷

I.<J..: 升ミ

行11 ![i とHl r./lj  

住宅一処築家 ピ ノ レ の 省

お け る 契 約 *  の す ま い エ ネ ル ギ fじ

骨止 ーｾＮＭ［Ｎ

(f.上 ，[， q: )  

新川 ｪ 全地域Ｑｉ ｾＱ
，:':jJ 同プレハブ

ill 築 家 の 転 ｊ 免 ｊｾｬ の

課 題 と _; 'l ff :  ニュータウン と J;l ｊ［ 、 ｾｬ
fi: : -包の f，Yi j立

n2x 1L 

.  
秋 ω j 也 君主 (;[I ![ i!主ILJl境へ

l  'J'，:  ，i[ 山l

と Jilζ  • 
ygrぇe  

のアプローチ

間 ji: L と 他 工 Ｗｾ＠ e" 

l五十民防水工・J-;

'r イ
，、ζ

変 貌 す る

ill Z誕 生 産

ｾ ｉ ｉ 市防災 仕 上 と H 科 ( /)子、J ! U刈と

、立 、/ }、ミ ーー

そ の 対 決

知 1 7  lul 第 1 8  1"1 ｾＢｩ＠ 1  9  lul  U'; 2  0  1111 ｾＮｾ＠ 2  1 包l

N  11' ｈ Ｎ ｉｾＺｲ れ ，'j :  Jj 技 術 向 !?  fド技術j .fi ，'[  .1ドj支術? i 1121ド技術1' ; '

1111場 ・JJ JI;;; 11  
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」じ|憎め tJ r処築
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からのＧ Ｚ ｾＡｻ ｾｉ＠ i  レジャ Z1i: ]1¥1  ま ち づ く り |刻する 12
1
;'.'



質疑などの投稿をお待ちしております。

l刻の行う検伐を受けなければならないことが規定さ

れた 。 この場合 、Jrrl Wを受けた消防機関は i星Hi iなく

当該消防用設備等が設備等技術基11 ' ¥に適合している

か、どうかを検食し、迎合しているものについては、

検査前夜を交付することとされた ( 新規 則 第31条の

三 、第 2 1)' (、t.il 3 項 )( 50. 4. 1から施行) 。本制度は、

佳基法第 7 粂の建築物に関する検査および使用象認

の規定に類似する。

86 
5  消防用 設備等の点 検 を消防設備 士 等専門家 に行

わしめることとした。

特 定 防 火 対 象 物 の 設 備 設置 等 に つ い て

一 消防法令の一部改正一

従来、消防府設備等の自主点検ならびにその結果の

報管については、消防法第 8 条第 11賞、令第 4 条で

防火包・理者ーの責務として規定され、規則l 第33条 ( 今

回ドJI J l 徐) で、点検の笑施方法が定められ、その結果

報告が義務づけられていたが、今回の改正で、目指火

対象物( f ; J - 、. l j I は除< ) のうち、特定防火対象物で延

べ商. mが 1，000平方メート j レ以上のものおよび特定

l坊火対象物以外の防火対象物で延べ面積が 1，000平

方メートル以上のもののうち 、消防長または消防署

長が指定するもの ( 近〈指定の予定) については 、

消防設備士または自 m大臣が認める資格 を有するも

のに点検させなければならないものとし 、その他の

i 、る 6 月1 日付 (49.6.1法f1tt. i l 64号) にて、消防法

のー告]1が改正され、これに 11' う政省令化事項につい

て、 6 Jl 1 日付 (49.6. 1政令t . i l 188号) および 7 月

1 日付 (49 .7.1政令! ' - i 1 252号) ならびに同日付 (49

7. 11' i 令お27号) で、それぞれ消防法随行令、同施

行J:J!.Hl Jの一宮]1改正が行われました。今回の改正は、

とくに特定防火対象物Ｈ後記Ｉの火災・ ｊ ｾ 般に対処し、

火災時の徹底した人命の安全を確保するため、当該

既存の ｾｊｪ 火対象物について、スプリンクラー設備そ

の他の消防用設備等の設置を義務づけることとした

のが特色であり、さらに消防用設備等の維持管理の

m袈であること、および防火ti: 耳II 体制のー! 習の充実

ｾ ｾＱ 化をはか つて いる 。 ここに改正条文の悩械はでき

ませんので、主主改正事mについて、以下概裂を説

明することとします。

( 大阪市消防局予防苦1¥ 田中隆夫)

主な改正事項 とその要点

1  特定防火対象物 について 、 スプリンクラー設 備

等のそ 及適用がはかられたニ と

特定 ｾｊｪ 火対象物とは、百 ｬｴ 応、地下街、絞合用途ｼ切

火対象物ならびに令 jjlJ 表第一(→) J ' i から例mまで、 (/i)

mイ、( 村I賀、および(11) f$( イの| 幼火対象物をいう ( 新

法第 Ｑ Ｗ 粂の二宮ｾ 2  1f t第 4 号、新令白i¥34粂の凶 ) 。すな

わち、劇場等、遊技場、キャバレー等、料理II 日7等、

百貨庖等、旅館、ホテル等、病院笥ーその他の施設、

特殊浴場および地下街ならびに絞合用途防火対象物

( 令 jj lJ表第一( ，l;)項 イの特定用途がilf.イiーする対象物)を

いうのであって、これらの対象物における消防用設

1iil 苦手については、 4 i1' ¥U寺 ( 改正法令基準の施行時)

の技 ＱｾＺｪｬ 車検に適合するように設置され、維持されな

ければならない( 新法第17粂のニt . i l 2 存(tl H 号) こ

ととし、当該| 坊火対象物に対するおl : i l i 4i.1' l の強化が

はかられた。すなわち、これらの既存の防火対象物

については、。liJ 者 ( Tilt 防( 延べ ffii fl' 1が 1，000rn'以

上の小売 ｲ ，Ｑ ｩｾｬｩ￬ でマ ｭ ｦｴＱｩ以外のものを含むＩ、地下街、

似合 ｉＧｉ ｬｩ 主 ｾｊｪ 火対象物、以下特定対象物 ａ というＩに

ついては、昭和52年 3 月31日まで( 新法附]wn1  m 

m 3 号) に、これ以外の特定防火対象物( 以下、特

定| 坊火対象物B という) については、昭和54年 3 月

31日まで( 新法附I ! IJ ml J1'i m 4 号 ) に 、改正法令に

よる校 ｎＺｪＩ ，ｾ［ｉＧ｜に迎合するよう、必要なすべての消防

ｭ 設備等を設ｌ￮Ｇｩ ｌｾ ければならないことになる 。 Ｈ ｗ ｉ ｊ 、

スプリンクラー設備を必裂とするもので、王l l . にスプ

リンクラー設備のないものは、スプリンクラー設備

を新設しなければならないことになり、また、現に

1m脂のように先坊の部分にしかスプリンクラー設

備のないものは、その他のーJ'; 務室、合w等の音]1分に

もスプリンクラー設備を Zit; 泣しなければむらないこ

とになる)

2  特定防火対象物への用 途変更 につい ては 、新基

準が適 用されるこ とにな った。

従米、一般的には| 坊火対象物のi J 'j]IJj! 1l設1fiil 等につい

て、用途変更された場合は、変 leliij の似i 火対象物に

対し必裂とされた消防j 円設備等が設itt されておれば

良いとされていたが、今回の改正によ リ、! +I j主を変

le して特定| 坊火対象物となるとき (;(1/0] 1 (令別表第

一 ω ｭＩ を用途変ｽＱＮＡして物品 ｊｉ￞ｾ 光 ｉｾｩｓｉ ｉ￬ ( 令)) IJ表第一

(1崎ri i ) とする fylJ ) は、新IFl j主 (( 1叫rn対 象 物) に 必要

とされる il'j l幼j羽設備さ年 ( WIJ 、スプリンクラー設備等

を付加l設制il する ζ とになる) を 1己tiE しなければなら

ない( 新法第 17粂の三t . i l 2 rt i m4 J ，j - ) こととされた 。

ただし、本規定は、特定| 切火対象物A については、

昭和52. 4. 1から、特定防火対象物B については、昭

和54 .4 . 1から適用されることになる.

3 . 地下街 に対 する 消防用設備等の設置基準が制定

され た こと

地下街については、挫築基司iも法施行令第 128条の三

においても附造規制が行われているが、地下街につ

いての定義は明確にされていない。したがって 、こ

こにいう地下街とは消防法第 8 粂のこにより、地下

の工作物内に設けられたｲＮｴ ｩｾＢ￬ 、事務所その他これら

に航する施設で、述絞して地下道( 往基令第 128条

の三の規定による地下道) に面して設けられたもの

と当該地下道とを合わせたものをいうと規定( 定義)

している。従来、地下街は、いわば(λ:)J 賞対象物とし

て取扱われ、半 l i 行政指導により消防用設備等の設

置を 1起してきたものであるが、今回の改正で、明確

に消防別殺1iii 等を設置しなければならない| 坊火対象

物( 法第17条第 l J l ' ( 、令書¥6 条) として、令別表第

一( よ) の二墳に J旨定され、同時に消防法施行令でγ出防

朗設備等の設置基準が規定された。 (50.1. 1から、

思i J 1/ ，J のとおり)

4  消防用 設備等の設 置完了 届制度と 消防機関の検

査義務が謀せられたこと

消防用設制IJ 等の J i工周 ( 設計届 ) jtiJJ 止は 、すでに消

防法第 17粂の主または、大阪市火災予防条例第61粂

のこにより、それぞれ消防設1iil 士に当該消防用設備

等の工事に若手しようとする自の10目的までに、消

防機関に后; け出ることとしているが. 完成検貨につ

いては、都市により条例( 大阪市火災予防条例第56

条第 2 項) で、防火対象物の使用開始時の検査に合

わせて行っているものもあるが、今回の改正で、特

定防火対象物て' 延べ l雨被が 300平方メート/ レ以上の

ものおよび特定日:Jj 火対象物以外の対象物で延べ而- 1 f t

が 300平万メートル以上のもののうち、消防長また

は消防湿長が指定する L の( i ! i : < 指定の予定) につ

いては、当該防火対象物に設出した ｩｾｪｊ 坊用設 Ｑｩｩ￮ 等Ｈｦ官 ｉ

易消火用具および非 ＧｩￎｾＧ￮ ｦＭ報［総兵はｼ徐＼ｬの設置が完

了したときは、当該 IIJj 火対象物の関係者は、すみや

かに( 工・J';完了日から 4 日以内 ) その旨( 消防用設

備等設L i ' i / i J i ) を消防機関( 消防長または消防署長) に

届け出ることを義務づけ ( 新法第17粂の三の二、新

令第35条 、新品Ltil Jm31条の三) るとともに 、il' iI¥;J j機

| 坊火対象物については、自らが点検し、その結果を、

l 年に 1 凪もしくは 3 年に 1 回、それぞれ消防機関

に報告しなければならないこととされた ( 新法第17

条の三の 三 、新令 ｾ ＳＶ 条、新規目 ｉｊ 第 Ｓ Ｑ 条の凹 Ｉ。 なお 、

点検の時 ｊｾｊ Ｈ 消防ｾＱＧｉ￬設備等の級類および点検の内容

による ) 、点検め方法 ( 点検基準が示される予定 ) に

ついては 、別に消防庁長官が定め ることになってい

る (50.4.1から地行)。 本制度は 、建築基準法第12条

第 1 項の規定に類似するものであり、消防用設備等

の適正な維持管理の徹底を期する こ とを目的とし 、

点検については、通常、それが専門的技術知識を必

要とすることが多い こ とから、できる限り専門家に

委ねて通確な点検を行わしめることを期待している 。

6  消防設備士に定期的受講義務を課したこと

消防設1fiil 士 の11の luJ上をはかるため 、消防設備士に

は定期的( 初回は 消防設備士の免状の交付 を受けた

日から 2年以内 、第 2 回目は設初の講習を受けた 日

から 5 年以内に 、以下 5 年 ごと) に 、都道府県知事

が行う消防用設備等の工事または主主備に i刻する講習

を受けなければならないことが義務づけられた ( 新

法第17条の八の二、新規則第33条の玄)。

7 そ の 他

消防用設備等の設世基準に l刻する改正としては、ご

く一昔11に限られ、別措のとおり 、 地下街に対する設

置基準の新設と 、一般的にはスプリンクラー設備を

設置しなければならない対象物として 、特 定|坊火対

象物で地階を除< 1I 皆数が11以上のものには 、全| 滑に

スプリンクラー設備を設けることとされた( 令t . i l 12

条第 1 項第 2 号) ほか、消火設備には、すべて非常

ｾＱｌ Ｑ 原を附置することとされ、とくにスプリンクラー

設備を設けるものには、消防ポンプ自動. l j l が答易に

桜近することができる位置に、双口 j杉の送水口を附

lli する こ ととされた 。 また 、水噴移等消火設制Hの設

置基準 ( 令第 13条第 l l]' t ) については、大! 備な改正

が行われているので、とくに主主なされたい。

地下街に対する 消防用設備等設置基準

消防周設備等の毛ｦ｛ ｾＱＱ 設 置 基 準 条項 ( 政令)

1  1消 火 器 | 商被にかかわらず設置を要する。

2  I屋 内 消 火 栓 | 延べ蘭積 150m'以上で設置を要する 。

3  1:スプリン クラー | 延べ面積1，000m' 以上で設置を要する .

4  1ニ厳化炭素又はハロゲン化 | 床而概 200耐以上町発屯機、変圧器その他これらに刻する Hi

物 もし くは粉末消火設備 | 気設備が設置されている部分に設誼を要する。

5  1 自動火災報知設備 | 延べ而般が 300m'以上で、設置を要する .

6  1漏電火災警報器

地下街で揃 'i t i : 火災を発生するおそれのある部分( 天井、壁、

床) を有するものについて設置を裂する。

7  1 消防機関へ通報する 火災 |

| 雨被にかかわらず設也を婆する.

報知設備 l  

8  1非 常 警 報 設 備

9  1誘 導 灯

10  1排 煙 設 備

11 1連 結 散 水 設 備

12  1 連 結 送 水 管

13  1 非常コンセン ト

14  1 無線通信補助設備

(漏洩向車由 ケー ブル)

ilii f l ' i にかかわらず非常ベルまたは自動式サイレンとの組み合

わせた旅送設備の設置を要する.

面積にかかわらず避難口および通路誘導灯の設置Eを裂する 。

延べ而似 しOOOm'以上て・設世を婆する 。

延べ而m 700m'以上て'設置を婆する .

延べ而村1 I ，OOOm'以上で設置を裂する 。

延べ而m I ，OOOm'以上て設置を裂する 。

延べI制点 l ，OOOm以上で設訟を攻ーする 。

第10条第 1項第 1号

第I I条第 1 項第 4 号

第12条第 1項第 5号

第13粂第 l 項

第21条第 l 耳l第5 号の二

第22条第 1m第 3 号

第23条第 1 項第 1 号

第24条第 3 項第 l 号

第26条第1m第l 号~第3号

第28条第 1項第 l 号

第28粂の二第 l 耳i

第29条第 1 J貰第 3 号

第29粂の二第 l 耳l第2号

担 ｾ Ｒ Ｙ 条町三第 ＱＱ Ｑｩ
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空気熱交換器の改良により、さらに大幅な静音化に成功した暖冷房源

この暖冷房システムの源は、たて型でコンパク卜な暖冷房両用

の空冷式ヒー トポンプチリンクーユニット一台だけ 。放熱機も 暖

冷房両用のファンコイルユニットだから実に合理的な暖冷房シス

テムで、す。本格的な暖冷房で、ありながら、熱源が暖冷両用のコン

パクト型 で、し ; かも屋外型だから、ボイ ラーや燃料タンク、クー

リングタワー、 及び機械室な ども不要 、設備スペースも最少限

ですみます。加えて、全電気 で空気 を汚さず、維持世も グン と

経済的。まさに、新時代の清潔で手軽な暖冷房システムです。

- 設置場所をとらないたて型、スマートな暖冷房源です。

1I ; l ( 冷房源 、チ リングユニ ットはスマー トなたて型で設置スペースもわずカ二

本俗的な l波冷房でありながら 、機械室のスペースがあまりとれないところ

でも 、 カンタンに設置できます。

- 運転音はまったく静カ、でも

圧 縮機 の二重防振装置 、マフラーの取り付け、外装の内側にウ レ

タン貼付 、空気熱交換器の改良により送風機の回転数を低減

などにより大幅な静音化に成功しました。

・公害のない全電気式でも

ヒートポンプ運転で温水をつくる全

屯気式ですから 、排気力「スやスス

などの心配も全〈不要。大気汚染

やニオイもない清潔な l唆冷房 です。

ファンコイルユニ y ト

B V- 06 F T C  

"  c  I  I・'

乞￥ ｴｾ

- 維持費、設備費も経済的でも

ヒート ポンプ式は空気の熱を利附する方式ですから、暖房時の維持費もそ

れだけ安くあがります。 また、機械室の必要もなく 、他の熱源設備は一切

不安て寸から 、 設備 Ｇｬｾ も グンとＺ判定てで経済的なｊｬＮ是冷房が実現できまする

- 便利なリモコン操作も容易にできまも

リモコンスイッチが附属していますから、室内からの遠隔燥作も簡単にで

きます。 このリモコンスイッチには迩 '1伝ランプが付いていますから、運転・

停止もひと日でわかります。

また 、本体にポンプ問 'dl 磁般触協を内政していますから 、 インターロ ック

回路の組み込みが容幼で 、本体とポンプとの述動様作ができます。

- 搬入・据え付けもいたって簡単です。

機器本体の上部に吊り F げボルト、本 体側 面.に侍ちヒげ1双手を設けてL 、ま

すから、搬入・設置作業が容易にできます。

- 広範囲の外気温度で運転できま も

デフロストサーモスタッ卜 、バイバスサー

モスタッ卜などにより 、広範| 苅温度 ( 一 5

0

C

- 20

0

C )での暖房巡転が可能です。



園

- その他、能力の大きな5 トンのチリングユニットもありまも

部 屋 数 h
r
多〈 、l唆冷房カ所の多いお宅用には能力の大きな 5 トンタイプの

空冷式ヒ ー トポンプチリングユ ニットもあります。

屋外型ですから、 そのまま設置できる便利き もちろん冷却能力 、加 熱 能

力はグン k アップしてt 、ます。

静かな運転音 、しかもたて型の空冷式ヒートポンプチリンク‘ユニット

冷却能力 : 5，600 /  6，400kcaI/ h 加 熱 能 力 : 6，300 /  7，200kcal/ h  

B V - 0 3 C H B <三{ f l 200V}

( 冷却 能 力 Z史的22722b) ( 加 熱 能 力 2見52L2J4: ぅ

争

媛冷房場所の多いお宅にピッタ1) / 能力

の大きな 5 トンタイプです

空冷式ヒートポンプチリンク‘ユニット

冷却能力: 8，900  /  10，500kcaν h  

加熱能力 11，000 / 13，000kcaνh 

B V - 0 5 C H A <三相 200V}一 一

外形寸法 ・おき 1.S47X 幅978X 奥行76Smm

(  周凶温度3S'C D.  B 、冷水出 J J  

冷却能力 ・温度 7 'C の場合

(  戸凶温度 7 'C D. B 、温水出 J J  ¥ ｾ＠
加熱能力 : 温度 4S'C の 助 介 ) ト

- 暖冷房両用放熱機、フアンコイJ レユニット

風121は4段切作 λ 、屯子サーモ内蔵で室温 l.t.'，'i¥'に

お望み温度。また 、自illJJIJ Il i!J r . 器内成でソフト暖房。

裾え 付 け 、 西 ｾＱｾＺ も簡単な ｊｉ ま冷房両間放熱機です 。

適用面積:7- 印 刷 ト 16m'B V - 0 6 F T C ｕｾｾ ↓ Ｉ＠
一一一一一一ーサ十形寸法 : I:':j き600X 幅700X 奥行230mm

高さ 1，653mm

量古書量11，

空冷式ｴＺＭＮポ ＢｚＢｉｊｾｾ 夜 Ｑ ニマ島
- お問い合わせ・力空ロヅご締求は〒541 大阪市東区安土町2丁目30 大阪国際ピル内松下空調株式会社宣伝諜まで雷 (06)262-3121 率 社会と共に歩む技術のf 事 #/ A

圏一



表 出 す る 事 象 と そ の 内 な る も の

遠 藤 岡 I j 生

総: てのものは 1'1 句の q，にイサ行を脱して、その矛

I行の中日魁の '1' から必然、がJ にその総介が乙i三じ、そ

の 総 介 は さ ら に イ'r，r，'へ と 統 〈 。 し か し 、 常 に 示

前を合むことカ勺E'm' であり、牙' / 丙のない世界な

ど N{ I ーしない 。 そ し て 脱 尖 は 常 に 11二紡されてい

ヵ、な lすi L I ; f ならなし、とし、う。

我 わ れ は ぷ H¥する IP . ーの主必に 1，U: l 正U，する。

そして収代の干 l 会は刷々、 i!Ll 主を深めて行〈。

その '1-' にあって、ムー 11¥す る も の の 災 に か く さ れ

た よ リ 似 似 (1' ，) なものへと進む符宇iーの姿をここに

凡る 。 J苦.，v，は '1 しよＧ￈Ｎ作のＮＢｑｾ ［［後と 仙熱のｩ］ Ｑ ｴＺ ｩ を ｮ

然 と 往 築 の か か わ り 合 い に す え 、 イ il ，L! 五nする

我 わ れ を 後 日 に 、 ど っ し り と 贈 を す え 仰 : 尖 に 歩

を 進 め る 。 そういう抗: 者の 51J 作i ;' j Jli-:JJ に は 、迷 し

flf た 人 の 仰 さ を 知l らされる。

科学的令J 111主 義 を 第 一 義 と す る JJ ! _ 代において、

我 わ れ に と って lこl 然 と は 一 体 何 を 意 味 す る の だ

ろ う か 。 W: i下におけるそれは事11俗 化 し、. ' =l 三命あ

読者の頁
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き lれそうとする姿に他ならないと，目、う。

日q センセ- ; . - - ョナルな物を求め、それに倒偵

を]，.' . '、 fHし 、 会 て を ぶ つ け 、 悦 迷 を 続 け る 中 に

あ っ て 、 以 は こ の そ: に 按 し な が ら 、 我 わ れ 物iiE

りががのみを追い、土11- 象 に の み f惑 わ さ れ る 坑 尖

を i* < 反行させられる。

私 が 以 前 、 ヨ 一 口 y パ ・中 j丘 * の 旅 を し た H寺の

思 い IHが 二 .i f('J j: しにな っ て 浮 ん で き た 。 グ ラ ナ

ダを rl' 心 と す る ア ン ダ ル シ ア 地 万 の 亦 茶 け た 原

型f を、コノレドノ〈、セピリアを。また、オリーフゅ

の 樹 唱 の 繁 る ソ レ ン ト を 、 ポ ン ペ イ を 。 ま た 、

イスタンブーノレを船て1度 れ ば ウ シ ュ ク ダ ラ の 町

か ら 東 洋 が 始 ま っ た 。 そ し て 美 し い メ シ ャ γ ド

の聞Tを 、 ラ ホ ー ル を と 次 か ら 次 へ と 進 ん で 行 く 。

セ ゼ リ ア の ペ ン シ ョ ン の 中 庭 に 咲 い た 美 し い ゼ

ラニューム、タイノレの美しい床、入口の附に1 i ' i

か れ た 水 ガ メ と そ の 徽 に 静 か に す わ っ て い た 老

婆の姿、仁' ' ' ' メの入ったスープ、トマトだきの

る 物 と し て と ら え 、 自 然 を 賛 美 し 、 決 し て 西 洋 に わ と り の モ モ 、 こ れ ら の 総 て が ご っ ち ゃ に な

の よ う に 1" 然を {IEJJ I i しようとは考えなかった。 って、浮んでは消える。

物 を iiE る 我 わ れ に お い て は 、 自 然 を 見 る 場 合 決 本 己 日 立 、 表 に あ っ て は 敷 地 の 総 て を 建 築 化 す る

し て 、 物 'l' UI':) に は 比 ょ う と は し な い 。 す な わ ち こ と に よ り 、 そ れ が 個 人 住 宅 、 共 同 住 宅 に 関 わ

n然を，' ，然としてのみではなく、人H l J の よ う に リなく、日後';j 立 に 、 ま た 、 倣J也 は 南 北 を 輸 に 延

生命と心を持ったものとして眺める。このJ ，U j' ぴ ざ る を え な い 都 市 住 宅 の 状 況 の 中に あって、

が 我 わ れ の 世 界 観 、 人 生 観 を 左 有 す る 。 J存者は

いう。阪リI l jl; 下を絞り. i i l i むに従って安化する庭

と処ｾの宅 ｉｉ｜ｗＩ な変化は議 ｮ Ｍ ｮ しく、ここに日本

位 築 の 尖 し さ が あ る と 。 これは以にお' 者向ら自

然 に 対 し 1::] ，、かけ、その谷: えを I{( 核 II 然 か ら 1] I  

そ の ) i 法 を 示 し 、 裂 に あ っ て は 、 そ の か く さ れ

た 原 資 を 、 現 代 の告11市 住 宅 がI丘而 す る 幾 多 の 問

題 を ふ ま え て 、 出 直 す た め の な l床材bitt を 、 我 わ

れ に 示 す も の だ と 私 は 理 解 す る 。

( えんどうたかお i卓 藤 剛 生i l l *J占計，，> 務所)

ボン ベ イの広場/ カ ッ ト・ 遠麗剛生

円、、電‘、 I

ru-Q. 

ｾー｜一

; ; 誌:

面図画咽 (No. 5 研究所〉

土庄 啓 智

-1'1-欽」ヒ T" I! .駅から」じへ Jj ; 、いて約 10分、 T 出 ニ ュ

ータウンのはずれに、- 1 '1，、の 勤 務 す る " 式験所があ

リます 。 テ ニ ス コ ー ト と 紋 の 芝 '1三に IItl まれ、 2k

山 で は 秋 に な る と f，li ー渠などが尖リ、 m功、な j品

/i'fj: "  、たＺみ ｉｮｬｾＨ があります 。 式Ａ殺 ｬｩＩ ｪＭの ＧＱＧ では、ｾＧ ， Ｚ

L 、f中1::1た ち が 、 何 々 の 依 頼 ぷl肢 を し て い ま す 。

試 験 所 に つ い て 、 あ る ltl'H¥Jは 次 の よ う に J Tって

くれました 。 r IJ Lj  11 本F; ! j - の 公 (I() ，，̂験 I;)I 'の (l1f'先

ii で あ る こ と に J リ を 感 じ て お リます 。 :'./i;{!i の

t' 1: 桁 上 I'i 分 の テ ー ? を 選 ん で 、 実 験 を す る こ と

は ｦｂ 来ませんが、依頼試験をまとめあげる泊Ｎｦ ｬ ｬ ｾ

て ¥ い ろ い ろ 'γ:..i.: ことカ(:Hオとるのて¥花、にとっ

ては "1 し分ありません。」また、ほかのある j'I 'II¥J

は、 「ここは、，建設 、通産谷千? の認定試験の占 験 所 に 成 長 し て い っ て 欲 し い と 私 は 巧 え ま す 。

める ;1司 令 が 多 〈 、 同 じ 試 験 の 繰 返 し は 止 む を 待 ｩ 担 Ｑ 回のゼミナールも活発で、研究発表、 ｟ＨｪＭ ｾｪ

む い の で す が 、 こ れ で は 研 究 に 対 す る 心情 え が

必 寺 町 す る ば か り で す 。 自 分 の テ ー マ に 対 し て 、

J[ll.キIl めるだけの余怖が欲しいと思います。」とい

って い ま す 。

こんな ，li b あ り ま し た 。 r営 利 法 人 で は な い の

で、手11佼 を 迫 ボ す る 必 裂 は な い の で す が 、 私i主

の 1. 土日の '1"T，丹を守' るために、また、試験所がも

っと' えー託 業 務 ';)..1谷 を 拡 充 す る た め に 、 仕 '11- に追

わ れ る の は (-1: ) j むいて' すね。 そ れ が 、 建 設 業 界

の 'I iH廷にも・5 ワーして いると思えば、: A にやりが

い の あ る 1技場だと辺、し、ますより

今 年 rilJi n 01Ti 1年 を 迎 え 、 そ のI也J.1-'も 1，';1 まってき

た も の の 、 決 し て こ れ で い い の だ ろ う か と い う

疑 問 は il'j え ま せ ん 。 これからは、% i 出Lの お 手 (1.、

い Ｈｉｾｊ ｟ ｾ ｩｾｬｬＩｪ むさることながら、ｾｊￎＧ ｴＡ＼ N: Wf.I ｾやＨｩｬ ｦＧ 先

i，ri!fi) J に I ) を ii ぎ 、J行持 t内i U品 を も 保 持 で き る 決

見学などで知識を深め、; ( " ' ，: ¥" 、j I J ' l I ¥li 主の忠. 欲も向

陽しつつあります 。 機会がありましたら、込 ｾ ｉ

- j支比三t に お 越 し 下 さ い 。 案 内 さ せ て い た だ き

ます。( l 1-!' ) 日本位築総合，; ，t 験所 { 耐火、ド;)j 火十時泣研究 U)
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ニュース原稿をお送り〈ださい。

ドイツ連邦共和国( 西ドイツ〉 節 電 形 デ ィ ジ タ ル 電 光 時 計

の 都 市 計 画 の 講 演 「ノ T ナ ク ロ ッ ク 」 を 商 品 化

さる 10 Fl 4 FI 、 大 阪 ド イ ツ 文 化 セ ン タ ー の 大 阪 蛍 光 灯 セ グ メ ン ト 表 示 で 2 5 %節 電

ゲ ー テ ・イ ン ス テ ィ ト ゥ ー ト と 日 本 位 築 学 会 近 松 下 屯 総 で は 、 こ の ほ ど 、 時 刻l ぷ 示 を こ れ ま で

畿立許11の主f I l i 日 本 建 築 協 会 ほ か 協 賛 に よ る 「 ド の氾球によるJ j ' t . 色め点に代って、後光灯による

イ ツ i坐Fl I共 和 l 民1 ( 酋 ド イ ， ) に お け る 持11 di Ji 阿 緑 色 の 線 ( セ グ メ ン ト 或 ポ ) で 淡 わ す 、 新 し い

の 現状と. . * 泌 J と 題 す る ，.，Y..iv( が、新大ピノレのド ディジタノレm光 11刊 十 九 マ ナ ク 白 y ク J を 開 発 .

イ ン 文 化 セ ン タ ー の ' )' ; 務所でIJ 日l! i i された o "，'lt j v(  r" マナクロ ッ ク」は、司l.!>院 の 代 り に 紘 色 間 態 度 後

.f' i は ミ ュ ン ヘ ン 工 科 大 学 の ゲ ノ レ ト ・アノレベル 光灯を使用し、i l I 1;1のように、数' [ ; を 7 つ め セ

ス 数 段 で 、 行11 r I ' i 行政と. r . 11 ､￯ｾ Ｍ ｉ Ｍ｛ 面的倫戚ｉＧ￭ーであ グ メ ン ト で 表 示 す る の で 、 使mす る 後 光 灯 は 、

る . 教佼は、 ド イ ツ 都 市 計 画 の 歴 史 に ふ れ 、 現 48本にi J . ' X り、電球式とよ七べ、①II'j Ｑｾ＠ ｾＱｉ力が ＲＵ Ｅ

伐 の 1m市 計 Ji lij の シ ス テ ム の 概 嬰 を 、 ス ラ イ ド を 節 約 さ れ 、 ② 税 子 l時 計 ー と し て 使 用 す る 場 合 、 観

ま じ え な が ら 3見 明 さ れ 、 と く に 、 そ れ ま で の 静 時計と子" 寺百十を結ぶ伝送料tは 9 本 で よ く 、 従 来

的 解 釈 で な く 、 ダ イ ナ ミ ッ ク な 解 釈 、 す な わ ち 、 の m球式( 100 - 150- 1 < ) の治以下と少くてすみ、

-1.1:会 榊 巡 な ど に t l 肢を 11.J けて、 「 ｩ 位払 ｾ ｊ の ｭ 必 氾気ユニー)" ，: が簡単となるなと' の特定Lがある。

性、 「 人 ｕ ｲｊの Ｑｩｬｦｩ 他鋭、主主ぶ決定、ｬｉ ｩ ＧｩｾＨＱＧｊ嬰ぷ ｊ また、章受光灯の前回1に は 外 膏11か ら の 反 射 光 を す'1'

の 必 袋 性 を 強 測 さ れ 、 参 加l おに大きなぷ，ｾを与 え 、 光 協i の 透 過 率 を 上 げ 、 綱 引 史 的 向 上 が 図 ら れ

え た . 司 会 ・ 通 訳 は 、 三 給 維 久 ( 大 阪 市 立 大 学 ) 、 f l I 射日光下でも時計表示が見やすくなっている。

池口 l イI 隣 ( 京都エ」芸繊維大学 ) が 引 っ た . 引 き な お 、 商 品 化 は 、 屋 外 で ピ ノ レ 俊 而 な ど に は め こ ん

つ づ い て 、 数 段 を 聞 み 、 大 久 保 r' ，ー ほ か 数 氏 に で 用 い る 片 面1表 示 大 仰 l時計( 中日3. 4 m 、高 1. 24  m )  

よ る 「 怠 思 決 定 に 対 す る シ ス テ ム 的J創 立 と し て と 庭 内 で 天 井 な ど か ら 吊 り 下 げ て 用 い る 両 国 表

の: l li 凶 策 定 過 紅J を め ぐ っ て の パ ネ J レディスカ 示小型時計( 中高 1. 1m 、tl j 4 5c m) の 2 機 種 で10月

ッ シ ョ ン が 行 な わ れ た 。 よ り 受 注 販 売.

新 刊 紹 介

世 界 観 と し て の 建 築

ル ド ル フ ・ シ ュ タ イ ナ ー 論

上 松 佑 ニ 著 B  6  -'1'. )  450頁 ￥ 2，800 相 撲 書 房

フ ラ ン ソ ・カ フ カ 没 後 50年 の 今 年 、 カ フ カ と 同

質 の 諜 題 一 一 一 存 在 と 意 識 と の H:fJの H苦い {毎日一一ー

を 一 身 に 背 お い 生 き た J レドノレ 7 ・シ ュ タ イ ナ ー

= 近 代 建 築 史 の 中 で ほ と ん ど 忘 れ ら れ か け て き

た 処 築 家 で も あ り 、 哲 人 で も あ っ た = の 思 想 と

建 築 作 品 ゲ ー テ ア ヌ ム に 関 す る 研 究 の が 日 本

で 帯 さ れ た こ と は 、 現 代 の も つ 問 題 の 広 さ と 深

淵 さ を あ ら た め て 自 覚 さ せ ら れ る も の で あ る 。

本 町 は 、 シ ュ タ イ ナ ー の 日 本 で 最 初 の 』込 き 迎 解

者 ー で あ り 、 か つ 、 著 者 の 師 で も あ る 今 井兼 次 氏

の F'f のこと，; 1 : ' につづき、存在と意識の変革とい

う こmの 視 点 か ら 、 本 論 と し て 、 意 級 、 思 想 お

よ び 精 神 の 世 界 か ら 「 建 築 へ 」 向 か お う と す る

第一郎、 平子夜、フォノレムおよび物質の世界か

ら 有 機 的 「 述 築 」 の 生 命 ・生 成 巡! l i J ) および理

念 の プ ロ セ ス を 描 こ う と す る 第 二 部 、 存 在 と

ｾ減、フォノレムと思想および物質と材 料 ｧ の統合

に よ り 「 建 築 の 彼 方 へ J 向 お う と す る 第 三 部 よ

り な り 、 そ の 後 に f乍 品 編 がI附 さ れ て い る 。

芸 術 作 品 は 、 作 者 向 歴 史 的 限 定 性 を 打 ち 抗 庄 ぶ っ

て ゆ く 主 体 的 な 姿 勢 が 、 と ざ す ま さ れ た 表 現 力

と 結 び つ き 作 品 と し て 対 緑 化 さ れ た と き 、 人 110

精 神 の 苦 斗 の 足 跡 と し て 、 現 在 の 閉 ざ さ れ た 状

況 の 中 で 格 斗 し て い る 我 々 の 実 存 の 奥 底 を ゆ さ

ぶ り 、 時 代 を 超 え て そ の 生 命 力 を も っ。 この主主

昧 に お い て 、 シ ュ タ イ ナ ー の 全 活 動 は 、 現 代 の

rr制の 中 に 裕 ち て ひ ろ が り li 却を 呑 み こ む 一 滴 の

光 j ( ロ マ ン ロ ラ ン ) へ の 途 を 求 め る 我 々 に 、

多 く の 示 唆 を 与 え て く れ る も の で あ ろ う .

Q l : a i : a 会 正 ￥ ￥ ￥ ￥ ￥ ￥ 斗 ￥ 込ru￥￥込A ム企樹の話シリーズ・ 3 ムf: a1: dJ : a企

い ち ょ う

Gi nkgo bi l oba L  

い ち ょ う と い え ば 御 掌 筋 、 大 阪 の 人 に は な じ み の 樹 木 の 先 組 は 中 世 代 に さ か の ぼ り 、 い ち ょ う

深 い 。 昭 和 2 - 12年 に 航 え ら れ た も の で 、 収 作 は そ の 中 で も ジ ュ ラ 紀 に 最 も 栄 え た と い う 。 銀

869- 1<ある 。b 、 ち ょ う が 並 木 と し て 使 わ れ だ し た 作 を 包 む 朱 肉 は 尖 に 央 〈 、 か ぶ れ る 人 も あ る と

のはそれ. f : ' ，ir甘 く は な い 。 中 IEI が 原 産 て ¥ 日 本 に か 、 小 1るもあまり i! i : 1 . f らぬが、ひょ っ と す る と

伝 わ っ た の は ー ド 安 時 代 よ り は 後 ら し く 、 主 に 寺 恐 竜 の 好 物 で あ っ た の か も 知 れ ぬ。 笑 に 一 億 年

社 境 内 に 航 え ら れ て い た 。 阿 錐 族 形 の 安 は 、 他 以上も純として存絞しているのであるから ｾｪＮ ｴ 勢

のどの初にくらべても独立性が錦〈、 ｪｬ ｩＮｾも派 も 大 変 H王 践 で あ る 。 か な り の 大 木 が 移 秘 さ れ た

社度内に納えられていた 。 問 ￮ｬｈｾＱ 移の Ｇ Ｊは、 ｦ 也 記 録 も あ る が 、 一 般 の 他 の 子 高 架 樹 | 司 殿 、 変 Jtll は

の ど の 樹 に く ら べ て も 独 立 性 が 'j ;j l <、 t' i . 袋も派 さ け る に こ し た こ と は な い 。 生 長 も き わ め て 早

先 の 切 れ 込 み は 、 数 の 多 い も の 、 切 れ 込 み の 深 〈、 iIJj さ30 メ ー ト ル 、 幹 周 4 メート l レぐらいま

いむのなどあるが、この楽が、針主主か ｬ よｾかと で に な る 。 冬 Jtll も あ る 位1!1生 以 し て い る の で あ

間 わ れ た ら ー 葉脈が平行で与、針葉系で広い手伝 ろ う か 、 年 輪 は 明 確 で な い 。 佼 仮 り は 一 般 に 上

と い う の が 本 当 だ。 bi loba と は そ う い う ぷ 昧 を 向 し て い る の が 雄 木 、 IJ，J A気 味 な の が 雌 木。 之

も つ。 木 で 幹 や 技 か ら 「 乳」 と " 乎 ば れ る 公 線 状 の も の

j li. 艇 は 、 残 執 が 続 き 、 急 に 涼 公 と 雨 が 訪 れ た よ を 垂 れ る こ と が あ る が 、 こ れ は 性 別 に よ ら ず 、

う な 年 に 見 ご と な よ う に ， 思 え る 。 秋 も 半 ば を 過 栄 養 等 の 関 係 で 生 じ る も の で あ り 、 中 は 木 口 ウ

ぎた刷、 - 11与に Jι 必 し 、 火 色 の じ ゅ う た ん を リl!(( のー純である 。 ｩｾ ｉｬＧ｟ＺＺｴＮ筋の並木は、冬季にその姿

き つ め る 。 必 然 の 中 に 、 武 色 い 実 も ま じ っ て お を み る と 点 ! 日 て ¥ い ち ょ う の 樹 皮 は そ う い う 色

リ 、 こ れ が 'Ii の ス リ ンプ の 原 因 に な る 。 こ の 笑 か と 忠 わ せ る が 、 本 当 は 淡 総 色 、 烈 い の は i 1 ! 日

の '1' に 銀 作 ( ざ ん な ん ) が 入 っ て い る 。 j l{ 1f は の 阜 の 排 気 の た め で あ る 。 樹 皮 は 柔 ら か な コ J レ

どの. - 1 . ; ; にもなるのではなし、 。 雌 の 木 に な る の で ク質で1 I 1 - < 、これが汁から防火樹と巧えられる

あ る 。 い ち ょ う は 雌 雌 災 株 て 刈H Eの 花 粉 が 雌 花 l却 を な し て お リ 、 一 汗11火 災 に 会 っ て も 芽 を 吹 く

の JJllll に 入 る と ね 虫 を 生 じ 、 卵 子 と ' 交 利 し て 結 と い わ れ て い る o " 、くら丈夫な倒木でも、者11会

災 し た も の で あ る 。 こ の よ う な 生 殖 は 、 そ て つ の あ ま り の 聡 境 の 劣 怒 さ に は ま い る 。 御 堂 筋 の

の 場 合 に も あ て は ま る 。 い ち ょ う や そ て つ が 車 内 場 合 、 似 元 の 保 必 策ーが 必 ぜ ら れ て 幾 分 回 復 し た

子をも っ て お り 、 シ ダ 刷 物 と 純 子 刷 物 の け 1 聞 に 紋 織 だ が 、 病 虫 '2;: もほとんどなく. f . lld' i 内ではま

位 iytす る 木 で あ る こ と を 発 比 し た の は 、 い ず れ だ こ の 鮒 に 対 す る JYI 待 は 当 分 続 く だ ろ う 。 東 京

も 'VJ ifil 時 代 の 日 本 の 植 物 学 者 で あ っ た 。 これ・ 持11 神 奈 川 県 の 木 で も あ る 。 ( 1剥fflJe)

住 築 と 社 会/ 1974年 II 月号 15 



. 床点検口も魅力い っぱいです.

* アルミニウム l末，以検 1 1はハードアルミ

ニウムを{ 史 111 、ピス アンカーなども

強力なメ y キをほどこしていますから、

強度、任I1品f 創!性 は バ ッグンです。

また、モルタルなどの様触面には、 15

f{t なア J レマイトi ! ] ，1! l 1 をほどこしていま

す。

* 兵 鈴 ・ステンレス帰り} ぷ点検 11 は路・. ' 1
1

，

［ＧｈＵ分の，［ｾｴｉ立も ρｩ く、いつまでも美しさ

を[ 以ちます。

*  A  .  B  ｾ正川型床点検 ＱＱ は、 1  i匂で P タ

イ Jレとモルタル主主それぞれに使い分け

ることが出来ます。

* 制度の高い- I I J l 出機の組合せであるため、

気弘之性が『fS く、臭気のもれる心配があ

りません 。

. 規 絡 寸 法.

. ワンタ ッチ開閉操作 で す .

事ｆ 社ｾＧￌＡ神のワンタッチｊｬ ｦＮＱ 闘機織 Ｈｐ ａ ｔＮ ｐＩ

をセ ｹ トしているため、内科きを ｾｉｬｬ し ｉ ｾ｟ｉ f  

るJ呆作だけで、簡単に l削除l します 。

. 施工が簡単です-

I l f J 問機織が内蔵されているため、J l iJJ 羽ツ

マミの穴をあける必要がなく、更に従米

品と主主ーなり} : . i . 険 11 を天井にセットした状

態のまま、簡単に内枠ボードを取付ける

ことが出来ます。

. 丈夫で美しい外観です.

アルマイト処却を完全に施しているため、

いつまでも美しく、丈夫です。 しかも l制

限] ツマミなど附属品が外音I1に出ていませ

んので、外観がシンプ J レでスァキリして

います。

. 種類が豊富です.

規 絡 寸 法 ( m/m)

ご注文により、規絡寸法以外も製作いた

します。

m/m 

ご} 注文により、規格寸法以外も製作いた

します。 また、オールステンレス、オー

ル点鈴製も別 i主製作いたします。

住 宅 産 業 の 総 合 メ ー カ ー で あ る 弊 社 で は 、天

井 点 検 口 ・床 点 検口 の ほ か 、 ガ ー デ ン ・フ ェ

ン ス 、 ガ ー デ ン門 扉 、 ガ ー デ ン ハ ウ ス 、 カ -

1¥ウス 、 力 一 口 ビ 、 ヘーランダ、 テ ラ ス 、 ク ー

ル ト イ レ、 そ の 他住 宅 関 連 資材 を各 種製 作 ・

販 売 し て お り ま す 。

タテ ヨコ 尚 サ

3 0 3 X 3 0 3 X 4 5  

4 5 4 X 4 5 4 X 4 5  

6 0 6 X 6 0 6 X 4 5  

タテ ヨコ 高 サ

3 0 3 X 3 0 3 X 4 0  

4 6 0 X 4 6 0 X 4 0  

6 0 6 X 6 0 6 X 4 0  

カタ ログをご譜求 下 さい

口口 癖

# N 3 0  

# N 4 5  

# N 6 0  

一
一
出
一

…

ｾ＠

ザンヲミ持点機ロ

• 

I出薗圏直面高二一

• 
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延而11'1 e. j，Y，込 JQ!)i r. IJYJ 

1036.  泉 州 銀 行 寝 屋 川 支 庖 1037 大 阪 本 目 E 銀 行 伊 丹 支 底 1038 .  京 都 銀 行 東 山 支 庖

払n : 附 鴻 池 組 設 計 部 ぷ，11 加 藤 建 築 設 計 事 務 所 ，U，H 日 建 設 計 大 阪 本 社

地工; 鰍 鴻 池 組 施1 : 三 菱 建 設 大 阪 支 l吉 施」ー 時期竹 中 工 務 底

a  泌屋川市本町 5 2  2  - 2  a.  fjfJ'hli ，判野"-Ft;f の，joj 341- 6  京都市点 IIJ fKJ l : 近松 Jf，( 1'. ル

b  475. 40 m'  b.  600.15111 728. 3001 

c  286.887111'  c  .  294. 3501 c  509. lI m 

d  404. 974m'  d  383. 86m d.  1，035. 86m 

e  S 造、 2 F e  R C 、2 F 、P 1  R C 、2 F  

f  昭和48年12月- 1昭利49年4 月 r  .  IIrH1I 48
i
f' 1  0月~日目制149

1
1' 4  I1 1I 1i 干1148il三5 J1 -11円相148年11 11

一 一 ー 一 一

1039.  第 一 勧 業 銀 行 大 和 田 支 庖 1040 .  広 島 銀 行 天 王 寺 支 庖 1041.  大 阪 銀 行 寝 屋 川 東 支 底

ぷ，il ・佐 藤 工 業 株 式 会 社 設，;j- : 日 建 設 計 大 阪 本 社
設計 : コータケ建築設計事務所

施工. 佐 藤 工 業 株 式 会 社 地 l二奥 村 車且
地工: 悌 益 田 工 務 庖

a  門 兵 市 野 里 町 1 1 番 地 大阪，t ; λ; E 年区場位町119の6
a  泌尿川市明徳町2 丁目 1045 25 

b  693. 46m'  202.30111 
b.  622.79111 

C .  406. 64m'  159.82111 
326. 48m 

d  1. 319. 50m'  493. 64m 
527.00111 

R C、4 F  e  R C 、4 F 、P 1  
e.  s;五、一部 R C 、2 F  

1I1{和48年12月~日目相49年6 月 r. lI{j和49年2 月~日百平! J 49年8 丹
f. lI!l利49

1f- 511-II( i 干1149年10 Jl

1042 福 徳 相 互 銀 行 鶴 町 支 腐 I 1043 北 陸 銀 行 橋 場 支 庖 I 1044 紀 陽 銀 行 鳳 支 庖

ぷ，，j・ 不 二 建 設 株 式 会 社

li 6i r. ・不 二 建 設 株 式 会 社

a  . 大阪 rli 大JE反鶴町 2 ー 14 - 2  

b.  202.66111 

C .  149. 33m 

d.  320. 58m 

e.  R  C 、 3 F  

r. 1昭和48
1
f' I HI - 1刑制149年 3 J1

zi 止，;j 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

胞に 真 柄 建 設

a  全 1I( rh t品 場 IIIf 3  - 15 

b.  1町 173.17111

C .  410. 1001 

d.  1. 055.16111 

e.  S  R  C 、 3 F 、 P 1  

r. II('. 布148年 9 )'] - 1刑制149年 5 TI 

品目|ー 鹿島建設株大阪設計部

地 1. : 鹿 島 建 設 株 大 阪 支 唐

a.  ｽ、日 ｾＧＨＮｦ 堺， ｨ Ir止'!l 聞f 4  400 4  

b.  936. 391' " 

C .  484. 480川

d  .  835.480111 

e.  R  C 、3 F  

f .  11(111148
1
111 11 - 11(1干11491

ド6 I1 
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' - 7g- ;;I..... ご1- ｾ⑮＠

マスチッヲヲ1 : 1 - 9: . 1ヲ"

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

1  耐久性: 而す久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコリなど生じない。

3  すべり? 正折; 性: すべり抵: i 克性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 圏、⑮

、 _ "

フリントコートについてのお問合せは下記へ

の

腕試 ＸＵＱ シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
τ，宅. 1; ; "; I - こ1: - - I - 施工販売部

大 阪 ⑤6 32 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 7 6  f i ' ( 06)  303 - 7131 

東 京 ⑮104 東京都中央区宝田T2丁目 4番 地 ( 第2ぬ η 彦 ピJ レ3階 ) f i ' ( 03)  562 - 4646 

名 古 屋 ⑤461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3 の 47 ( 日本 橋 ピル 4 階 ) f i ' ( 052) 931 - 8537 

広 島 ⑥730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 容 6 号 ( 西 林 ビ ル 3 階 ) f i ' ( 0822) 21 - 1224  

福 岡 ⑤810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 - 1  - 5  ( 舞 鶴 ピ ル 3 階 ) f i ' ( 092 )  77 - 1961 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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工 博

吉 野 正 治

京都府立大学教授豪政掌部住居学科

国 則 一 夫

大 阪 府 建 築 部 畏

蓬 f弗 亨

京 都 建 築 司区務 所 代 表 取 締 役

角 谷 義

竹 中 工 務 庖 本 庖 工 事 iIl J 部 畏

7 月号より 12月号まで上院 4 氏で担当

ロ オ ウ ル 市 の 東 郷 平 八 郎

とにかく 、北に行けるだけ行ってみよう。それは生前時間 と市民生活の態係をこの iヨで・vrgめたいためであった。

御 存 知 の よ う に 、 北 l伎の EZに干支はない。旅程の許す! 浪りでの私の行けた北 |浪 は フ ィ ン ラ ン ド の オ ウ ル

ｲ 打 、 」ヒ ｾＮￎ ， ， ＶＵ ｊ 支であった 。 ｗ ｉｊ のように駅の楽内所でホテルの紹介を受けた私は 、 荷物を置くとすぐに、いい

レ ス ト ラ ン は な い か と 町 に 出 た。 PM6  11寺。まだ協はがれ、ている。一年で一番いい季節なのであろう。花

だ ん の11!1J の ベ ン チ は 老 人 で 一杯 だ。 11寺をひと処! りしてモダンなレストランに入っ た。「 ビー ル I J しば

ら く し て ボ ー イ が 巡 ん で き た ビ ン を 凡 て 、 「おや? J と 思 っ た 。 ビ ン に は 来 郷 平 八 郎 の 像 を プ リントし

たレ ッテ ル が あ る 。 ア ド ミ ラ ル ・卜ーゴーという文' j' ーもある。防J j 皐いない 。私どもカ、30年 前 に 忘 れ 去 っ

た 「 点郷 ;esfli J が こ の 北 i11 で fill f1:なのだ。いい気持ーになって 、数 本 あ け た 。 ボ ー イ も そ の こ と を 知 っ て

同{米に {ぷえたらしし¥

ホ テ ル に 帰 っ て 、 そ の ま ま ベ ッ トに横にる った。 ひと 11民りして目を党まして H寺計を 比 た。 PM11 11寺。 カー

テンをづ い、て外を見たら 、聞] の教会の尖踏にはま・だタ| 場がきしていた 。 しかし、外には設もら、いていな

い。 年半，'iJ ' まっているのだと，思った。

口 建 築 基 準 法 の 改 正

処 築 J長準法の改正が次の. i J . 自治国会で可決されそうである。地下街や斤 1'i: 1市、旅 館 な ど の 防 災 t'afil が 遡 l立

j血flJ される 内容を含んでいいて、そのための投資義務制が4，500憶とも 5，000俗 と も い わ れ る の だ か ら 、|北l

ｩ 系業 界 にが ｪ する ［ｩ ｩｾ 科は甚大なものである 。

よる通常国会にこの法楽が徒系されてからｼ謝係おの ｼ 共 ｬ 心は ｾ ｉ ］ ｩ 出にお ｩ まＧＩ 、 ＡｊＧ［Ｇ ｦ に ｬ 長 ｬ 係業界のこの改正に対

する bi. 刈の逆1 ' ) ) が雌んである。しかし、千日前ビル火災一一ー全 くわが I : r を疑うようなあの悲惨な災当から

つ ぎ つ ぎ と 起 っ た ビ ル 火 災 災 告 が 、既 に 笑 地 さ れ て い る ビ ル 等 の 管 段 強 化 と 、 こ の 既 存 不 通 イ 子 処 築物 の

姑 jE の J;;l lkl と な っ て い る こ と を A号 え る と き 、 改 正 反 対 は 十 分 説 明 の つ く 十H拠 の あ る も の で な け れ ば な る

まし、 。 1'1分の所布符旦Il する雄物に| 浪つては災者は起らないと思い込んでいる I111断が、いつれの災山ーの場

令にも ｲ［ｩｾ Ｇ であ っ たことを ｊＷＭ えｩ￬Ｑせると、ド Ａ 分のビルではいまだかつて災害の起りそうになった こ ともな

い と か 、金 融 情 勢 か い か に 逼 辿 し て い る と は い え 、 そ の こ と の た め に だ け 反 刈 す る な ど と い う 安 易 な 心

附 え で あ っ て は な ら な い 符 で あ る 。

こ の 改 正 案 は 去 る 通 常 |司会で成立しそうになりながら、与野党の談会J : i l i/ aの コ ジ レ か ら 審 議 未 了 で 次 回

会 に 持 ち こ さ れ た た め に 、 業 界 の 意 志 を 国 会 や 佳 設 省 に 伝 達 す る 時 聞 が 十 分 と れ る よ う に な っ た 。 改 正

常 の 修 正 に つ い て 裂 望 す べ き 点 は 十 分 検 討 の 上 、 堂 々 と 主 娠 す べ き で あ る 。 し か し 、 そ の 内容 は 国 民 的

な 納fi i-とえ:1'-'1'のfUら れ る 純ドH内 の も の で な け れ ば な ら な い こ と は も ち ろ ん で あ る 。
(  K u )  

口 設 計 者 の 守 備 範 囲

I税制iJ された 用 地は 、改 築 で も し な い |以りほとんどなし、 。 都 市 計 画 新 法 に よ っ て 開 発 行 為 を 行 い 、 用 地 を

ｩｩｴ ることからはじまる 。 往事長行為はこのときからはじまるので、従フｾ (7)  iJIIJ ;  ，1  'J  -; .;(: 1， ￯ｾ ￭ から受継ぐのではな

くて 当初より設計・ ｊＧ ｾ 務所が Ｇ ｊ ＾［Ｎ を手がけることになる 。 挫設プロセスのなかで一民性があ り 、 竣工し使

用 されるまでの総抗責任の所イ1:が 鮮 明 と な っ て き た H乍今である。

用 地 取 仰 の 段 階 か ら 初日炎 に の り 、 建 設 の 目 的 を 叶 え る こ と が で き る ま で の 全 プ ロ セ ス を 設 計事 務所 が削

倒 を み る か ら 一 民 性 が 持 て る の で あ る 。 主要なことは、' 受託するとき 'J T業 主 体 の 以 立 を よ く さ さ 、 Jjυ 也

淵 貨 を 充 分 に 行 い 、 相 当 時 間 か か って も 卒 業 主 体 の 立 図 が 実 現 で き る か ど う か よ く 見 定 め て か ら 受 託 す

る必要がある 。 地価 、谷初、建ペイ卒、日 ＡＡｈ などからｾ築が統営的に成立するかどうかをはじめとして、

建設 中 の公害など周辺 地 域住 民 に大きな慣れ与を り ・えはしないか 、 ＧＱ Ｑ の Ｑｉｾ 入 ｊ ｬ ｉ 、汚水 、排 気 、 Ａ治音などＭＱ Ｇ

iJII Jで き る す べ て を 知 則 聞 で ドIJ 断 で き る 能 力 を 持 た ね ば な ら な い 。

近隣住民への説明や説 ｦｩ ｪ は ｬｖｩ けた地工者にーも ｉｪ をまかせたのは昔のことである。Ｉ， ＱＵ Ｔ］的に説千ｾ 1:しされる

f ，- j - 同がなされなけれは¥誰が税引} に 当 っ て も 住 民 は rwf， しないであろう 。 設計 'J';. 務j i ) i の守イ'1R1範同 はひろ

がり 、 Ｇ ｊｾ 業主体が建設の目的を採Ｚすことのできる諸条 例 を終えてしまうず ｬｈＺ ｩｊＧある ｯ -f ' 定通 り竣工させ

る た め に は 住 民巡 動 に よ っ て 工 事 中断のノ、メに/ が入らぬようにしなければならない 。 設 計 1;前五II I者 の1'J i T:

はよIl く、 そ れ に し て は 現 行 の 設 計 料 は 安 す ぎ る と 言 え る 。 ( R )

口 伝 統 と 発 展

吋云統砂 ・ ・・・ 辞り ｼ には、 ｲ 前の ｈ 寺 代 から受け継いだ、あるいは受け継ぐ 』 とあります 。 この受けＪ， ｉｾ ［ <-. ill¥ .fE 

で思 い つ き か ら 工 夫 へ 、工 夫 か ら そ の 試 停 へ と 物 事 が 発 述 、 発 展 し て ゆ く も の と 忠 い ま す 。 す べ て そ の

発 jtl の 背 景 に は 、 過去 に 者柏 さ れ た 経 験 的 な も の の 以 引 に よ っ て 、 よ り 大 き な 成 * へ と 発 展 し て ゆ く も

の と 信 じ ま す 。

この よ う な 観 点 か ら 今 日 の 建 築 技 術 を み る と 、 な に か i必L; の苦; ，h'i さ れ た も の を 1!眠中比しているように 忠 わ

れ て な りません 。 卑i l i : な例を一つの水仕舞に取 っ て み て も 、 過 去 日 本 の 1'1ｾ然環境から 、 昼似に窓に 外 壁

に そ れ ぞ れ 苦 労 に 苦 労 を 制 み 亙 ね て で き あ が った 一 つ の デ ィ テ ー ル が あ り ま す が 、 今 日 来 し て そ れ ら が

活 用 され、 設 計 に施 工 に 反 映 さ れ て い る で し ょ う か 。 そ の 多 く は シ ー ル 村 に よ る コ ー キ ン グ に よ っ て ーj¥.

足 れ り と して い る よ うです 。 そして、その結米ーからくるものは欠陥商 品 と い う 汚 名 で 、 オ ー ナ ー か ら 批

判l を 受 け つ つ あ ります。

伝 統 、 そ れ は 努 力 の 継 続 の 結 来 に お い て 生 れ た も の で す 。 そこに技宇付締術|ド桁: 可}の) ，左E正礎笹の身累H相f点[ があることを i戸何]ヰJ 認 J

し、来潟新j庁?し い も め へ の 挑 l峨減の !伊前F狗j に も う 一 j皮支、 {μ伝Lぷl 統技や判郁術|ド町:可Jの 汗t五奴;立i を さ ぐ り た い も の fだご、 とA巧々号号. えます 。 ( Ka )

法築と社会/ 1974年 ll JJ り 19 



/ / /  

.  

/  

/ /  

/  .， ・
， 

..-
一

一ー .ー‘一

， 

' ー ‘ - ! ": !. ，.，... 

'/  .!':・ 4  ‘  ・ 4  ・ト

可Ｎ ｾｾＭＭ ｾＧ［ＮＺ＠ ｜下Ｇ ｾＮ
.'" "' '_' __ J'" ，- 戸:...

一' ・.-' "_  
ー ・

，ーム ーｾ ，ー Ｎ一

て" . ' ' ; ・ ・< ー

/:  . } ' : .  - " _ 、

ｾ＠ .. - . 一 一 ' . ・ ・

，.  - ー ー ←ー

.  ・.ー・
， ー 一

一' ・ 『

.  
一 " .

; /  ' ，'  ... .  .  

.， 
・ ・ ，

.  
4句

"， '. " . . . . 、.
. 昼 、

/ '  

・.r

、・.ー
， ." ". 

・ . . ー
l'  ｾＭ "， ，. .  

士上げ材料 ツ! 〆
.  ， • ， 

1 ._ .・

3  

・・ .  

r  "  

，・-: / . . . ‘  
， 

，

 

、、

• • 
‘

 

、

.
‘
 
• 

、

.  

， ・問 、

.  .  
、
、

ー，tI.， 1 .  

ー

、、
、

' .  

・ ・. ι ' ・・ J ←.  
ー ， . ・';..1. .旬 、-

、、.
、 v

〆

マルチタ，イ 7レ主 は つ や の よ い 多 彩 模 織 の 立 体 感 登 か 芯 高 級 意

匠 壁 を っ て ゆ だ す 建 築 用 仕 上 げ 材 科 す す ， ， 

' 主主! 悦が厚< 耐候性・耐ノ永住にす;<、、れ 変槌色でかなく 光 沢 保 ノ

持性がよし、の'てe 建 築 外 壁 の 防 水 加 工 に 適 し て お り ま す

，. 

ふ た ，打 ち 放 し ゴ'ンク リートデモルタルなどの無機質材粋に直

接 施工 が で き る'O)'{'. 左官工事が省略でき /  

長 期 間 美 観 を 保 持 し ま す

，デザf イ，ラも 高 原 ? 筑 紫 ・近江・箱娘・ 背聖. f と以前に比較し

r噺新な有のにな，りました f L  '  d  

， ゐ ' 〆

' *詳しいカヲログを差し上げますのモ 当社宣 伝 建 社係へおハガキ でお申 L、 み く だ れ 、

. " ‘  • ， J  

" 〆

、

.  .  

.・-

-、

， 
， 

'・， 

‘
、、

、
、

ン
m

'd
，

州

J

べ

'げ

メ

否

問

J

開

時
今
一

‘、

ノ・・

， • 
， 

、

-、、

/  

"  

、

，‘ 

.. 

， 

J  



BE NT I K U T O  S Y A K昼E

。

第55集 ( 1917年創刊)建 築 と 社 会

且RCHI T E CT URAL ASSOCI ATI ON 

197411 

OF  T HE  O F  J OURNAL  

第 21 回 青 年 技 術 者

句

凶

向

。

詮

M

h

h

h

刷

同

r

h

A

喝

句

一

向

M

N

M

刷〉

N

N

U

H

匂

u

h旬

。

人

向

〉

円

。

M

P

同

畑

町

ヘ

M

P

N

吋

匂

k

h

吋

吋

h

h

v
i

同

門

川

町

北 大 阪 流 通 念 Jol，団 地 設 計 監 理 ・大 阪 府 郷 市 開 発 ・安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 前日 l往 設 工 業 . iJ..(，J池 組 ・新升ニ紐 ・モリタ主主設 ・フジタ工業 ・浅川主11 ・ 1  

西宮グリーンカントリークラブノ、ウス 設 計 地 工 : 大 林 組・ ..... . .•.. • 7  

建 築 6 団 体 合 同 新 年五ど礼会 。会 只 忘 年 懇 親 会 の 中 止 に つ い て お 知 ら せ。

大阪市身体I l 申告者スポーツセンターの見学会。 ーー・0 ・ーー・ ーー ー. ... . . . 9  

特 定IIJJ 火対象物の設付ii 設置等について ー消防法令の- /';11改正一/ 田中| 経夫・ 11 

表 出 す る τ10 ; : 象とその内なるものー西沢文| 後小論集 1 - / 迷 l燦問I j 生

、、私の職場" NO.5 日 本 総 合 試 験 所/ 坂 E芸術'

ドイツ連邦共和]00の 都 市 計 画 講 演 釘 ｪｾ ｬｬＺ ｊｦ Ｓ ディジタル屯光 ｈ 寺計 ー ーー 14 

新 刊 紹 介 出 : 界 観 と し て の 建 築 樹 の 話 シ リ ー ズ NO. 3 いちょう ・・・・ 15

段近竣工した新，建築 9 点 ( No.1034 - 1042 )' " ・ ・・・ -ーーー ーーーー ーー・・・ ・17

オ ウ ル rli の 来 郷 平 八 郎/ 吉 野 正 治 建 築 基 準 法 の 改 正/ 固目IJ 一 夫

設計ー者の守備範囲/ 迎 HI: 亨 伝 統 と 発 展/ 角 谷 義 一 ー ・ー・…・ーー ・19

兵 FII 県 尚 工 信 用 組 合 小 野 支 唐 福 岡 銀 行 奈 良 屋 町 支 庖 ーーーー ー ーーー2 2

京 都 中 央 日 用 金 庫 悔 津 支 応 阿 波 銀 行 西 大 阪 支 脂

紀 l場 銀 行 五 条 文 Jj 'i 紀 陽 銀 行 Ji l . 北支 j苫

介

法 令 コ ー ナ - 86.  

読 者 の 頁

イ乍 風

ス ケ ッ チ ブ ッ ク

建 築 の 眼

昌己

'" 

建 築 と 社 会 ニ ュ ー ス

紹

イ乍

築建

品

新

4 企h

zコE

11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川l川川11川川11川11川川川11川川川11川川11山|川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川l川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川川11川川川11川川|川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川11川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川11川11川11川11特 集 =  第 2引1回 青 年 技 術 者 11川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川l川11川11川11川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川l川川川|川川|川川l川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川|川川|川川11川川11川川11川川川11川川11川11川川11川川川11川川川11川川11川11川11川川11川川川11川川11川川川11川川|川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川l川11 l  

ｾ合 同 庁舎計画笑 ・ 広島修道大学 キ ャンパス ・・・・・・・ ー ・・ ー 一一 一 ＲＶ

福 岡 県 勤 労i 'j ' 少年センター ・西 宮 ス ポ ー ツ 会 館 ・・・ー・・ー・・・ ・ ー . 27  

1京 チ 力 発 泡 訓 練 セ ン タ ー ・光 明 池 ハ ウ ジ ン グ プ ロ ジ ェ ク ト 競

技 ａ タウニハウス ・ 同競技 ｂ 幼利 ｉ ｾ 図 ー ・・・・・・・・ーーーーーーーー ー . .. 28 

門以プラザ・ ・・・ー ー ー ーー ・ー・ー・・・・ ・・ ・・・・・・・ー ー・ー ー ・. . .. 29

S ビ ル の 構 造 計 画 ・製 鋼 工 場 転 炉 械 の 設 計 ・仮 説J実 験 ・ー . .  ... 3 0  

大 阪 セ メ ン 卜 if 日11工 場 の 梢 i宜 設 計ー・・・・・ー ー ーーー ーーー ・ーー . . . . . . . . . 31

ポ ー ト ア イ ラ ン ド 船 舶 給 油 地 殻ー・・・・・ 田・・・ ・・… ー.. . ..... •. • .. • . •. 32  

ロ イ ヤ ル ホ ー ル の 光 と 音 の iv'( 山 計iilli .. . .. ーーー ・ ・ ・・・・・ ・・・・・ ・33

伊藤 高 本社ビノレの ｪｦｪ 刷本をｦＧ ｬｾ つ地下工法 ・・・・・ Ｐ ・・・ ー ー ・ ーーー .. ... 34 

垂 直 水 平 分 離 打 設 工 法 に よ る lJ - l . 場打鉄筋コンクリート工 ・j¥の

合 型 化 ・ーー ーーー・・・・・ 0 ・・・ e ・・ ーーー ー ....•. . .......... . .. ・・ ・・・・・・ 35

ｾｬ ー画部門 木 村 輝 久 八 束 村 観 光 開 発 計 画 .. . . . . . . . . . . ー ー・ ーー ・・・ … ・・・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・ ー36

その他吉1¥門 尾竪Hl k三 宵 庁 営 純 技 術 者 と し て の 設 計 企 回 ー ーーー ー... .. • . . . . . .  ... ... 37  

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

構 造 の 頁 5  主住込み杭について / 員 戸 俊 一 ......・ e ・・ ・・ e ・ ・・ ・ ...... . . .. . .. ...・ 48

設 備 の 頁 5  デ ッキプレートに取り付ーけるインサートハンガーおよび吊 1) ボ ル ト の

取り付け方とその問題点/ 千量産典男 ..・ . •. ・・ ・・・・・・・・ ・... ー..49

T C F 工 法 の 開 発 と 実 施 / 金 谷 健 太 郎 ・鎚 勉 ー 0 ・・一. ... 50 

野 田 泰 弘

松 山 新

山 田 耕 治

絵、 忠彦

内 問 直 樹

柿 本 位

藤本住ｾ

A、南義彦

川 111奇一雄

三 浦 康 夫

設 計 部 門

構 造 背11 門

設やm音1¥門

占血コ二者1¥1][1 

施 工 材 料 の 頁 5

日 本 建 築 総 合

試 験 所 だ よ り 27

工 業 化 住 宅 性 能 認 定 に お け る 管 に |則する性能試験について/ 長総英彦 ー 51

「中 国 の 挫 築.'j¥>lu' を11日< J ・ 発 展 す る 寸10/1'" 人 民 共 和 |玉! のオれ、怨築技術者

は何を巧唱えているか/ 瀬戸本淳 ・中 村 哲 上 ・小 山 他 ぷ ・松 軒 吉 松 ・

井本| 径一 ーーー ・・・ー ー ーーーー ー.. . ・e ・ ・ーー ーー ーーー ー ーー・・ー・一 ...... . 53

日本建築協会月 IHJ の動き( 昭和49年 9 月 分 ) ーー ・ー … ・・ーーーー・ ー・・ーー. ... ー... . 55

若 い 会 員 の 集 い

レ ポ ー ト

21 

ピル防 災 に 関 す る 12章

図・館

. 12月号特集干告

・1 月号特集予告

昭和49年度編集委員会 ( 順不同 )

編集委員長 I 片倉 健 雄 ・石 田 繁夫 : 星 忠甫 。北 極 智 造

松村 l藍三 I 浜田 学昭 浅 野 満DJ I 阪 国 憲次 i 小I時 岬

編集委員 浅見 元。西野 孝 j 山 下 博司 j 白 井 周 二

I 右 田 宏 平林 孝 上 ｾ 肇 1'1:谷 健 児

附山 誠 一 I 八木 俊 樹 健 原 明 I 三原 消 敬 附 問 正 夫

海 道 川{言I 生閲 隆 史 : !Oi刻 昌平1) : 久保田進也 高野J 守二日1¥

竹山 川日月 :i士 文 - ' . 絵林 I力，隅 田 正美 谷 口 尚 武

河目 1告E守I 大野 義 回 池田 敏夫 : 渡辺 恵 松村 隆 二

横 川 険- 1車 問 裕 英 鈴 木 基之 山 悶 幸

. 編集E聖事

小 川 克 彦 1i l害 義一 西村 良平 。授辺 忠

山教 敏 雄 . 111本 勝 校原 孝 史 。井 卜 挑 i

イifB 友 美 岡 fA 圭 司 竹 本 丈 太朗 。l i I' ii¥i. 主義

報
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発 行 所 ( 凶 日 本 建 築 協 会

大 阪 市東11北 浜 3 ｾ ＳＷ＠
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娠脅し11車 大阪 39975

印刷 名i 網 野 栄
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売 価 1 部 600阿 送料共

月
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@ 兵庫県商工信用組合小野支庖

兵 庫 県 小 野 市 上 本 町 2 4 0 - 1  

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 中 村 建 設

。放 ｉ 也 ｉ 師 ￆ ［ｾ

怨 築I町村{

延 床T耐: 1' 1

榊 泣 腕m

539. 10m'  

415 . 4 3 m奮

し208 . 44m'

R C 、 3 F  

JgJ 11召利 48年 8 月 ~

ＱＱ 召手口 ＴＹ ｾ 三 Ｔ 11 
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i世J也I.mm

必ＡｾＱＮ侃 ｭ

hlJ..¥ミl伺Ai'i

，hVtJ Z: 脱校

803. 3601'  

389. 70m'  

751.  80 m'  

R C 、 2 F  

工 ) gJ  昭 和 48年 11 月一

昭 和49年 6 月

@ 紀 陽 銀 行 五 条 支 庖

奈 良 県 五 条 市 須 恵 l T 自

主主 計 日 建 設 計 大 阪 本 社

施 工 浅 沼 組

事立 J 也ffut) '1 782. 788  m'  

処築! 日以 480 . 22m'  

延 ｬ ぷ ｦｦｩｪｦｾＱ 947. 69 m'  

ｦｬｙｾ 造成校 R C 、 3 F

こC JgJ  J昭 和48年 4 月 ~

日召手口48年 9 月

。 福 岡 銀 行 奈 良 屋 町 支 庖

徳 岡 市 惇 多 区 奈 良 屋 町 1 番

江幻1・既製 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 大 成 建 設

自主 J 也fliHtl 547 . 6 8 m'  

処 ｾｉ 釘 ｭ 470. 17m'  

ｾｊ 米市 ｩｦｾＱ 1  ， 336 .  281げ -

t昨起d R. 相主 R C 、 B  1 、 2  F  

ヨニ JgJ IIs辛口 48与三5 J- J -

日召平日 49"手3 月

@ 阿 波 銀 行 西 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 本 田 町 1 丁 目

設 計 地 工 竹 中 工 務 I吉

ｾｊｪ ｕ 也ｦＨ ｩｪ ｦｴＱ 891 .  Om'  

処 築I前 倒 466. 5 m'  

延 l未 聞 縦 753 . 5m'  

，fm述Ui l Hiミ R C 、 2 F  

1こ JgJ  I昭 和47年 9 月 ~

日召平1148正手 5 J1

0 0 紀 陽 銀 行 泉 北 支 庖

大 阪 府 高 石 市 綾 園 7 の 4 6  

設 計 日 建設 計 大 阪 本 社

li l1i T 熊 谷 組

活l U也 l(t if 此

住吉I o I(ti fl'1 

主.Uぷ If!i .!J '1

ｾ Ｇｉ ｙ ｪＮ江 ｕｩｬ ｈ え

591 . 8 5 9 m'  

337. 20 m'  

608. 18m'  

S 、 R C 、 2 F  

1二 JgJ IIfl 布14 7A
J" 3  J1 -

U7{ 手1147乏J " 9 F1

回目 叫 口。1.. .. 也



特 集 ・ 第21 回 青 年 技 術 者

設 計 部 門 野 田 泰 弘 設 備 部 門 藤 本 健

11 ヰ公山 新 11 小 南 義 彦

11 山 田 耕 治 施 工 部 門 川 崎 一 雄

11 森 忠 彦

"  
三 浦 康 夫

構 造 部 門 内 田 直 樹 計 画 部 門 木 村 輝 久

11 橋 本 健 そ の 他 部 門 尾 野 雄 三

( 順不同)

青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会 総 評
選 衝 委 員 長 松 村慶 三

21回を迎えた本企画は、今回もまた大へんむつかしい逃衡となった。限られた徒出資料だけで、しか

も作業そのものよりもその作業を通して顕彰するに ふさわしい汗年技術者を選び出すことはまことに

鼠難であり、さらにそれ以上に、幾人かを選からはずすことは、その資料の裂にある、ひとりひとり

の仕事への傾倒lが感じられるだけに心苦しいものであった。かたよることなく、広い枕針から、新時

代の建築界を背負う汀年のi選出に努めたが、結果として下記のとおりとなった 。過去のイメージにと

らわれることなく、新しい個性と信念ある人々を見つけ出してゆくために、 iき衡の万法にも今後一層

の工夫が必要だと恩われるし、応募者としても大いに明快な主張を示していただきたいと思う。現在

の異常情況下に選ばれた皆様万には新しい地盤の自IJ 成のためになお一層の脊励を期待する。

部門別

応 募 者

入選考

設計部門 : 今回もすぐれた入選者が得られた ことは非常によろこばしい。 この音1¥門ではとくに、その

人のおかれている立場や組織の体制lのiieいも考慮に入れて逃衡したいので、適切な資料を提出してほ

しい。小組織からはたとえ小さい仕 Ｇｊｾ であってもそれを通じての追及を、大組織からは自ら手がけた

もの、あるいはチームにおける分犯のなかでの活絡を素直に示すものを求める。官公庁では笑施設計

の委託が多いが、公共雄築では企画が笑現するまでの泌総がill 婆であるからそれへの関与を何らかの

形の資料で提示できないであろうか。 さらに幅広い悩極的な応募を今後も期待している 。

構造部門 ・提出された資料が手線なため、 i選衡に苦しむ結果; になった。次回からの応募者に何らかの

工夫をお願いしたい。 入選された| 人HI 3 氏は、超高層ビルの構造を素直に纏めておられる点に好感が持

てたが、それ以上に、振動問題などの学問的な解明と設計へのフィードパックに1努めておられる姿勢

に敬意を表したい 。稲本氏については、機械装世の収めなどに苦労の多い工場建築の設計に、各純構

造、工芸を巧妙に係り入れながら、似ill に堅実に処理されておられるところをおく評価したい。

設備部門 Ｚ 応、 ｾＺ￟ 作品はいずれも俊予言な業縦であるが、とくに設備技術部門にあっては計画、地工のみ

ならず施工後の ＲＱＱ 転実紛も主要な観点である。そのＺｮ ｾＱ 味て ､ 銭念ながら計画案の応募作品は資料として

は充実していたが断念せざるをえなかった。採用した両君の笑絞はいずれも評価すべき内谷の1225な

プロジェクト であると思う。

施工部門 : 今年度は市街地の解体工事を含んだ地下工法と現場打鉄筋 コンクリート工 'J'; の合理化に つ

いて、大組織のなかの技術課只として活躍しておられる 2 人のff 年が応募された。経歴 ・3監私自i とも立

派なものであるが、例年いわれるように組織のなかでL汗年後術者として何をしたか、そのプロジェク

トのなかで何に打ち込んだかをもっと明確に語りかけてもらいたい。華やかな命題はそれはそれとし

て給総であるが、 -，'f年技術者としてもっと基本的で地ili な若い技術がとりあげられ、それか評価される

ことを強〈望むものである 。

計画部門 ・計画部門でのレベルは、年々向上し、今回も高水準にあるわけだが、木村氏の観光開発J十

函 l立、とくに能禿であ争 。今後こうした環境解析による土地利用方針の上に 立って、いかにして、環

境保全をはかりつつ、具体的開発を進めるかが大きな課題となろう。環境解析に' ; j l n : 機等併用し、村

! 支をあげている努力は立派である 。

その他部門 : ＧＡｾ公庁Ｑｊ￬［行政機捕のなかにあって、良い ｩｬｬ ＰＱｓを実現させるために栄たされる技術者の役

割は、社会の目見民 ｬ こ ＱＧ Ｑ Ｇ っていよいよ復雑多岐にわた り、給見ｾを点二右するほどにｩｔｨＲｬＡとな っている。そ

の意味において、尾野さんはその成来としての作品はもちろんのこと、日常業務全般に対する止l'f i聞の

ために、とくに「設計部門」としてではなく「その他部門」として選ばれたもので、今後各組分針の

俊秀な技術者を刺広〈選び出してゆく先駆となればと願っている 。

建築と社会/ 1974年 11 月号



某合同庁舎計画案( 昭和46年)

倣f血而. f! ! 10，072. 3m'  

往Z豊岡村( 2，281. 0m'  

短床面fl' i 20，000.  Om'  

f.'l i造鋭校 S . R. C ;主 地 下 2 1¥皆 地 上 9 階

広 島 修 道 大 学 キ ャ ン パ ス

所 在 地 広 jゐ'm沼国町大塚

敷地面積 367，200. 5m'  

建築f(jj W 20，047. 2m'  

工 JYI  昭和47年 7 月~昭和49年 12月

建物概要

ill 物 名 延 床 而 積 I，Y/ 造・脱校

I J問 講義宅相ｾ 2，472.5m'  RC +  3  

"  
実 験 室 棟 678.4m'  RC- 1  +  2  

II JUl  "再 J主 主 械 7，930.4m'  RC 'S - I+ 3  

"  
図占館 ，研究室棟 10，226.7m'  RC +  5  

"  
食 立 f車 3，479.2111' RC ・S + 2  

"  
体 'fi 館 7，414 .9111' S RC ，S + 3  

"  
クラブJ 、ウス( 文化) 2，758. 8111' RC +  2  

"  
エネルギーセンター 930.3111' RC +  1  

H  
ミ1 1前 月? 48.8111' RC +  1  

IIl JUl 本 6fi 5，486.8111'  S RC+  5  

"  
クラブJ 、ウス( 体育) 1，725. 9m RC- 1  +  2  

ぷrλE  6"十 43，152.7111' 

広 島 修 道大 学 キ ャ ンパ ス に つ い て

ｊｌｽ［ｾｪ＠ ，Ij の中 ' L、街より北西へ山あいをな って 約 12

kmの と こ ろ に 位inするキャンノ マスの倣J也は、起

伏に 1;1; んだ美しい松林のL i : 陵地で、 pq周、 '1"問

山 JVi(の 山 々が美しく眺められる。

このキ セン川スのえJta- Iにあた って 故初にイメ ー

ジしたものは、この大 ｩＧｬ ｲＮｾを行 ｬ うことなく、 開

放的な変化に i); ん だ 楽 し い キ ャ ン パ ス を 作 る こ

と で あ っ た 。 キ ャ ン パ ス を m成 す る 主 裂 な 機能

は 〔研 究 ・教育ゾーン〕 ・〔生活ゾーン〕 ー〔体育

ゾ ー ン 〕 の 三 つ の ゾ ー ン に 区 分 さ れ た 。 ま た れ

他物はイf 機 (1ななつながりをもち、刊さ ボ リ ュ

ー ム は で き る だ け お さ え 、 倣 J也の 起 {} ; : なども た

くみに 平IJ 川 し て い る 。 ま た そ れ ぞ れ の ゾ ー ン の

かかわりイ干し、ゃ. i ] ; 物どうしで fill られた検あきの

空 間仰 が .[t当15な テ ー ? で あ っ た 。 そ こ は 大 空 の

下 で 人 H- IJ と r'I然 人と人の出合いの場であり、

午生と教戦! - ! が白山に忠巧ーをめぐらし、楽しい

学[ 羽生前をよ量れるような乍 II¥J を設定した。そこ

は キ ャ ン ハ ス で の ド ラ ? の 1] ，心 であ り、 生 前 の

主要な T! r. f i となるであろう。
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里子田泰弘

生年月日 昭和19年 5 月29 日

Jt，t終学u. 昭和43年東京芸術大学

主.Il築科卒業

!.Ii; !ffi 昭和43年株式会社日建設計

入社、現在に至る.

作品胸骨際 昭和46年某合同庁舎計画案

昭和47年 I! J 訓告めた学 1W江! I >

昭和48年 "  ｉｉ ｊ Ａｬｊ ｉＴｾ＠

昭和49年 "  IIl JUt工事

すいせんのニと( ; 1 : J;i袋公明

忠与 の柔らかさと 、もの をtill るこ

とへのひたむきな、、こころ H をも

って{ 上手にたちむかう 1庇に JUH寺は

大きい。複雑多元化する建築計画

の渦のなか で、自 らを見失うこと

のない態度は、単に組織の nifi な

カであるばかりでな く社会にとっ

ても価 ｦ 也ある ｉｾｨ きをするにちがい

ない。

青 年 建 築 家 の ニ と ぱ : i I ! ; 築はそれ1 ' 1 体クライアントの所有

物 で あ って も、機能的には、 それ を似 J+lす る すべ て の 人々

のためのものであり、また、1 T i 111 f l との以境や悦1't Ｈｉｾ＠ J  Ｚ［ｴｾＮ ，中力

等がある以上 、 社会的 に も大きな発 ｾ￬ ［ｊＩのあるものだ 。

ク ラ イ ア ン ト か ら 発 注 さ れ た 建 築 を た だ 技 術 的 に ま と め て

ゆ く だ け で は 社 会 に 対 し て も縫築家としての役押l を* たし

ているとは思われなし、 。 し か し 、 建 築 家 に デ ザ イ ン の 権 利

が 無 制 限 に あ る の で は な く 、 も ち ろ ん そ れ に は 、 作 観 的 評

価 がなければならなし、 。無窓滅的に自IJ られる俗必な主ll Wi デ

ザインによる現段の破峻がはなはだしい今 ｈ 、心Ａｾ誕の設計

は、人] i ¥Jのた め の 、、住築とは 何 か" という こ とはもちろん

のことＮ社会Ｎｦ ｾｬｬ 党の ｬ￭Ｇ ｊ 1二のため、正しい{ 削i在主lI. の上て引転1)長

に 巧 え る 態 度 が 必 袋fごと思う。



福岡県勤労青少年センター

所 街 地 払¥1尚，I i 西区訂 i直2 丁目 3 番 15
J

1-

施 工 ｩｬｬｾ Ｍ 大林組

( 本館、大ホール、そ の他 )

高木工務前( 体育館)

衛 生 上 田 商 会

2Ez刻 ・三 機工業

1μi  九州ｾｇＺ ｾｴ 工仏 ｦｈｃ ， ι 気工・ ｊ Ｍ［

'J}j (j也曲[j .h'l 10，660 .37m'  

主主築面 ｨｾ 6，781. 54m'  

延 床 面 総 13，819.63m'  

構 造 脱 政 R Ci 1! 、本 館 地 上 4 F  

大 ホ ー ル 地 L 3 F

体 育 館 地 上 2 F  

工 事Jt/IIUI 1972年 3 月- 1973年 7 rJ

住宅地のなかの狭い敷地に、大ホール、体育館、

各純集会室、研修室を含む多人数をJ l . ! める地設

を計 ｾｬｩｩ するにあたって、駐 Ｑ ＱＱ 場を俗保するため

の 2 階レベ j レのペテ・ス トリアンデ ッキと出品 ilf を

周聞に出さないための閉まれた広場をその基本

方針とした。大ホーノレは 800人収容とし、 k見悦

的に機能的に f> E いやすきを第一義として，il ・阿し、

ほぽ目的を* たしたと思 っている。: i f . r理的には

周囲へのＩｪｽ ｊ 特と巧えて、ひかえた色と ｉｦｾ を係用

した 。

県 ， ｾ ｊ ｾｾ 駐の ＮｦｬＡ｛ 防 ｊ が進め ｬ 工、県民にと って、 地成 ＱＴＧＮ

民にと って 、よりｩｉ ｾＱ いのある地設として成長す

ることがj切f寺さI ' l る。

西 宮 ス ポ ー ツ 会 館

所 在 地 阿1江市河原町 1 丁目 3 番 2 4J

施 工 ill 築 ・熊 谷 組

ｬｾｩ 生 Ｎ i t m工 業

氾ｾ｜ .  ｩｾｲｴｬ ｩ］ｾｬｌｾ Ｍ ｾ＠

!倣I也rliiHl 2，357.  185m'  

建 築 l耐1' 1 1，353. 16m'  

延床而f l ' t 3，102. 59m'  

桃造線悦 R  Ci 主 3  / B  1  

工事期 I::J 1971年 9 月ー 1972年 5 月

関西におけるスポーツクラブのはしりであるこ

の施設は、 25mの温水プールを小心にトレーニ

ングルーム、ボウリング練' ，l ! I i晶、ラウンジ、サ

ウナ、喫ぷ室を含み、西宮市民主s動場の一角に

ある 。 ｼ刻自 ￭￯ 以米 Ｓ 年間 ｩ を経て、会以の ｾｉ 附寺ち

があ _i_ j L るほどになってしまった 。 とくに耐水

プールについてはその機能、五li 営 }j 法について、

さまざまな議';1歯を似み重さねた結果である 。l掛

fiii 当時、内治体施設として、その向料金、デラ

' /7 スきが批判lのやり玉に新I!fl でとり上げられ

たが、 3 .if. IHI の社会状勢の変化のなかに批判lは

段もれてしまった。限られた子 il のなかでの設

計者の千奇心がデラ '/ 7 ス( ぜいたくさ) と初給

する 7抗議とのずれを巧ーえてみたかったのだが。

/  

環:_XfJ
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松 山 新

生年月日 昭和 16年 2 H I6 日

昭和41年神戸大学工学部建築学科卒業

安 )1・ill 築設計事務所入社

昭和43年 大阪国際空港ターミナ J レビル

設: 1-1に参)JII

昭和45年 熊本空港ターミナ J レヒソレ

昭和46年刊日スポーツ会館

昭和47年 九i岡県立勤労山少年文化センタ一

日目相48年 ダイエ一千主主 Y ヨツパーズ

プラザ

長崎市民病院

すいせんのことぱ 佐 野 正一

設計にはロマンが必袋だと広は思

う。 しかし尖務て' は技術I とィ・ il: の

板ばさみでとかく委総しがちにな

る. それを来リ越えるにはすぐれ

た11叶ドl' と決断がj此終的にものをい

うようだ。松 山れ の1' 1寸持にはそう

した資1'I がある 日常は Ｔ ょ ， Ｎｾｩ 令， Ｇｉ ｪＧｴ

たが柔軟なJ i u と内に絡めた熱 っぽ

し、行! fi)J 1J がある 。 {!t がたし、材だ。

青 年 技 術 者 の こ と ば 建築と日会の|刻係は、その社会のも って

いる駄も j凶作的な仕組みと社会を自[1 る1附人の妥協によ って成リ

立っている 。

私はＭＱＧＱＮの ｦｪ ，む社会の肢も Ｎ ｾニ ｪｬｬｩ の現象と成リ立ちを深ＰＧ Ｑ｜併し過

ぎて、今の社会から逃げ出したい主どと忠わないようにしよう

と思 っている 。 そして、いつも私がほんとうに優れた ill 築を fill

れないのは、この社会のせいにしようと思っている 。

かくして以という例人とこのむ会は、安易な共存関係に人り安

定した利Ｇ， Ｑ ［Ｚ 関係を似つのである 。 多くの場合、冷 ， ｲｾ な第 三 者の

批判lの外にある私の建築はこのようにして成立する 。

「技術家一位築家ーと社会の関係は 、ファシストと政治の l日l係

と同じであるりと、ヒューマニストが皮肉るように、日Ｇ［［ｾＧの行動

の 立義を j瓦'(i するなら、私は l似wして動けなくなるであ ろう。

今、私はその琳時を解< I児文を存え ている。



原 子 力 発 電 訓 練 セ ン タ ー
この原子力ｾＧ， ｉｕｊｉ 協 ｬｴ センターは、救 ｴＧｩ IHf ヰ} 止の n然環境に，l J ! : まれた所に{ 立山しているが、 Jt . j 辺には、

日本版( ， Ｉｊ 発日正 ｊｾ 斤と ｩ 期氾美浜発泡所があり、さ ｴ つに現イ ＱＺ 、大飯でもひきつづいて往設されており、 ｉ 剥

凶の局( r- j J 発 泡 の メ ッ カ と し て 発 展 し て き た 。

住 築 地 悩 井 県 敦 賀 市 {l} j t!. 

円di 丘5十umは 、 南 北 100 ｭ 、ｊｴｾ rJ!i 200mの 点 阿 に 長 い 敷 地 に 、 シ ミュレ ターを' i .' 心とした研修練ブロ y

クと、訓練生の長期日| 凶fの た め の 街 i(1械 プ ロ ン ク を ir主リ 1! I! l F で 有 機 的 に 結 び つ け た 形 て';lfirrij した 。 計

画上とくに官VXJ:、した点は、 ill 物と自然環境の，Ut.J fll および，1 / 1仰lt 生の長期訓練に; t .j 処 す る た め の 変 化 あ る
'J}J tj 也前ij ，fJ'( 23 ，233m'  

姐HAI 自i，h'l 2，960m'  空間総成である。

延 l米両手tl 3，81601'  

構 造 池 上 1 階一昔1131務

研修練は ｡ｾＱ 術 ｉ 己主 コ ン ヒ ュ ー タ 一 家 ー教 示 と で 構 成 さ れ る L 引 の 訓 練 ブ ロ y ク と 、 事 務 宅 ・数 行 事 務

室等の' I T l ! t l ブロ y ク と を ホ ー ル お よ び 中 庭 で ジ ョ イ ン ト し た 形 と な っ て い る 。このジョイント郎分に教

官と. l I 111司i生めコミニケーションの場としてI ; i I I ， ｉｾ おおよび会議宅を配置空し、使協な訓練から解政された訓

練生のだ. t ¥. . 、の場として計 IJhI した 。

RCi l i 一 日1¥5 R  C 造

J )  j¥}l 昭 和48年 4 月- 49年 5 Y1

光 明 池 J 、ウジングプロジェクト競技 A ・タウンハウス 競 技 B ・幼稚園
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山田耕治

生年月日 昭和22年 8 月14 日

最終学歴 大阪市立都品工業高等学校生I t

築科卒業( 昭和41年 3 月)

業 務 l民! 昭和41年 4 月 側大林組入社

設計部勤務、現必に毛る

作品略歴

大阪ソーダ一、岡山化成水品工場プロジ

ェクト計画、束中国信用ビ J レ、

倉敷ノートルダム消心中高校計画、

原予力発電訓練センタ

光明池ハウジングプロジェクト鋭技 B 幼

稚 園 佳 作 策 、

光明地ハウジ ングプロジェクト競技 A ?

ウンハウス 入賞※

〈 液 スタァ ＷＭ Ｑ＼として， ｩ ＡＭｬｩ自に書 ｦｾｩＩ

すいせんの二と t! 窪田 祐 青 年 技 術 者 の こ と ば 今 日 ほ ど 物 質 万 能 で 入 院.¥J 不 作が IUI ば

与えられたテー? に対して、常に れ て い る 時 代 は な い 。 ま た 今 日 ほ ど 往 築 設 計 の あ り } i に つ

柔軟な計耐性とすばやい決断力を いて附i わ れ て い る H寺代はないだろう 。

もった人である 。 アプローチから

ディテールにいたるまで決してお 牛 は 砂 を 11mり土を 11: 1: り 訂 を は ね と ば し

ろそかにせず、常に地味な努力を や っ ぱ り 牛 は の ろ の ろ と 歩 く

重ねている人て・あ り ，'i' 年技術者 牛は; t t ぺ' ことはしない

として大きな期待をもっている 。 牛は力一( ; 1. " い I也liIJ を頼って行く

自 分 を 載 せ て い る n完全の力をj ，} じさ って行〈

ひ と 足 、 ひ と 足 牛 は 自 分 のmを味わって行く I171付!t: ).;;W午J よリ

私 の 好 き な 詩 の - tiii であるが、いつの也ーにもほのぼのと 11是か

み の あ る 空 間l て市町成された建築を自lJ j 1 t していきたいものだ。



門 真 プ ラ ザ

( 門 真 市 新 橋 町 住 宅 地 区 改 良 事 業 )

ｉｾ 斤イ ｉ j也 門 J'.t: r! i 新 trf! l聞l433 i1't j 也 ( 京阪が[1"1 J '.t:JIJ{ Ii'! )  

事 業 主 体 P' I 4'{ rli 

共同事業主 九 紅 株 式 会 社

コンサルタント 株 式 会 社 竹 '1' 工 務 l占

i設計 ・脇 工 株 式 会 社 竹 中 工f/jJ<li

工 事 底 辺 財 団 法 人 大 阪 府 池 設 広 忠 協 会

株 式 会 社 鈴 木 設Wi 研 究 所

工 期J I昭和46年 12J] - II{Hn48年 5 FJ

リｪ ｾ j 也 1Mfl' 1  9. 652. 35111'  

ill ｾ＠ 1M fl' 1  6，276. 59111'  

抵 ほ 1Mflt 41. 660 . 70阿

佐 ペ い 咋¥ 65. 0%  

ＧｩＧｾ＠ u1 ，t¥ 431. 6%  

情 i立 階 数 S R  Ci 立、 B 1 、12 F 、 P 2 F

( 4  F 以上[ 主℃鉄十i 、フレキャスト

コンクリート泣 )

設 計 要 旨

i l i : 年、都市化のi庄はおそろしい勢いでひろがり、こ

こ1"1兵市もその( 911に ら れ ず 、 河 内 illtHに象徴された

l日間都市が一挙に人 r114 )j の 1!/.i' lor.J irl i として発肢を

i韮げた 。 そ の 結 果 、 公 共 施 設の1守備が11 ' わないまま、

l l H' t な木造住宅が無秋， f: に処ち AEんた 。 このスフロ

ー ル 化 し た 市 街I也を税制ii す べ < ，呼開発計耐がなされ、

新 し い 住 み よ い iJi が誕' セした 。

この J十回は激地中央にコミ ュ ニ テ ィ の 場 と し て の 広

場、 ンョ y ピングモール、島i トー庭園を配し、それぞ

ｩｌを Ｘ や ｅ にあまる山木 ｭ と ＲＲ や ｒ にわたる ｦｊ ｫ 本 ｾｉ｛ によ

って ｦｩ ｬＨＮｬＦし、 ｩＧｦ，ｾ 刊 ーの ｲ ＺＧＺ ｪ 本 ｭ と Ｇￄｾ 紘性の ｬｊｫ 木知が山

手の変化を楽しませてくれるように配置されている 。

この モ ー l レ内の小川 のせせらさ' を感じさせる iliULや

噴水は、 ｬ 付近 の ＨＭｈｾ たちの ｊａ しい遊び坊となってい

る。 また、この微には大きな給気I昔があるが、とも

す れ ば 絞i主なものとなリがちなので、千仰のシンポ

抽ｾ［ＮＱ ｾ : 付 11. n事

んとしてのハトを形どリ 、 楽 し い 色 を 治 It てモール

内にユーモラスな楽しさをそえるよう岡山台、した。以

上峰怯lへ の| 滑段やブリ ッジが恥に kへJ : がる t: け の

むのや波るだけのものであればそれは退 liI !i;g; と彼労感

のみが伐る。それをやわらげるために ｉｃｊＧｦ ｾ ｬ ［ｲ ｩ 段や ジ

ヲサrク の ブ リッジ 、ほ っそ リとした僑t i T . ｬＢｉ Ｏ｜Ｇ ＱＡ ＡＨＨｉｾＱ＠

等によって' 半間にアクティブな変化を与えた

， Ｚ Ｇｾｉｦｬ 音 ＱＱ には住械を配但し、正月層集合 Ｑ じによリ ｴｫＺ 迎な

肘 ft Yl : と令改[ ドJ な 'I'. Ii号の場 と し て の 広 場 ( 3. 4階 ) を

つくった 。 この) ; ! . 1-.広 場 に は で き る か ぎ り 樹 木 を 取

り入ｩｌ、川住者のだＡいの場を作リ、前ｾｩｉ￬からの物￬Ｂ ｲ ・

や 訴 し 戸 を l吸収し、 u とふれ合うi I 郎、のある '1=.i iiJ.l

岐 を つ く リ 出 し た 。 ま た 、 色 彩 に お い て も 形 態 に お

いても、[ 1 ) ] る く楽しいtffi 奴なものにしたいと終飴一

目して設計し、その目的はほぼ* たせたものと思っ

ている 。
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Q  

森 忠 彦

生年 IJ 日 昭 和14年 12月4 日

h土終 学 歴 昭 和37年 早稲日! 大'γill 築学

科卒業

業 歴 昭 和37年 株 式 会 十|竹中工務

I占入社設a十古前叫4、JJUI :Iこf る。

主な J設計業務経l丘

三 JI 物産ピル、イトウピ ル、伊藤忠ピ ル、

治定大阪支E号、ジャパンエースゴルフクラ

ブハウス、神戸 Y M C A ，I吋氏 プラザ{ 門

J'.t:rli 祈橋町住宅地区改良 '1>業) 、

大阪日克明 fiii 病院 (1二1>'ド)

すいせんのこと ば 花 房 文一 郎

， ｩｬｬｾ ができあカ、るまてにはいろい

ろの附; 月があリ、札 J-. ていかにす

ばらしいフランを wリ上げてもそ

れが実視する1 : ( [ には r ｉＱ ｪ ，て ｾ ｉ ［ なる

もの」となることが多い 良い訂

Illtj を紋後ま で l'l くためには、建築

主や ｮ 打ＧｩＧＺ￯ｩＧ近隣 の，［ｾ件、 ｩｾ ，ｾし合い

等、 1M例 で あ って むこれらをーっ

す つ 解 決 し て い か な け れ ば な ら な

い。 この 7 ロジェタトは、とくに

そうした問題ヵ、多くあ ったカヘ彼

はそ iL らを十iじL よく .ist1!J: し、当ト初n  

のJ計hl向l同tij泊凶 1リ) ')λ巨1，i J . 現凡させたこと! はま

てある

青 年 建 築 家の こ と ば ! I ま ぐ る し く 修 リ ゆ く 現 代 社 会 に あ

って 、社会情勢はもとよリのこと ｩｬｬｾ 在界の Ｚｾ ｉ Ｎｩ 紋な変化を思

うとき 、そこには何か) ，f ; i . しさを! 必ずることカずあ り ま す そ

れは Ａｩｬｬｾ 告というものが人 ｕ ｲｊ の ＧＱ ］ 前とその 開境をかもしだす

Ｇｬ ｾ ｈ｜ ｊ であるという本質的かかわリを忘れ 、 ややもすれば技

術 的 、 料 術 的 、 物 的 宅 !日! と し て の み 巧 え ら れ て い る こ と が

あ ま り に も 多いように込い、ます 往き高官/ : I Jの 本 1'(1;): 人 1I 刊の

心と ｦ Ｎ�Ｚの ｉ 山 ｪｬｦｴｩ に ［ｪｦｾ 科しうるむのでなけｩｌばならないのです

，f ; L ，は. i 1 L むべきぷ米に対し人と人との触れ介いから II_U発 す る

より 11か な 1的 足 感 と よ リ 大 き な 可 能 f ' 1: を .. Ａｩｬｬｾ 告 の リアライ

ズH という J.JI.尖 1 ￎ Ｇ ｊｾ をｪｊＮＡｬして Ｇ ｩｩｾＧ には ぐくんでゆきたいと ａＡＮ ｉＮ

っ て い ま す 。



S ビ ル の 構 造 計 画

S ピJ レ は 、 そ の 池 上 部 分 がX 方 向25. 6m、 Y 方

向 28. 1 m の ほ ぼ 正 方 形 の プ ラ ン を も っ 地 上21階

( 高 き75. 3m) 、 地 下 2 階 の 高 層 事 務 所 建 築 で あ

る。

3 階以上の純鉄骨造部分は、 2. 5 mの荊nかい柱割l

と、階高 3. 5mの グ リ ソ ド に よ る 外 周ラ- > ' ン

と 、 中 央 コ ア 部 分 に 配 置 さ れ た 8 本 の 柱 材 を も

っ ラ ー メ ン 架 梢 に よ り 繕 成 さ れ て い る 。 外 周 ラ

ー メ ン は チ ュ ー プ 構 造 と し て 一 体 に 働 か せ て 、

主 た る 耐 震 ・ 耐 風 架 構 と し 、 中 央の 8 本 の 柱 材

からなるコアラーメンは、ほぽ水平力から解放さ

れ た 鉛 直 荷 量 を 支 持 す る 架 榔 と し て 3十爾した。

上 部 構 造 を 支 持 す る 1，21; 皆部分は外周ラーメン

直 下 の ア ー チ 状 の 耐 震 壁 と 中央 コ ア 部 分 の 耐 震

壁 と か ら 成 っ て い る が 、 と く に 前 者 は 鉄 骨 の み

で 十 分 耐 力 を 負 担 で き る 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造 と し 、 長 期 鉛 直 荷 重 に 対 し で も 、 短 期 水 平 荷

重 に 対 し て も 十 分 な 剛 性 を も た せ て 地 下 階 の 耐

震 壁 へ 速 統 さ せ 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の ベ タ 基

礎 に よ り 堅 固 な 砂 礁 層 に 支 持 さ せ た 。

製 鋼 工 場 転 炉 棟 の 設 計 ・

振 動 実 験

い わ ゆ る 超 高 層 事 務 所 建 築 は 、 動 的 解 析 に よ り

設 計 さ れ 、 振 動 実 験 等 に よ る 建 家 の 動 的 資 料 も

着 々 と 蓄 積 さ れ つ つ あ る 。 一 方 、 工 場 建 築 ー と

く に 製 鋼 工 場 転 炉棟 ー に お い て は い わ ゆ る 超 高

層 に 属 す る も の が 従 来 か ら 数 多 く み ら れ る が 、

そ の ほ と ん ど が 在 来 の 震 度 法 に よ り 設 計 さ れ て

いて、動的設計に関する 研 究もあまりみられなし、。

住 友 金 属 鹿 島 製 鉄 所 第 1 製 鋼 工 場 の 精 進 設 計 を

担 当 し た 機 会 に 、 振 動 実 験 を 実 施 し た。

実験結果は、主主家の特性を考慮、して、イ井列質点

系モデノレによる理論解析結果と比較し、この穫

の 構 造 物 も 立 体 と し て 把 え た 動 的 な 検 討 に よ り 、

一 層 健 全 な 桃 造 設 計 が 望 ま れ る こ と を 示 し た 。

r  A  ｾ盟鋼工場 ・ 転炉 ｴ 東 町仮倒 ｊ 笑験 ｊＨ 建築学会 ｉｾｉ 東支部 ＴＶ 年 Ｉ

rB製鋼工場 転炉織の振動実験J( 建築学会大会 48年)
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内田直樹

生年月日 昭和15年11月4 日

最終学歴 昭和41年東京大学大学院修

士課程修了

業 歴 昭 和41年株式会社日建設計

作 品 慶

入社、大阪本社精造部所属

(s召和 46年 7 月~昭和48年

12月サンワ東京ピル原理室

在籍)

大阪商工会議所、山形殖産相互銀行、

神戸商工貿易センター ( S + 27) 、神戸

市東部市場等設計チームに参加。日本

板ガラス千諜工場、川崎製鉄水品製鉄

所第 3 焼結工場、住友金属鹿島製鉄所

製鋼工場、冷延工場等の構造設計. サ

ンワ東京ピノレ ( S + 25) 設計監理チー

ムで精造監理担当 . S ピル ( S + 21 )  

締造設計担当

すいせんのことば 川村政美

動的設計、塑性殺討を駆使する最

近の大きな建物の締造設計は 一人

のカではなくグループで設計を行

い、あらゆる面で級新の研究と経

験を利用しまとめあぱる 。 内田君

はこんなグループのリーダーとし

てオ能を発梅できる椛造設計者で

ある。

青 年 技 術 者 の こ と ば : 近年、建築椛造の各専門分野におけ

る 学 問 ・ 研 究 の 著 し い 進 歩 は Z佳しも認めるところです。ま

た 、 コ ン ピ ュ ー タ ー の 普 及 と そ れ に 伴 う 種 々 の 計 算 手 法 的

開発も、確実にね遠の ｅ 宣言十作業の Ｑｾ 重な手段となりつつあ

ります。

私達はこれらのj ! ! Lwな研究成采を吸収し総合する能力と、

誤 り な い 手 段 を 設 計 に 適 用 す る た め の 判 断 力 と を 養 い な が

ら、将来の 精 進 設 計 ・計 画 の 道 を 私 達 自 身 で 切 り l羽いてゆ

か な け れ ば な ら な い と 思 い ま す 。 私 は い わ ゆ る 組 織 の 力 に

よ る 設 計 築 固 め な か で 梢 造E宣言十を担当していますが、組織

の 力 を其 に 発 揮 す る た め に は 、 各 セ ク シ ョ ン の 自 主 性 と 厳

しいレベノレアップがまず要求されることを念頭において努

力をしたいと思います。



し午叫凶

コンベア一歩廊 c;:;c::;:_ピ込

d Zヨ ; 環 野 長 室 鎗 ィ 日F- 5Y74主 主 : トレル

図 1 全体配置図

原料粉末室

直 .JI <'，I'/I

一

ω

門
駅

75M R  C 煙 突

。ロロ

D

-
凶

作

図 5

図 3

内径 5，500

ブレンテ・ィングタンク図 4

大 阪 セ メ ン ト 高 知 工 場 の

構造設計

概 要 と 計 画 要 旨 本 工 場 は 、 全 長 約 650Mに お よ ぶ

セ メ ン ト 製 造- J l プラントで、 建 家 8 線 、 鉄 浴 6 基、

タ ン ク 群 6 基および、 機 械 基 礎 よりなっている 。

建 築 群 は 獅造 種別 においても、 R C 造、 S 造、 S R

C 造 と あ り 、 ま た ，fs ; 層なも向からi ¥' l i l晋な ものまで

多種にわ た っ て い る . 工 作 物 、 機 械 基 礎 は 、 大 規 絞

なも の か ら 小 規 模 な も の ま で 穣 々 あ り ま た 敷 地 が

山 地に あ り 全 長 が 長 い こ と も あ っ て 、 地 盤 条 件 む 修

維 になっている .

設 計 計 画 に 当 た っ て は 、 こ れ ら ー 速 の 機 械 的 に 宥 機

的 に関 連 しあっているも町を、建築鮮として: : 1 IHUさ

せ 、 か っ そ の 機能 を 最 大 限 に 発 探 で き る よ う に ま と

めてし、〈努力をしたつもりである. このように種々

の 構 築 物 を ま と め 、 完 成 さ せ る た め に は 、 当 初 か ら

発往者との打ち合わせ、 一般計画、実縞設計、工法、

現 場 業 務 等 の た て よ こ の 綿管なる iili 燐 体 制 が 必 裂 で

ある 。

このような 観 点 か ら 本 工 事 に 必 い て は 、 設 計 技 術 上

の 而 か ら 、 以 下 に 示 す よ う な 前 回 、 工 法 を 線 用 し そ

の安全性と経済性を健保した。

キ ル ン 基 礎 図 2 に 示 す 通 り 、 延 長 約 1 1 0 Mの 巨 大

な 荷 重 を 支 え る た め に 設 計 上 、 下 記 の 事 項 に 力 点 を

置 い て 設 計 を 行 った.

鉛直荷量に対して ・ 支持力的概 ｾＧｏ 不同沈下町防止

水 平 荷 量 に 対 し て : ス ラ ス ト 荷 重 お よ び 以l変応力に

よ る 反 力 を 安 全 に 地 盤 へ 伝 達 さ

せ る た め の 水 平 剛 性 の 維 保

: キルン何回転に{ 半う仮動防止の

た 的 、 基 礎 重 量 お よ び 水 平 剛 性

的 確 保

上記 の目 Ｈ ｉｾ を達成 させるためには、 傾斜地盤上にあ

るNo. . 2 的 基 礎 に お い て 問 題 が生じた. そこて' 傾 斜

地 盤 に 充 分 岐 入 れ を し 、 鉛 直 荷mを支え 、かつ水‘ F

R甲l性 の あ る 杭I也業が必裂となリ、 O WS -S OL E T A N-

C H E工 法 に よ る WA L L- F OUNDA T I ONの掠用とな

っ た 。 こ の 結* は 初 期 の 条 件 を 充 分 に 満 足 し 、 安 全

性 円 高 い 基 礎 を 精 築 できた。

プ レ ン デ ィ ン グ タ ン ク 従 来 は 鏑 製 でi設計する場令

が多かったが、今回は内容物の偏荷J fi による問題や、

屋 棟 内 上 に 鉄 踏 を 来 せ る 等 の条件により R C 泣 とな

った. このタンクは気宮' 性を婆求されているので 、

大 き な 内 圧 と 地l広応力によるひびl l / IIれが生じないこ

と が 絶 対 条 件 で あ っ た . こ の 場 合 も 一 応 S V E T HO工

法 を 考 え て み た が 、 タ ン ? 4 基 が 近 接 し て い る こ と

や、同筒内に床や/ 111仕 切 壁 が あ る た め 、 こ の 工 法 は

取 り 止 め と な っ た 。 し た が っ て 銅 製 型 枠 に よる普通

工 法 と な っ た が 、 コ ン ク リ ー ト 的 打 継 聞 や 、 品 質 管

理には充分の注: l J : を払い初期 的目的を達成すること

カeで? きた.

原料粉末室 図 3 に 示 す 通 り 、 機 械 設 備 の 関 係 で 階

高 が 高 〈 、 ス パ ン も 大 き く 、 ま た 荷mt 大 き 〈 、 か

っ振動を伴うため、 S R C造 で 設 計 を 行 っ た . こ の た

め 長 期 荷mに対して b 、 床 厚 や 梁 の 剛 性 に 充 分 留 意

し、かつ水平 滑 ｬ ｦＱに対 しても面， ｴ ｴｊｾｾを釣リ合いよ く

配 置 し た. そ の車古来は機械的要求を充分 満 足 し 、 比

較 的 経 済 的 に 設 計 を 行 い得た。

7 5 M R C煙 突 図 5 に 示 す 通 り 、 直 径 の 変 化 は 、 上

部 は ほ ぼ 垂 直 で 約 1/ 65の勾自己であり、下部は約 1/ 13

5 と し た . す な わ ち 、 地 震 時 の 応 力 が 大 き く 、 か つ

煙 道i持l 口部廻り の 応 力 集 中 の 起 こ る 部 分 で は 断 而 を

大 き 〈 し て い る . と く に 関 口 宮I1廻 り の 補 強 は 、 従 米

の ラ ー メ ン 型 的 形 式 を や め 、 円 筒 内 向 肉 l写を部分的

に 大 き く し 、 応 力 的 流 れ を 単 純 化 す る こ と を ね ら っ

た。 S V E THO工 法 で は 、 型 枠 内 上 鼻 、 水 平 移 動 が 述

続 的 に 、 ま た 機 械 的 に 行 えるのでこの工法を保用し、

設計の目的が達成できた。

地震時的応力解析は基i . ¥' l 法による i.1lJ .主法と、; ! Lfl: に

よ る 応 答 解 析 を 行 い 、 そ 円 安 全 性 を 舵 ia. した。

動 荷 量 に 対 し て
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青 年 技 術 者 の こ と ば 枇 近 では 社 会 環 境 の 変 化 や 技 術 の 進

歩 に よ リ 、 建 築 の 規 段 、 l村 答 と も に 変 化 し て き て い る よ う

に，tl わ れ る 。す な わ ち 、 ビ J レ 建 築 、 工 場 建 築 、 工 作 物 、 機

械法際立ど令般にわたり、 ｾＧＺｪｊ 百化、巨大化、プレフアプ化、

公 苔 II}j Ｑ Ｑ ニの々慮、立地の複 ｩｩｬ ， Ｇｾ ｉ Ｚ 匂ーが 問題 となっている。こ

こで、 椛 iiE校制;i 1"i と し て 、 当 ff l I の村iJ 立l前 ば か り に 捉 わ れ る

ことなく、このような問題に ｼ見 ｬ Ｚｩｩｬｩ する他 ｻｾｉｓ 門、他職純 と述

併 、 協 力 し て い く こ と が 望 ま れ る 。

そ の た め に は 、 い ろ い ろ 主 協 I，;J 作 業 の 経 験 を 般 み 屯 ね 、 い

つ も 大 き な 悦 野 で 主 主 築 と い う も の を 眺 め る こ と の で き る 柿

j立 技f桁 ぷ と し て l或 反 し て し 、 く よ う に 努 力 す る つ も り で あ る 。

すいせんのこと( ; 1 . ' 尾 路 義 一

入 社 以 米 10年 余 、 工 場 建 築 か ら 超

高 層 建 築 ま で 幅 広 い 設 計 活 動 を 行

い 、 充 分 主 経 験 を .h'i んでいる 。 h'!i

泣設: l l に対する態度" b .. Ａｴ［ｾＮ にそのヰ［

伐 を 見 極 め 締l百i に わ た る ま で た

な 深 い 洞 察 を 行 っ て き た。 今後と

も経験を fl '(み 111ね、技術を! 科き、

ま た 人 格 形 成 に も 努 力 し 、 こ れ か

ら の 時 代 の 技 術 お と し て 成 長 す る

ことを j切f寺する 。

健

Bll 初 14年 5 月25日

昭和38年 3 月大阪市立大学

工学部建築学科卒業

廃 昭 和38年 4 月l附大林組入社、

本Jilf 建築本部設計部勤務

作 品 歴

神戸製鋼所瀧浜工場、住友金属焼結工

場、ポ 1) プラ日上工場、大洋ボウル、

大阪大林ぜん、 F イハツ京抑工場、川

m明石技研; ! L f l : ピル、京都フ 7 トクピ

ル、ユニチヵ宇治独身 f ; 号、ユニチカ 宇

治フィルム工場

そ の 他 芦 屋 浜 口 層 住 宅 プ ロ ジ ェ 7

トチーム参加l

日

歴

本

月

学

:

年

終

橋

生

一紋

Ji  



ポ ー ト ア イ ラ ン ド 船 舶 給

油 施 設

ポートアイランドは、神戸市 il l

'

の総而fl 'l 436万m' の

埋立地で、浴湾施設をはじめ流通センタ ・情報セン

タ 事務所等が，l ! - i面されている。本船舶申告 11M施設は、

外周部のパースに停泊するコンテナ船 ライナ紛の

停泊 ｬ 辱 ｉｾｪ の短絡および従来のパージ船給油による海

水汚染防止を目的として計画されたもので、海上の

ドルフィンに繋留されたタンカよりローデイングア

ームにより、タンクに受け入れた A. C 1 I 1 油をポン

プにより各パースに設けられた出荷口まで圧送する

ものである。

設備内容

A  lIi ilh 用

長け入れ設備 ローディングアーム 12B手動式 X 1 恭

受 け 入 れ [.1 1500K  t  / h  

配管加熱方式

受け入れ配管からのタンク群

C  ill. Ilh m 

16B遠隔自動式 X 2 基

500K t  / h  

蒸気加熱方式

i貯 泊 設 備i タ ン ク ナックルフラット型5000K t  X  2基 ナ 'I ? }レフラ γ ト型36. 000K t  X  3 基

タンク加熱方式 蒸 気1m熱方式

t_U 荷 設 備 Lf1有f ポンプ 片 l吸込渦巻型 間 l吸込渦巻型

200K t  IhX 90mX 95KWX 2 基 1000K t  Ih  X  100mX  480KW X  3法

H_¥桁主配管

配管加熱方式

日 十 量 殺 1iii 受け入れ量計測

そ グ〉

出荷Jil 計測

f也 泡消火設備

含 IM) I水処理地設

IIJJi甘!君主 等

十'AFO'I 8'

弛FO' 12'

K畳入配菅

CFO周ローディングアーム

UI 
出 ｾｭ

30，0ω- 1曲， 0000WT

タンカー

12 B  24 B  

MI ケー ブルによる屯気加熱方式

中央監視盤におけるタンク池面指市による

各出荷目的流産3-1よりパルス発信

30，000- 100 OOODWT タンカー

トロ ッコ架台

MI ケーブル巻付

出荷配管を収容するコンクリートピ y トはケーソン

中空淵i を利用することが粂f牛であったため、その内

法寸法が非常にせまく、ピ γ ト内で! 順次溶接してゆ

くことが不可能のため、パース北側の空地を利用し

て、断面 . MI ケープルを含めた70mのプレ 7 ァプ

配管を作り、それを順次ピットに 1500m区r . f I を押し

込めてゆく方法を採用した。配管下部に設けたトロ

y コ架台は、工事中は織入用として、設世後はエク

スパンションを逃がすローラー架台とし、機能する。
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藤 本 健

生年月日 昭和16年 3 月II 日

Ji i 終 学 歴 昭 和41年早稲田大学大学院

建築設備修士諜程修了

j !  歴 昭 和41年( 附日建設計に人材

以後大阪本社設制ii 部にてEE

訓術生設備の設計に従 'J>

作 品 底 船 場 セ ン タ ー ピ ル 、 千 里J也

域冷峻fj} 施設、千果中央J也

区J . 1j.r
J l

)日i街、大分パス ・ト

キハデパート、ポでトアイ

ランド船舶給泊施設、南港

ポートタウン基盤経備計画、

鹿児山市中央卸売市場

すいせんのことば 上 回 恒太郎

近年設備技術者は単に建築に限ら

ず広域的な環境技有i i . : : : ' - - の参加を求

められている 。藤本君は船場セン

ターピル、千里地域冷暖房ー等の経

験を生かし、港湾施設としては世

界初めての船舶給油システムの設

計監理の霊長ーを全うした 。 このこ

とは大型の都市設備プロジェクト

に参加する設備技術者に自信と勇

気を与えよう 。

青 年 技 術 者 と し て の こ と ば 地域冷暖房や船舶給泊施設を地

域設備と呼ぶことの適否は別として、われわれ建築設備にたずさ

わる者の領域が、建物内の設備にとどまらず地域的な広がリを持

つ設備にも及んできているのは・ ｉ＾ｾ である。

しかしながら地域設備はその規模が大きいだけに、環境あるいは

エネルギ湖、に与える彩響が大きく、常に社会性をベースにした計

画態度が袈求される。

一労、計画手法については、地域設備の内容が従米の水 ・ガス ・

電 気 ・電話から、今後エネルギ ・廃 棄 物 情報等に| 提lする多機化

した設備になってゆ〈に従い、それぞれが独立した形での計画だ

けでは地域設備としてまとまったものにはならず、そこにはそれ

ぞれを Coordi nate する作業が一層必要となってくるであろう。

地域計 画に対するわれわれ設備I技術者n のw任をより 一 層自覚して

ゆきたい。



ロイヤルホールの光と音の演出計画

( Mul t i - pur pose Desi gn Cl ust er )  

1  は じ め に

lI (j 仰49年 IOJl に " 光 と 水 と 紙 悼 の テ ー 7 のむとに、

人Ｚきく、ｉＨｲ［ｦｉｦＡＮに，ｾ身を ｩ 韮 ｉｴ た、人・阪ロイヤルホテル

は . r，:たとしに、 | 同際的レベルのホテルとして、内

外に 9f，.I' を 博 し て い る .

近代のごとく、 tl'S t-U化、 111際 化 の il U廷により、 7 ロ

ー パ ル な 文 化 交 流 の 治 党 fヒがi l l . み、ホテルの機能 L 、

IJII; 主皮肉<) に M: 大 し 、 多 機 fヒしてい〈削 li'J にある fJL (1 、

ｾ 会場のむつ役［明、 Ｎ｜ｊＺ Ｎｩ 曜がｾ，ｉＮ ｉｻＨ されてきている

ｊｉｾｪｦｲ＠ Ｎホテル の高会場めま ｈｬ 立、ｾ 11 (1<) ホ ー ル と い

ヲ、あらゆるf o J .: IIJII 的、ｾ以刊、ｾＮｾＮＱＮ刊に村正［でき

る明I i ¥l テ叶' イン、。11，ぴに，;lf.iJ か 決 ボ さ れ て さ て い る

そのなかで必［ＡＧｬとなるべｾ ，，11.; 1' 耐il か必自民てある す

なわち、 ＱＮ ｊＡＨ ｜ＢＩＱ ぷ ｦｾｩｩＮ 2. (i n ，:1fih、3 .，，，" 

針州rfi ，ぷ役耐附u、 手である

そ こ で ロ イ ヤ ル ホ ー ル に つ い て 、 そ の な か の mtl り1.;注

Mii と I1=7札i止fiii に| 則して、多 11 的 ホ ールのむつ多係1 ' 1

を 分 析 し て 、 そ の .Jj'!';正を以卜に，1心土する

2 . 照 明 計 画

ロ イ ヤ ル ホ ー ル は 25Mｸ ＲＵｍ の約 ＶＵＰｭ の ｬ Ｈｬｪ ｦｬｾ をも

ち 、 パ JI ・の 尚 さ は 、 向 い plr で'10M、 flk' り叶で6. 25M

の 大 空1:11 を構 成 している

一 般的 に 妥 会 場 の ン ャ ン デ リ ヤ は あ く ま で. ネ l付イ

J テリヤデザインに治介した、」位築デザインてあっ

て、決して! ! e 期目的に合わせてテサインしていると

は い え な い よ う で あ る そのために・ド均的なデザイ

ンにな リが ち な 傾 向 を そ の ・必み に む た ざ る を 仰 な い

の で あ る そ こ で 多 11(1<) ホ ー ル と し て の ロ イ ヤ ル ホ

ー ル の 照 明 ，， 1幽 は 、 つ き の よ う な 1111.'.':( を .0.;;'&し、 “|

l! ! ! i をした .

シ ャ ン デ リ ヤ の 慨 裂 。I{( 任事: ) 7 M の 川 状 の 郎 分 に 15

%  1
f
t . のア 7 '1 J レ似を 234枚 II ｾリドげて、 ｉ ｦ，Ｈ射状に九 ｦｻ ｊ

形のバター討を附成し、その内部にた ｩ 引を作仰向己 ｩｾ ｲＧ

している.

このシャンデリヤは照明をはじめとして、情，訓 .11' f'ii 、

. ，J Eぴに( ' ，:特 g設 備 を 組 み 込 ん た デ ザ イ ン で あ り 、 シ ャ

ン デ リ ヤ と い う よ り む む し ろ Mul ti -purpose-Desi gn  

C lu5ter という名付hを うえた )j が 姐 築 設 備 の 一 体 化

と い う 桁fI IJ 性に対して介主主しているように忠われる

このようにj ( Jド全体を大きなJ ! ( ¥IVJ として- 0 ' えて、 J

iW: 1' il をそのなかにすべて制lみ 込 ん で デ サ イ ン し 、 新

しい光の' l t l日l を 構 成 し た

一 般的に妥会場のシャンデリヤは、 mt ll }l ｾＺＧ［ＺＡｾＮそのむ

使用用途別の照明方式のパデーン

1¥照 明 方 式

ウ宥ール 7ウンライト 小ルーパ町 オブジェの

ウ方 - ; 1 ' 1 ' - ( 天井) 照 明 /Il日書簡明

会 場 ¥ ¥ 1E 気 容 量

IOOW x  120 150WX76 40WX84 100WX108 

12.0KIV 11. 4KW 3. 36KW I1.7KIV 

¥ 光 源
レ7 I R レフJ i R 蛍光灯 レ7- "R

，マタ1 ン 。 。 。

2  
。 。

宴 会 崎

3  
。 。 。

4  
。 。 。

会 ，，R f品 。 。 。 。

度 万之 t品
。 。

庫リ t卦

開 1寅 前
。 。

公 演 中
。

7  7  ，" ｾヨン 1  

y ョー 2  
。 。

ののデザインを ＮｾＧＺ ｬ￭ｉｊ していたが、 ロ イヤルホールの

ＡＡ｜｜Ｂｉｉ は、その ｍＮＨｉｾｊ 主セ ｉｈｊ に対して、 Ｇｩ ［ ｾ に動的な前 ＱＱＱＱ

の批，，t を 'j え る よ う に 巧 I&. し て あ る 。 す な わ ち 、谷

川の{ 止 /11 11(1<) の ハ タ ー ン に i血介した 抗出構成を，可能

にするため、 ＡＡ｜｜Ｂｉｉ に時 ＱＯＱ Ｑ 的、 ｾ ｉｉｉｉ 的 な多機刊をむた

せ て い る .

ま た 、 シ ャ ン デ リ ヤ ( M. D. C l と し て の _'11，略、 t't

! ぷをそれぞれのホールの使H 1 11 (1<1に 対 応 し て 、 適 合

させてやるという下法む! 削" 1 I "Il，I'j で .J; '! &，す る ニ と が

必変である 1'1 熱灯、1 It た幻、ハロゲン士! などのわ

れわれが城山 l世 川 で き る あ ら ゆ る 光 似の そ れ ぞ れ の

牛t 刊をよ く"1¥併し、 J巴tk' した 1'. で ‘ よ リ 人 1: ¥11' 1に出

んだ ｩ 自民を ｦ ￬Ｑｬｩ 斗するため の光州 Ａ の巡 ｴＯｾ やｻ古川Ｉｪ ｩ 去を

宅地しなけi l I ; f ならない

すなわち、 0.. ，'&(1<) 1 ニ. いろいろ立た微を取リ | げて、

オ7 ンェ町 オブジェ町 '1リレーパよリ

1) 1: 照明 リノ T 照明

明中世町照明

投光開明

部分紹明 明祖照明

40WX  162  1001V X  42 100W X 42 150WX  18  150WX 54 5001V X  9  

6.48KW 4.2KIV 4.2KIV 2. 7KW 8.1KW 4.5KIV 

ナス球 レフ球 レ7 球 ハイビーム ハイビーム ミニハロゲン

。 。 。 。

。 。 。 。

。 。 。 。 。 。

。 。 。 。

。 。 。 。 。

。 。

。 。 。

。

。 。 。 。

。 。 。 。

おのおののた ｩ 似の Ｊ ｉｬ［Ｂｻｾ わせ を ＱｦｉＧ 、ることにより、

新しい光の ｾｬｪｾ 立を ｦｪｬ ｬ［ 立する ｼ 二てＧの Ｂｔｦ ｩｾ 刊 をｪｊｽ ポし た

しのである

ふ 音響 計画

ＡＡ｜｜ Ｂｉｉ ， ｬｬ Ｇ ｬｬｩｬｪ の ｊｉｾ 本 Ｈ Ｑ ＼Ｉ 概念と ｉ ， Ｇｊ 憾に多 Ｑ ＱＨＱ ＼Ｉ ホールとして

の、あ句ゆるｩｖ ｻ ｬｬ｜ｴＮｙｬｊ ｊｘ を ｩ ， ｾｪＩＮ 込す るべ〈 、 Ｑ 正主 ｴ Ｈｾ・ Ｗ 平袋

ｬｲｩ の ｉ ｾ 1-IJllj を行 った。

3 - 1  ス ピ ー カ 配置 図

i o ¥¥b  

o ヤて ザ窃話 。

@  、主スヒーカ フロノトスピJ号

。 。

。 、Eι 。

。
ｾ￟ ぐ 。

天井スペーススピーカ

。 。

、

。 。 。 。

夫弁埋込スヒーカ

3  - 2  各4重スピーカの4茸成

i' .A ヒ ー カ お よ び 7 ロシトスヒーカ{ 止、ホールの 1止

III/IJ; 主によリ fHrl) Ｂｲｴ￬ ｾ のように、 Ｗ レキ ｹ ビリティ

を L た し て あ る

ま た 、 ス へ ー ス ス ヒ ー カ は 、 ン ベ ノ デ リ ヤ の 内 庁1¥に

テサイノをJ : ; 'I&. した l で、 9 Ｉ，ｾ内己 ｪ ｩＧ ， Ｇしてある ホ -

11，..'1' 央k . J I'm; に .'1 ｾリ ｬ 、げてあるス ベーススヒーカは、

あらも ｢ る ｦ Ｇ ｊＮＺ Ｏ ｉｊ Ｏ ｬｬ ｪｾ に似 ＧＩ ＡＡＮＡ［Ｈｉ 甘な .... ， 守平システムを f足wえす

るむのと，官、う

k. 11')' 1' . 込スヒ一方は i に BGMの 幼 月比を! Yfl.¥している

4 . あ と が き

・ ，ι 3Li I 判ンステムのf ，Y" ，J <: は機25 としての、 ι:j 伎な

J 自ボは必波であるが. Ｑ ， Ｇｊｉ ｉＮ ｾｃ こ ， ｬＮｊｬ築 .... ，悼という斐Ｎｫｾ f， 

充分に巧 l邑しむければならな L 、。 す な わち 11む出処う i

H年HUをて' きるだけテ・ソドにおさえるように 、1:，て I.j.; .

k. Ji ーに i e tJ)主 IV.l. (i をl必した

・添 付 し た y 考 ン デ リ ヤ の " J u: に み ら れ る よ う に

ｭｴ ｬ り ｊ ，段 ｦｩｩｬ 、 ＢＧｉｾ 平，設備のほかに、引 ｬ 付を ｴ ｊｴ［也 Ｔ ・ ｾＧｕｾ ， こ

寺11 1 . ¥ーするため、ンヤンデリヤの内庁1; に 川 筒 形 の 吹 .'1¥

"  4  11'1 を，止け、 ，'::j j (  n  U<Jl 0  M ) に L か か わ 句 ず 、

ＩＱ 畠切な気 ｾａｾ う〉イ ＱＩ を Ｇｪ えるニとかてＧきた

・ ニ の よ う に そ れ ぞ れ の 民 主 っ た 波 み を ひ と つ に 統

介 し 、 そ れ ぞ れ が 機 能 を 火 う こ と な 〈 一 体 化 さ れ た

デ サ イ ン を わ れ わ れ は Mul t i - pur po5e- D e5i  gn- C  IU5-

t er と粕; した.

以 上 のように ｉ ， ［ｊ じっ ｾ ｬ｡ｊ Ｑｊ Ｈ 多 ＱＱ ＨＱ＼Ｉ に Ｎｦ ｬｬｬｬｊ され 、 そ の IHi

問、 ［Ｂｉ ＺｾＧ Ｇｆ 千法む ｾＱ ょを阪的、その ＧＨＧＱ と ｬ ， ｴ とシステム の

7 ログラムを、そのな lズlに li : : ・じて1' 11111'1(I に車Il み j，!，め

ることができるのは、このホールの大きな払) ) である

建築慨要

附 数 地 下 2階 ・地上30階I 1Hi1 2階

刈 さ 地上 G L + 102 m(軒向 ) 地 下 G L  - 13 m 

J延ほ l而偵 71，482m'  

千住宅数 727 宅

耳1: J Iι J品 29，700111'  Ｕ ＰＰ 台ｾｾ干争

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

11111111111111111111111111111111 

の

小南義彦

' til' JIII /1自制120>1' 6  )j 19  rl 

AJ: 終 ' γi j f-

早稲凶大"n型1: γ': ffi! )' 1丘公1こ?科. ' f.

Z  IJi 

/1円相44年 4 fI 竹 q，工務1.'f 人 社

，Ll' ，;1古1) ，設備. "' l l 勤務

11'品目品目作

相 ｲ 阪急ホテルＮｉ｜Ｂｬｾ

阪 ＺｾｉＮ 悔 ｕｉ 駅第 Ｒ JUI 

大 I，'J 生命本社ピル

大阪ロイヤルホテル新館

す い せ ん の こ と ば 中 村 猛

ロ イ ヤ J レホテルにおける彼の設計

経 験 は 他 築 設 備 の な か で bl c止むむ

つ か し い L の の 一 つ で あ る 一 大 ホ

テ ル で あ っ た 。 な か で も デ ザ イ ン

l( ! i と技術I( !Iの1，I，il 白iから f守的な条件

の な か に あ 1) 、かつ. . j >: fiii に 新 館 を

つなげてなお、その! 長を '] えない

新しい総介1 ' 1: で 新 '1'. させ た そ の

，;j ・1' lI jから f千百1¥に わ た る ソ フ ト な ，ill

*，: : tMi iの 級 L 、はまさに l張先な fj 年

ｴｈｫｬ うとして大 ｹｩｦ で械 ｉｾｬ した ｌ 、。

青 年技 術 者としてのニとぱ ｴｬＮＧＮｾ，ＮＱ ｗｉ にた ｪ さわる山ｾ，Ｈ ｲＮ Ｇｃｾｊ 此

イd 止L 'i!!::)< さ れ て い る こ と は 、 処 築 物 と い う ハ ー ド な 実 体 を ill

築忠屯! としてソフトに交けとめ 、 設 備 機 能 を 含 ん だ 岨 f..j.: fヒし た

filJj 斗xを HJ J Lすることに初めることではないかと. ' t . ! . ' . う

ぷ fiii に お い て は ‘ 常 に n >l<を JE しく桁 jt'J し た 地 道 な 努 ) ) の 仙 み

，r(  ね、それらによる彼 Ｑｾ ，ｲｊＩ の車 内 ｴｩｬｴ こそが ｦｩＧｬ 込夫といえるのでは

な い た ろ う か こ の 場 介 、 必fi il 機 能 的 災 し さ を 悦 覚 的 に と り え

る ニ と は ま ニ と に |糸川ff である. しかしわれわi L はより i ミい人 Ji IJ

I' ;P立をいかに fi'J 泌するかに令恥'iN' を *'1' ず べ き で あ リ、そのた

め人 ＱＱＱＱ との付川町が ｪ は む ｲ Ｈｾ なことであり、これによってその ｊ

fdlitJ 、なさi L な It i  l ( ; f ならなし、

ＮｉｊｉＮ品、われわれ由、 ＱＨＨｃ ＨＡｩしているｾＢ， ｪ ・や Ｎ水 Ｇｴ ＧｴｩＧｪ ｾ荘、 ｊ 、 ｾ｜ｐＩｾ 浮

に ｦ｜Ｚ ぶされる公［咋 Ａ日 出 ｩ そして、 イ ｩ ｩ ｬｬｩ 危機を ｾ ｴ 幾とした行エネル

キ Ｍ ｉｾｉ 山 ｦｦ Ｇ ＩｪＧ［の ｵ ＱＧｩ ｉ ｬＡＡ ぷを ￆ し く Ｑ Ｑ Ｑ 必， ［ｩ ｗＮ し、技術Ｎｲ，としてこれらの

ｉｉｮｬｾ｝ 凶にｬＧ ￼ｅｉＨｬｩ から ｬ 似リ車 ｉ｛ むニとがＱＮ Ｇ Ｈ イＩＵ てＧわると行えている。



伊 藤 高 本 社 ビ ル の 解 体 を 伴 う地 下 工 法

ｾ＠ 1  まえカずき

近年、自Ild; の I I W，J 発と u 也のイf Ｚ＼ｾｊ Ｎｦ ｉ ｊ 川か旬、リ ｉＩｾ

I也l人.] 11 lill 物 を 解 体 し て 倣 J釦、 つ 1; 1: ' >、他物を怖さ長

するケースが多くな っ た 。 この場介大きな ｉｾｊ 足 ｬｩ

となるのは、 II I!J日lI; j 也 lごとその立:.r.¥' ぐい ( とく

に土品JO)r -t r ちぐし、) の t(，古 よ か J I汁;:; に |判 明11 な 山か あ

る。 fJ fl傑 iJi，-'!ド十 1: ピ J レ.j¥li 築 に む い て L 、倣地| 人.]111

他物を解体し倣地続 出 Ｑ い つ はい ｊ 也ド ＲＱ 府 ＨＭ ｴｾｬＩ

H 符) カ、 ，lJ- I，li j ;された 。 Irlill 物 は I也ド 21析で、 fl ・

倣ケーソンにｫＮ刊され、外ｉｬ［ｾと倣 ｉ 也 ｊ え杭 ｌ はほぼ

嫁 し て お り 、 そ の 撤 去 と 新 築 I-. ' Jq立、 11I W! を 活

路 上 に Ｎ￼ｴｩｬ ｬ Ｚ せねば不 ｉ 可能なｾｽ［， il l . にあ った 。 l必 l

に あ た っ ては、 111他 物 地 ド 外 情 と111れ 従 ケ ー ソ

ンを、 1
1
1利 rll することにより 4九 li ，li j を IIf 能とした

ｾ＠ 2  工 事 概 要

1'.  'j';. r， ｬｽｦ ｬￍ［露首 Ｈ｜ ＭＱＧ ｈ ビ ｊ レ新築 ｲ ・ ｊｾ

場 所 大 阪 di Jl ! 区本間T 41" / 146 得 I也

間 泣 S . R.C j也ド 3 階 地 U31Wi J芥! ; J . 4 1:桁

処 築 IMfl'! 1，721. 68111'  

延 1ポ1M干1'[ 26 ，267. 06111'  

1'.  ｊｾｉ＠ II({ 和48
i
l
o

11 J/ 10 日 -II{{ 干[151年 31 J 末日

Ｉ， ｾｦｩｴ ｬＺ＠ Ｎ 形式地ド ＳＱ 務部 分ベタ Ｉｉｾ ｻｩＮｴＡ

地 ド21府部分 泌 総 枕 お よ び 既 存 住 物

H 殴 ケ ー ソ ン 利 JTJ

ｾ＠ 3  施 工上 の 問 題 点 お よ び 解 決 方 法

1 .  B - C 工 区 の 山 留

既 存 住 物 が 初 出Lい っぱ い で 、 往 物 外 I.' ，J に 山 慨 を

』血 r.i- ることヵ、て' き な い 。 また l人' lm;に 111ft! を』血

」ーすると主れば、既イド雄物のf j : 1遊ケーソン G L

15. 000 ま で あ り 撤 去 カ、 J I"': ，:; に 州 知 て' あリ、 L し

f(，1よ で き た と し て も 、 新 築 q"I (li 仙 の革li i/l、お よ び

tII・"， な コ ス ト ア γ プ と な る 。

解 決 方 法 111 仰 は l託<n也ド外射を手IJ 川 す る 。

境界' 一 二 一 境界 Lーと正 G  L  

境界の外に リ 十一 既存外壁 11 :"' ， 10，000 

山留できないA

肝 干 山 留 施 工 寸 寸 品 川 O

J F寸 困難点 1ケーソン 4

2  山 留 壁の 変 形

ｩ 民イ ｦ ［， 地 物 の 外 ｴｬ ， Ｇｴを 平 ｉｊ 川 するに ｾｉ た っ て は 、 内 部

解 体 f去の外 r: 足の' f ，: 1移が|甘1組ーとなる

解 決 方 法 j並1"1仁 t去を係川し 111 1 F  ｕ ｉｾｉ ，ｪＮＺを桃

土庄 t ヨ「

戸ーで1エ金τ 宅. ，. _ーー

ｈ ｜Ｎ 担入 ｨＮ ｊｬＧｾ Ｇ 山留外呈がキャンティレバーに1

1なる . ヒーゼングの間置がゐる.J

* し B ，に つ い て し い! じ1II(l 1(' で梢 築 す る 。 ま た 新

築 ill 物 の jlHi l'jlJ ｩ 阪を ｬ 既存処ｾｯＯ ［ｬｩｯＮｉ Ｇ Ｑ ':I :J;iの 1- に な る よ

う他物を .f.止 ，， 1ーする たたし ｉ ，Ｇｾ j/l の み と す る 。

I F 

既存建物外壁

既存建物耐圧版を殺す

3  既 存 建 物 の 柱 礎 ケ ー ソ ン 徹 去

当時の医11Mお よ び 文 献 に よ る と 3 .0 m - 4 . 3111 f[1 

で G L ー 15 111 の ニ ュー マ チ ッ ク ケ ー ソ ン が刈Lt止

されておリ、これを撤 ｩ 、して新築住物 ｊ ，｜［ｾを 机

築 す る こ と は 不 可 能 で あ る

解決方法・ 既 存 性 従 ケ ー ソ ン を 撤 去 し な い で 逆

に新築処物の ｊ ， ｾぬとして、 Ｑ｝ Ｑ 利 ｭ を行う

4 .  * 主礎ケーソンの再利用について

ＱＱＱ ＭＱ Ｑ Ｚ 従は、 ｈ 行相 ｬ 初期 ｬ に ｭｾ 長されており 、下，ｻ己 の

問 題 が あ る 。

i ) 中l二ぬ が 閃 I自i; 凶り附: 尖にあるか。

ii ) 村正栓の曲. J } ; カ、とれるか 。

iii ) 新 築 他 物 と の Il ，' 心による別杭は、どんな Jj

法 で 地 1:す る か 。

解 決 方 法

i ) ポ ー リ ン ク お よ び 尖 jl:lil'jll に よ り 性 能 j形状を

舵 必 す る

ii ) 性 従 の コ ア ポ ー リ ン グにより 、コ ン ク リ ー

トの姐 ｵ 立を仰 ，ｩＮＲＮ する 。 ｈ 従Ｑｊ ｾＱ Ｈｩｪめ 地 盤 ，Ｉｬｊ ｦ ｬＧ によ

リJ也耐) ; の百社必をする 。

iii )  T:'I ，f/t: に つ い て は 、 ベ ノ ト I'.d，等の機械品li り

の胞仁法は Ｑ＼ＭＱ 蝋であり、 ｊ ， ｈｽｾｬｩＨ If li よリ文1 . r 1刊ま

① 

.r--- ー，

;  l 既存建物位置

L _ _ _ _ l  

地下部平面図

では 、 約 ＵＱＱＱ と淡いため 、人力 による ｩｾ 国 主枕を

1; ; : }1J する 。

5.  i也 下 施 工 順 序 に つ い て

島平 ｩ 本 とま Ｇｉ ￭ 築が ｼ日 ｊｉ 時 ｉ Ｇￍ Ｂｾ ー となるゆえ 、施工 ｉｉ ｬ ｩｬｩＫ の

検討が必安ーである 。

解 決 方 法 :・名 工 区 に 分 け 、 作 業 ス ベ ー ス 、およ

び ｉｾＧ U五を巧，:J.iし プロ y ク ご と に 胞 に す る ー

1 )  ｂ 工区 ー 一 切 ｴＺｾ なし で全 ｪＨＱＱ 解 ＱＪＱ Ｍ Ｎ 似体を

111M! ち に て 附 築 す る 。

2 )  C 工 区 一 ー 1  F  L .  B，F  L の II lil で解 体 と 新

築を交 ｉｅ にくリ ｪ 起し、 ｪ 近打工法にて 情 ｾする ｚ

ｾ＠ 4  あ と が き

内 1Mビノレが往 ち 始 め て数 10年、 高1; 市 の fl W日発、

ま た お の お の の 建 物 の 左 桁 化 、 機 能 の 巡 れ に w

い、 1'1 いピルは建て干+ えの H寺JVI に さ し か か っ て

いる 。 これからも引き続き大規紋なビノレの 地 下

解体も多〈予: t r 、されよう 。

今 凶 の，11"，hi で ＱＱＱ 地下 ｾｬｬｨ よび ＱＱＱ ｊ ，ｾ従 の 手 ｉｊ 問に

よリ、リI)U也のイH1J .f IJ 汀l を 可 能 と し た と と も に 、

工 伐 の 大川 ダウンと、 仁 ｊｾｊ ｾ［ 紡 、 安全な地ょを

n うことカずできた 。

今 後 、目Il d; IIJ 開 発 に お け る こ の 純 の |同組 に 対し、

一 つ の 解 決 Jj 法 を み い だ し た と い え よ う 。

工 事 写 真
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川 崎一 雄

生年月日

学 歴

職 歴

lIi'ol-l U40均三4 II 

11 40年 4 JJ 

fI 40年 9 Fl

11 43年 111

11 43.1!' 4 月

11 44年 1 FJ 

11 45年 6 }I 

11 47"1'  9  }J 

昭和21年 11 月 2 日

昭和 ＴＰ 年 Ｓ 月広 ｊ［Ｎｾ 県 三 原 ｲ

ｬＡ ｲｾＧｦｴ 等 γＮ 校 ＱＱ 築科卒業

竹 '1'1工務jJ1 入社

大和銀行仰[ [ j ビ/ レJir築[ ード

第一生命偽新ヒソレ新築じJ(

普覚寺新築工 Ｇ ｊｾ

村 t ピル新築仁 'J(

Ｉｪ｛ｬｩｬ トｾｾＮ覧会 ， ｉｌ Ｉｊ ｦｩ 官桁築工 Ｇ ｊ＾

大阪日興ビ ｊｬｯ ｗｲｾ [ 'J( 

大阪本町工 ＧｊＧ［ 部技術ｾ

すいせんのこと( ; 1 . ' 角谷義一

川由:'1 -bi i. nは昭和40年 11.; 1川県立三

If，( ｬＺ， ＺＧＺｪ Ｎｪｊｬｾ長刊を卒業、 ｉＨ山ＨＨ一ちに竹司

ｌｄＵ 刻 Ｑ ， Ｑ川 ｩＡ にこ入村、 ｲＴｾ 後六阪本 ｉ 内の作

業所H として 6年 、 とな[ ・1' ;とし

ては約一 '1 命術新ビル、J i t専従7)

館、 U
J
j 4 J c 大阪ピノレ洋であリ、以後

_L' I:，ml 技 Wr"型以として jJLイ1: にf っ

ておりますが、このml'': ，¥に点情な

安勢て寸: t Wi への取り剥iみの継続が

本人をして l愛子守なる山年校怖r./tと

行え、ここに般的する次第です。

青 年 技術 者としてのニとぱ : 近年、 有Mi の開発、ある いは改造

が進むとともに往築物はますます大規侠化し点層化し ておリま

す 。 Ｍｊｪ 労 務、 資料等の緒・ ｉｾ ↑ Ａ 日‘ら工 目 ｉ ｾ の省力化が進められ、

ますます建 築には 向l変な技Wi が要求され てきており、 ill 設はも

はや; ui 討、施工を切り 雌 して はみえ られ主 くな ってお ります。

紅、は人十 i 以米 7 年半、主主築現場の施工を tn当し、その後工 白1'; 古11

技術課で約 Ｒ 年、主としで工・ ｊ ＾ ＺＱ ｉ ＢＱ， Ｑ 刊 の ｩｌｾ 荘、および地工技術の

院l先に従事しています。私は良い主主物は設計と施工を切リ離し

てはなしえないむのと縦lri しておリます 。 したがって 現作設計

施工の一体化をいかにして計るか、どのようなシステムて' 行わ

れるのが良いかに工1(li し努力をはらって必リます。

ftil ! ，[ の少ないわがI]il において、いかにイI 企1J に土地と資源を利用

するかはわれわれにかせられた諜組と与えます。 Ili きを 凡なお

し、また 利用 することも必要です。 その意味で今1両I E ったIj f鋭

部本社 ピJレの計 lilij は成功 だったと思います。今後 L ，i J ¥築技術者

としてさらに努力したいと巧えます。



八 束 村 観 光 開発 計画

:r， .ff l、

J十阿I也J或l而-11'1

; 十岡 地 成 人 口

目 白(J

八束村主Q光 開 発 計l珂

61 ，5km'  

3，500人

王;;p党保全を巧 1伍した飢光| 泊先の

提 案

1 . 観 光 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 開 発 の 問 題

観 光 レ ク リ ェ ー シ ョ ン の た め に 利 用 し た し 、 地 域

は一般に門然環岐そのものが ｊ ，ｾ悠になっている

ことが多〈、 ｉｾ 日発によ ってその法悠を失うかも

し れ な い と い う 矛 前 や 、 何 よ り も F; ' l 境破城とい

う屯大な問題を含んでし、ることが多いようです。

そ の よ う な 地 滅 で 開 発 を 々 え る 場 合 、 ま ず Tーを

}J I 1 えてよいところとそうで予ないところを fiif らか

の J島 市 に よ っ て は っ き り さ せ る こ と が 大 切 で

す 。 こ の 八 点 村 の 場 合 は 、 今 ま で 住 民 が 全 1(Ii (I(J

に依存してきた ｬ 災業生践の ｾｴｩ Ｑｊちとともに、村

特イ ｔ の白 ｊ ｾ ↑，ＧＱもあ って、一気に乱 開発に走 って ｅｚｩ

岐 を f政墳する恐れがあるため、村氏1 ' 1 身や付当

局のなかから存在 ｑＧｾｉ このある土地 利用計耐 の袋憎

がＺｊｾたものです。

2 . 土 地 利 用 計 画

よ地利用，11'11同は、土地の fi 11i fl{['I'IJ 断そのもので、こ

れを決定する法司 Ｑ Ｑ が 大切です 。まず ｉ ｊｦｊ ｾＣｕｬｩｬｬ の

観点から、 8 や'Tl sii の平IJm区 分 に 対 し て 、 各 地 点 の

デ ー タ を も と に 、 一 定 の 判l断 フ ロ ー に 従 っ て l'

地平IJ 則 規 制l区 分 を 決 定 し て い ま す 。Ud 、図 1 )  

さ ら に こ れ ら 脱 出l区分に対して、 Hf J ' I l ! : による. fJL

ＱＩ ＱＮ変災の千 ｩｬｩｬｊ 指 ｴ ［ ｾｾ としての起伏 ｬ ｴ ｴ ゃ ｴｩｴ 税分析な

どを千けっせて検討し、批終自(J な七地平IJH1rl 1仰l を

作 り ま し た 。 ( 図 3 )  

とくにこの，l I " iffii では、 J也肢の地形、 I也'I'e、.fJ ( i.' 1三

などが繊細で、 Ｗｩｴ 観が ｉｊ ｦｊ発の ［ｩｾｾ 特に敏感、である

ため、主主Zな" ht観 対 象 と し て の 蒜 山 や III UlI li:]: ii:

地 域 が 眺 望 で き る 地 E止め分布や、 1m発 地 点 が 他

か ら ど の よ う に 眺 望 さ れ る か な ど を 検 討 す る 必

裂 が あ り 、 こ れ ら を 判 定 す る プ ロ グ ラ ム も 氾n

2主と 協力して開発し、 fl J Jl J し て い ま す 。( 医12 )  

3  今 後 の 問 題

メ y シ ュ ア ナ リ ン ス 法 を mし、ることによる打il Sl'

上 の 問 題 の ほ か に 、 ヒI也利m、 j災3住宅f JJ LU戸rr :f:;

の 土 地 生 産 性 と の 比 較 、 資 金 、 巡 営 ・ な ど の 社 会

的 経 済 的 問 題や、詳しい. f J ( ( ，T.分 布 な ど の 1' 1然条

例 は 扱 わ ず 、 総 合 的 な れ / 1111で な い こ と な ど 、 今

後に伐された問地ーがあります 。 こ の よ う な 開 発

や内! 日l党 ;11・阿は、検討条件が多し、上に、，1 I ' 1lhi完

了 ま で に 変 化 す る 場 介 が 多 〈 、 1・IJ 仲lji の一千D!J けと

して 1正 針 機 に よ る ン ミ ュ レ - " ヨ ン を 手IJ 川 す る

の も 一 刀 法 で あ ろ う と 思 い ま す 。

褒 1 八束村観光土地事i周区分一覧

， Ｑ しｾ '，} J也 Ii. 才， | 泊先 ) J ..1 

第 1種

自然環境保存地区 ｦ リ ｉ＿Ｚ ェ ｾｾｉ ー ｌ ン［削ヨ ｩｦ ン ｮ 岨山噂 ､ｴｕｨ ん ＱＺＮ レク

地 区

重2警
第 1種野益レク リエ

ーシ ョ ン 区

てー‘1'1、地然てシ，f世5ヨl2tの2wン史.設的皮を;肉似行11はA針ヲiI'に外干さ原iレnな則dクzいをとリ.ほェし

第 3 稜

郷土景観地区
Hi4面AE仇史す的のるあ，JるdLf河の内、を工保、4存4dLrj1なR  

地 区

第 4 穫 第 2類野外 レクリェ

較プ1'1的叫‘ 間ハI1中イd耐てキサVンJ、む人グ利訟専Hのに1をキよ" ャる ン

地 区 ーション地区 十る比.  

第 5種 第 3 類野外レクリェ ｉＱｩＱｴ 州創立知の立ぬ ￭ｾ ｫＺ世四7<を自作す.

地 区 ーション地区

第 6 種 第 4類野外レク リェ t中「するl1 1Vf1t然fJf且Wfの立馳と以の2EE純世i相ri. をを，1う干

地 区 ーション地区

第 7 種 高密度レクリ ェーシ

一'人リl' 地HhZLiu-•• 世丸サをy ー4川1ョ1ビ州ン"Tスす.主、T主郎るi:pt野.51V1晴外レ雄レジ。ャク
地 区 ョン地区

地第 8種区 グリーンベルト 枠利おとl組川をよ1j1びU也1，白先HH作羽imiaJ?t抽とM比bをし世rlJ ・iてをl品t父"種E泊 司M令すKか柑ゐるjHこm' 

図 1全体地区指定

，i! Hi! ゎ

i Hi l i H1Hl 日l ijilliiiilia--

HHll!HH!!!! 出ji iijjj!; :::ii れし
持 寺 持 叫.. . .  争HH-I H + 件f + H + 持十H+Hi 持品- I + + + H + H

Ｍーーーーーーｾ梓忌日時日Ｋ持品Ｋ持 ｾνＺ ・ ＧＧＧＱＱＧＧＧＧＱＱＧＧＧＧＧＧ ・ＢＮ

". 日. . ". . . . . . 口 : : : i : : : : : : : : : : : : : : : : : : :

…. . " " " . . ・; ・ : : : : : : : :1: : : : : : : : : 川. . . . . "

i!j! i  i  i  !  !  1  i  1  i  !  !  !  !  111 ｾ＠ !  1  !  1111 !  !  1  i  III i  l  ｾ＠ !  11 j  !  11 

問問閉!111

計伊叶市1

レクリェ- ; / ョン内容 地 政 府l 暫1 法主Il.・ その他

IbL tψ による rげ哨軍時散策F4 散' t辺策路、ハイキングルー吸虫ト所、

避 時1.邸、
保材技A地冒1区1特 .H11l12然也公22El閣法. 伐

'1、人訟のグJトープ町野外レ

，小、イキキャンンプグヲJ』Lh，ート

通部(1地P2A公域. l m掴法Hli骨‘ 切りおよび普

7 リェーション

サゴルイフク場リングJレート

程 ｉｾ 賞仔す引るピＮ ているも町を魯肱丸
4lt p，品m4ih. 雌史略上fii¥. KHi

. ビジターセンター
文 Ｑ り ｬ 制 ｾＱｉ法

ＩＮｊ，制民 ｴ，Ｚ グ ｊ いープ Ｇｾｉｭ 場大池キ、ポ長ャー持ンrトHプ地M場沖tー野L農ト外場キ川F、ャP制品ノ掴釣プ 開立公[ 雇Hω 曲ニ串ずる地域

l(ij(1を司と外す'1'.;る円fJl.傑'ifil ，牌Z施ぷ

による'1

{別なiltl荘吋t皮I、也肉6万同別闘審荘t所fi1，、4ドへi製t剤fのdl町分線'g:品、
主身規噂制すにるttする世郷を充分

1a外rlgH'・flfz1を1τh可m8JとEeEす同地る.殺による野
別f中Z尭法、防所止、→皮肉 ｬｪ 別ｾｬ 荘 ｅ へ Ｎￓ の別含基 ｨ 所 良 、、 手 ｦｆ ニ片する酬をＮＱｊ Ｇｉ ｾ

サf旬(.J ，制発λピ;地脱ス皮竹H，肉即.;..中をレ恒Sクhとリたェし-市ての市y  

設ホラグ抽テ、ン設ルポドー、. 師サｉ＼ｊー ｾ ｩ ，ビンスＮヨ哲 ｹ 明ピ施 ノ

サ開も充NJ分ブ発ぬセ地#且1附全ン8体すとターの的る1I知閣観f，j¥.Jj'に対1111，して
リング‘ レジャー

ョン

iefk飾に的よ、る、町レ制ク樹リ、ェ散ー瓜シ自ョ動ン

ラグイリーブンイベンル、レ上スおト花ラ畑ン、、ガド

枠韓 ｊ 也踊 ＴをｦＮ ｩｾ 咽す ｨ る ｅ Ｎにはサプ

ススタンド、パスステーシ センター

ョン、 サプセンター

図 2 山頂 2 眺望可能地区分布

号. . . . . . .. . . . .ヂモ4

一一ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮそｾｾｾｾｾｾｾ Ｚ ＭＺ ! - - ! u ・
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ｾ己記三 二出単品以子・ ｪ 泌ｾ :: ......... : .・: ・・

［ ［［Ａ三 ｈｮ［ｾｾｾ ｈ［ ｩｮｮｾｧｾｾｈｈｮｾｈｾｾ＠
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木村輝久

生年月日

l昭和39年 3 月

昭和41年 3 月

l昭和42年 3 月

"昌幸[/ 42年 4 月

業 歴

八坂村日fl 発 ;1 画

ユi のiilil 期発計阿

日召初 14年 12fJ 25 日

大阪大学工' 下古111再築工学

科 (ill 築) 卒業

同 1: 大' 下院修 1:;品位修了

間上大' 下院p.y. 1:'*位中退

大生ttl Ut J 十入社

U鳥海駅前| 品l発計画

高級寺ニュータウンセンタ一地区法本; l I " [ i I i j

工場立体化による住工悦令地域経 i帽に閲

する研究。

すいせんのこ とば 高橋慶夫

各分針の J，'i 門知lぷに触れ、吸収し、

組み立てる能力を裂する地域計画

の分野においては、I j l なる専門馬

! 克的技術者では、その活動範囲に

限界があり過ぎる。包括的な; 理解

力、分析力を基礎として、 1阜の明

日への成長がJYJl 寺される所以であ

る。この計四月は、彼と' 心n: 室との

協力で開発されたプログラムを利

則した- Wi J であるが、さらに多く

の経験を 重ねて の充実を望みたし 、。

技 術者 の こ と ば : こ の ご ろ は 専 門 家 で あ る こ と

よ り 、 専 門 家 で な い こ と の 方 が む つ か し い よ う

で す 。

紫 人 のH艮 を も っ た 呼 門 家 に な りたいと Jよい、ます。



垂 直 水 平 分 離 打 設 工 法 に よ る 現 場 打

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 事 の 合 理 化

工事概要

工事名称

コープ野村高槻新築工

工事場所

大阪府高槻市殿町770ー1他

工 期

昭 和48年 5 月19 日 ~

昭 和49年 9 月30 日

建物用途

共同住宅( 分議マンション)

構 造

7 階建 4 棟、 4 階建 1棟

建築面積 3729 .52m'  

延床面ヰ ｩｾ 21605 .  28m'  
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1  はじめに

建 設 産 業 で は 、 近 年 の 工ZjJ. iit の 駒 大 と そ れ に 対

す る 建 設 労 務 者 の 質 ・訟の低下、工期の短紛化、

経 済 性 の 追 求 な ど に と も な っ て 、 現 場 施 工 の 合

理化を図ることが強〈喜 ｾｭ されている。今回 ｏ

V H工 法 ( OHBA YAS HI  VERTI CAL - HORI ZO.  

NT A L  ME T HOD) を採用することにより、シ

ス テ ム 的 な 合 理 化 施 工 が な さ れ 、 好 評 を 得 た の

でその概要を述べる。

2.  O V  H 工 法 の 概 要

O V H工 法 と は 、 建 物 の 1 階 分 を 柱 、 壁 、 梁 の

垂 直 部 分 と 床 板 の 水 平 部 分 に 分 け て コ ン ク リ ー

トを打設する工法で、この工法の特長としては、

およそつぎのことがあげられる。

① コンクリートを垂直水平分離打設するため、

垂 直 部 分 に 制 度 の 良 い 大 型 型 枠 が 使 用 で き る の

で、ｾｉｬ休精度が向上できる 。

② ユニ y ト型枠による流れ作業が可能になり、

作 業 が シ ス テ ム 化 さ れ 、 従 来 よ り 少 な い 労 働 力

で、しかも、一定の労務者で地工できる。

③ 作 業 工 数 が 減 る の で 大 幅 な 労 務 の 省 力 化 が

図 れ 、 生 産 工 程 の 管 理 も 容 易 に な り 、 現 場 に お

ける資材の無駄なストックもなくなる。

3 . 新材料の採用

地 工 の 合 理 化 を 進 め る た め に 、 つ ぎ の よ う な 新

材料を採用した 。

① オ ム ニ ア 版 ・工 場 で 混 作 さ れ た 厚 さ 40- 50

mmの 特 殊 P C板 で 、 こ の 上 に コ ン ク リ ー ト を 現

場 打 ち し て 構 造 的 に 一 体 と な った抜合スラプを

桝 成するものである 。

② 異 形 鉄 筋 格 子 異形鉄筋を工場で多極式ス

; R 'Y ト溶接機によって格子状に組み立てたもの

である。

③ 角型スパイラノレ筋 : コイ J レ 状 の 線 材 ( 9 世

お よ び13世 ) を 工 場 て 角 到 の ら せ ん 状 に 1J I 1工し

たものである 。

4  そ の 他 の 省 力 化 工 法

① 鉄 骨 階 段 の 係 用

② P C板 の 採 用 ( ベランダおよび! 大l苦11小 笠)

③ 床 コ ン ク リ ー ト 直tlll え工法の採用

④ サ ッシュ 先 付 け 工 法 の 係j羽

⑤ 設備ユニ y トの採用

5  工 事 工 程

O V H工法の工程は、垂也古11分 の 工 程 が ク リ テ

イカルになり、水平部分のエ ｾＱ は比較的余絡が

とれる . 図 1 に そ の 概 要 を 示 す。

『 ι ι
ロ二子4 司

l 工 区

2 エ区

3 工 区

4 工 区

図 1

6 . 施 工)1頂序 施工サイクノレにより、図 2 に 地

工順序を説明する。

図 2 OV H工法の施工サイクル脱明図
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青年技術者としてのニとぱ: 最 近 の 増 大 す る 工4 品 、 建 築

物の大ｾ化は技能労務者の不足を招き、エ Ｇ Ｑ Ｇ［ め消化に支障

を き た し 、 現 場 管 理 ( 工 程 管 理 ・品質管理1. 安 全 管 理 ) を

絞 雑 化 し つ つ あ る 。 こ う い っ た 傾 向 は 今 後 ま す ま す 地 加 す

るものと巧ーえられる。

これらの社会情勢に対処するためには、かぎられた労働力

で 工 事 の 消 化 能 力 を 増 大 さ せ る 工 法 を 開 発 す る の は も ち ろ

ん の こ と 、 設 計 段 階 か ら 工 事 の 省 力 化 ( 省 資 材 ・省労力)

に取り組み、現場の生産性向上に努めるべきである。

機 械 力 を 十 分 に 活 用 し 、 シ ス テ マ チ ックな作業ーを余裕をも

っ て 合 理 的 に 砲 工 す る こ と こ そ 、 建 設 現 場 の 本 来 の 姿 で あ

り、今後、われわれに謀せられた大きな諜題であると思う 。

すいせんのことば 太田進一

近年、建築生産における熟練労働

力不足への対処、工程の短縮を軸

とした合理化要求に呼応して P C

工法をはじめ各般のプレファプ工

法が普及しているが、一方で、今

なお主流を占めるコンクリート現

場打工法に対し、強〈合理化が望

まれている。ここにすいせんする

三浦君を中心とするグループの努

力により従来困難視されていた現

場打工法の合連化が大きく進み、

P C 工法と並んで今後の建築施工

lこ一つの進路が聞かれたとい って

も過言ではない。

側大林組入社、現夜に至る 。

林兼産業殺物サイロ新訟工事

住友金属和歌山製鉄所転炉工

場新設工

大阪駅旅客上家増設工事

本庖工務部技術課

三浦康夫

生年月日 昭和15年10月24日

最終学歴 昭和40年名古屋工業大学建築

学科卒業

業 I l t

昭和40年

昭和40年

昭和41年

昭和43年

昭和45年



官 庁 営 繕 技 術 者 と し て の 設 計 企 画

〈民間建築事務所との関係〉

してきた。

近 年 、 悩 祉 行 政 の 推 進 に と も な い 、福 祉 関 係 の 市 施 設 建 設 最 も 年 / Z tt:加

元 来 、 ほ と ん ど の 施 設 を 市 内 部 の 建 築 技 術 者 ( 設 備 も 含 む ) の 手 で 設 計

管 理 を 行 い 、 そ の た め の 種 々 の ル ー ル が 礁 立 さ れ て き た 。 し か し な が ら 、

前 述 建 設 誌 の 明111J に と も な い 、 民 11日 建 築 設 計 事 務 所 へ の 設 計 依 頼 が 大 半

を し め る に い た っ て 、 わ れ わ れ の 持 っ て い る J レ ー ル と 彼 ら の 持 っ て い る

ル ー ル の 1111 に筏身初 l巡 の あ る こ と が 問 題 と な っ て き た 。 こ の ノ レ ー J レのキ11

jitl が 、 あ る 意 味 で 設 計 を 進 め る 弊 害 と な っ て い る 。

官 庁 営 繕N 当す;ー で あ る わ れ わ れ の 任 務 と し て 自 ら の 手 で 設 討 を す る こ と

も重姿なことであるのはし、うまでもないが、 WI 加 の 一 途 を た ど る 建 設 要

求 に 迅 速 に 対 処 す る た め に 、 民 11¥1 建築設計事務所と密接な協力関係をつ

くり、合理的な市総; u l ' を遅滞? なく建設する一助となるのも車裂なことと

考えてし、る。

以 下 、 仕 事 の 流 れ 図 の な か で 、 官 庁 営 繕 技 術 者 と し て のイ土'J'; の 内 容 と 今

後 の 課 題 に つ い て の べ る こ と に す る 。

A  
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CI 位計部門

，) レート I s l 件については主菅局要京事項町笠理と干算の横約

，)レート 2 J 的件については企画部門計画室町横肘

E  

F  

民間t主計事務所へ依頼したとき作業内容と注意事項
今 後 の 課 題

すとともにその解決を指示.

C l  主管局 との打ち合わせ IA 単年度予算の原則と種々問題はあるが、すみやかに設計

日照問題等予想される問題について、主管局に認織を促| 依頼を受ける.

竣工希望日時と技術的可能性についての検討.

2 ，設計工程 と工事工程の調整

3 . 設計事務所への指示事項の整理

0 '  1  現場調査 10 '市の計画案について. われわれの考え方を充分に説明し 、

工事担当者から調査ミスの指摘を受けないよう. 充分な| また設計事務所の意見を充分に聞いて検討を加え、官庁

調査をする . I  ルールの瑚特深めてもらうととむに、設計事務所個々

周辺建物への影響. 下水管の有無. 街8f t . ! 封、電柱等の位| の特質を生かせるようにする。

置. 周辺道路の交通規制etc

2  平面、立面、短計、 仕上の決定

平面について主管局の要求が満足されているか、管理よ| 施鍛の管理よ、維持よの問題点並びに施工よの問題点を

問題がないれ備造に無理がないかを検討。 I おのおのの担当者より集約検討して 、チヱ ツクリストの

立面について. 意匠のための意匠がないかどうかを検討。| ようなむのを作成し 、設計事務所に提示できるようにす

仕上について 、予算上無理はないか 、材叫展のようなこ| ること 。

とになっていないか、材料の耐久性に問題はないかを検討.

3 . 設備部門との打ち合わせ

4  図面積算の チヱ ツク

図面について主管局の要求が細部まで満足されているか‘ | 図面、積算について基準を定め、かっチェ ックリストを

図面は正確に作成されているか‘ 積算担当者がすみやか| 作成して迅速化をはかる。

かについて検討。

に作業できる図面になっているか ず施工上の問題はない

積算について、正夜なものか、妥当な見積もリかを検討 .

F 設計変更の指示と残予算の検討 I F 現場からの質疑、設計変更をできるだけ少なくするよう

設計事務所の意志のみによる設計変更はないかの注意 |  主管局設備担当者との打ち合わせを密にするとともに 、

図面のミスをな〈すること 。

工事中に設計変更できるという安易な考え方をすてること。
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尾野雄三

生年月日 昭和 J5年 9 月12日

最 終 学 肢 昭 和39年 3 月

神戸大学工学部建築学科卒

業 歴

昭和39年 4 月 大阪市建築局審査謀、機

造の審査に従事

昭和45年 5 月 大阪市挫築局営絡部設計

謀、営終施設の設計に従事

昭和49年 5 月 大阪市建築局建築指持部

関係作舟1 自然史時物館

信太山老人ホーム

西成市民館

浅香束保育所( 地築 ) ほか

青 年 技 術 者 と し て の こ と ば Ｇ 官庁営締工目 ｉｾ に従 Ｇ ｉ ｾ する建

築校術者として設計 'JW，t 所に依頼して設計を進める場合、基本

計阿の段階から依頼する場合、実施設計ーの段階から依頼する場

合のいずれにしても、何が自分遠の使命であるのだろうか。

作品が建築専門家の評価としてすぐ札たものであればそれでよ

いのだろうか。 設計を進めるにあたって、施設の管理運営をす

る宇; の」工場、利用する者の立場を軽税していないか、 HII ; E 設計に

無王盟を強裂していないか、縮工段階での困郊に対する解決策を

持たぬ設計をしていないか、設計者としての問有の巧えに溺れ

ていないかということに注意している 。こういった与え方につい

て設計 Ｇ ｊ ｾ 務所と充分に話しあい、了解されているかどうかを確

認するのが自分遥の使命と考えている 。

すぐれた J1' fl 簡を受けても、管理運営者、和Iffl./'i の不満を解消さ

せるだけの説得力のない作品を残さないようにしたい。

すいせんのことば 北垣智造

大阪市における公共建築物の建設

を ｬｦｾ 進す Ｗ る 中 にあって 、 常に広い

似野にたち、級官な頭脳とたゆま

ぬ努力でまじめに仕事をしている

優禿な背年技術者却である 。
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立体駐車場

太田米治

1  はじめに

わが国の自動車保有台数は、 l121f 025年にはわずか40万台に過ぎなか っ

たが、 35年には340万台をこえ、 47年末には2，400万台に迫るまでにな っ

ている 。特に乗用車の保有台数の伸びは著しく、 35年の44万台から 47年

には 997万台へと、 12年間で20倍以上にもふえている 。 これは国民所得

水準の向上とあわせ、自動車のもっすぐれた機動性、高速性、快適性に

よるもので、旅客輸送に占める来} l J 1j¥の' ，li iJ 合は、 35年には、わずか 1. 4

%にすぎなかったのが、 45年には30%に達し、この間に貨物輸送の自動

車依存度は 15 %から 40%に伸びている 。

こうした自動車の普及とともに道路盤備投資綴は、昭和30年頃より急

激にふえ、 47年には 2 兆 1，408(fi 円と 10年間に約10倍となり、わが国の

道路網は急速に主主的された。

しかしながら、この急激なモータリゼーション化は、交通事故の急治、

都市交通の渋滞、さらには自動車の精造的な障害といわれる騒音 ・公害

問題が表面化される 一方、原油ショック以来の自動車価格及びガソリン

の値上り、取得税及び重量税の引き上げ等により、今年 t 半期の新車登

録台数 lま前年同期比32.1%減と激しい落ち込みを記録し、 “ 自動車は王

様" というイメージは、ひところより色あせたものになりつつあるとい

えるかもしれない。だが、自動車のもつ多くの利点、それカずE見花の経済

社会を円滑に維持していくうえで欠かせないものであり、われわれの生

活に不可欠の交通手段であるという事情は、ここ当分変わることはない

と考えられる 。

2  駐 車 場 の 整 備

わが国の都市中心部は 、 その繁栄と優越した地位とを持続するため ＱｾＮ

に活動を続け、また、自動車に乗って中心業務地区にくる人数も僧加す

る一方であり、駐車場は、重要な古Hl 市施設としてその急速な整備が要望

された 。 これに対処するため、都市における駐車純設の繋備に |均し必要

事項を定め、道路交通の円滑化を図り、都市の機能の維持及びI自進に寄

与することを目的として、昭和32年 5 fj 16日法律第 106号をも って駐車

場法が制定された 。建設省都市局の資料による都市計画駐車場等の経( i lii

状況は次表のとおりである 。

表 ー 1

35年度末 45年度末 47年度末

都市計画駐車場 1，313台 18，120台 25，283台

届出駐車場 9，908 "  124，429 .，. 184，869 ク

附置義務駐車場 2，830  "  123，997  "  199，213  "  

路上駐車場 6，576  "  793 "  1，767'， 

20，627 "  267，339 .，. 411，132 "  

自を動除車く保。) 有台数 (1:1 gdJ  2 輪車
2， 304， 501  "  18，188，680 "  23， 087， 487 "  

自動車 1 系7i 教台当たりの駐車場

スペ- ; t .

89.5  148.3  178.1 

この表の如 く駐車場は若々豊富備されているものの、交通の過程である

道路に関する研究に比較すると、交通の起終点である駐車場については

立ち遅れの観をまぬかれない。今年 6 月末現在で聖子視庁交通告1I が調べた

結果では、 Ａ ｾ ￼ｪｩｾ M23区内の路上駐車卓両は 1時1111当り約16万台て¥この

うち半数以上の 9 万 1千台が違法駐車である 。特に 23区全体では 1 日の

聞に l カ所で、違反駐車する車が平均 5 台なのに、自fl 心では 8 台に達して

いるといわれている 。

3  立体駐車場とは

部市中心部における駐車場の必ｾ性が ｉ 科大する 一 方、そこには駐車ｪＭｾｾ

に転用できる空地は少なく、またあ ったとしても土地の価絡が高〈、平

面のまま駐車場として使用することは 、経済的な函からも不適当であり、

そこに郎市空間の有効利用ということから Ur jW，1の立体化が開発され、

進展してきたものである 。

ここで、駐車坊を柿造的に分類して立体駐 'l iJ "JAの位置づけをしてみよう 。

表 - 2

駐車場一寸一路上駐車場 (道路の路面を利用 )

」ー路外駐車場一一「一平面駐車場( 地表平面を利用 、従来型)

立体駐車 ｪｊＯｾ Ｍ 一「 機械式駐車場

」 自走式駐車場

ヒ記のとおり立体駐車場は、機械式と自定式とに分けられ、自定式は

駐車スペースまで自力により達するという、いわば“ 従来型駐車幼" と

11乎ぶことのできるもので、ピル式、地下式等のほか、最近プレハブ式の

ものがI l 日与をされた 。

機械式駐車場は、 “ メカニカルパーキング" といわれ、駐車場の全部

文は一部に機械を装誼して、その機械のカにより、駐車しようとする自

動車を、駐車スペースに導き入れ保行する仕組みの駐車装置のことであ

る。

このu率装世については、駐車助法胞行令 (Ui J.f[J 32年政令第 340号)

第15条の規定に悲づき、その構造設( i liiの適否について建設大臣の認定が

必要である 。 その法令 ｼ 二の手続き等については・、キｬＮｾ数の関係上￭Ｂ ￬ 略する

が、以下建設省の認定規準による分類方式により各袋註について説明す

る。

3  .  1  垂 直 循 環 方 式

いわゆるメリーゴーランド方式のことで、調11長: い鉄塔の上下昔11に歯車

がとりつけられ、この歯車の閑にかけられたエンドレスチェーンの全周

にわた って等間隔に吊り下げられたケー ジ ( 車箱) に自動車を駐車させ

る方式で、歯車の同紙に従 ってケージも循環回転し、自動車を順次収容

するものである 。 自動車を装置に釆り人れる位百が最下昔11であるものを

下部乗り入れ式、装置の中間部にあるものを中 1m乗り入れ式、装置の最

上部にあるものを上部乗り入れ式という 。

一般にこの装置は独立した鉄塔内に組込まれる場合と、ピル等の建築

物のー告11に組込まれるものとがある 。 l 基の Flill! J車収容能力は20- 30台

である 。設問スペースとしては、間口約 6 m、奥行約 7 m、約42m
2

と，'1:¥
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入口のための空地があれば l 基- 設置できる 。

中 間 部 畏 入 式 上 邸 畢 入 式

図 - 1

3 ・ 2 多層循環方式

多数の搬器を 2層又はそれ以上に配注し循環移動する方式である 。搬

器はー列多層に配列され任意の 2府間の両端で搬器が昇降して層間の循

環移動が行なわれる 。

両端部で搬器が円弧連立すj により昇降するものを円形循環式といい、両

端古11で搬器が垂直に上下するものを箱形循環方式という 。 この方式では

装置内の搬器に直接自動車を乗り入れる場合のほか、装置を地下又は上

告11階層上設置してリフト等の昇降装置と組合せて使用する場合がある 。

減橋立三ご五五易

場観乙L 35 窓協

門 形 術 潔 式
箱 形 循 環 式

図 - 2

3 ・3 水平循環方式

多数の搬擦を 2列もしくはそれ以上に配列して水平循環移動する方式

である 。搬器の移動形態が円弧状であるものを円形循環式といい、直線

運動の組合せであるものを箱形循環式という 。

この方式では装置内の搬器に直接自動車を乗り入れる場合と、地下又

は上部階層に l 層文は多層に設置してリフト等の昇降装置を組合せて使

用する場合とがある 。この方式によれば、下図応用例のごとく地下でも

大規模な駐車場が設置できる 。

円 形 M ' "ぇ 箱形州 Ｓ 司，ｾ

図 - 3

3 ・4 エレベー夕方式

自動車を駐車収容する駐車室と自動車用エレベータとの組合せで立体

的に機成される方式である 。

自動車の前後方向に駐車室を設けるものを縦式、左右方向に設けるも

のを繍式、自動車エレベータの昇降路の円周上に駐車室を設けるものを

旋回式という 。

エレベータの搬器から駐車室に自動車を移すために特に搬送装置を設

40 

けたものと、自走によるものとがある。

設置スペースとしては、縦式の場合は閉口約 3 m、奥行約18m、約54

d 、償式の場合は間口約 8 m、奥行約 7 m、約56m
2

の敷地があれば l 基

設置できる 。

相 邑| 口|
回

図 - 5

縦
旋 図 式

式 償 式

3  .  5  エレベータスライド方式

自動車用エレベータと自動車を! 註車収容する駐車室との組合せによる

ことはエレベー夕方式と同じであるが、この方式はエレベータのかごが

昇降移動するだけでなく横方向にも移動する 。エレベータから駐車室に

自動車を移すために、搬送装置を設けたものと自走によるものとがある 。

また、自動車の格納方式により縦式と横式がある 。

一般的にこの方式は、大規模な独立した駐車場ビルとして使用される

ことが多い 。

|品目|

図 - 6

絞 式 ( 平 面 図 〉 横 式 く 平 面 図 〉

3 ・6 平面往復方式

駐車の用に供する搬器の群又は i駐車室を平面状に配置し、搬器の往復

移動により駐車を行う方式である 。搬器を間欠的に往復移動させて入居Z

を行うとともにその搬器が駐車室を兼ねる方式と、駐車室と出入口問に

搬器を往復移動させて入出庫を行う方式とがある 。

一般的に自動車エレベータと併用してピルの地下、又は上告11階層に組

込まれることが多い。

ド山凶

ｼ 義金ｾ ム 断 ｉｬｬｩ ｬＺｩ＼ ｬ
図 - 7

3 ・7 二 段 方 式

この方式は、駐車室を 2段にしたもので、簡易に床面を有効に利用す

ることを目的としたものである 。

機構的には、昇降式と昇降横行式に大別される 。昇降式は、自動車を

2段に積み重ねて駐車させるだけのものであり、昇降横行式は、下段の

自動車を左右にスライドさせ、上段の自動車をそのあいた部分におろし

て出庫きせることができるものである。この方式は、比較的に簡易であ

り、広範囲の駐車スペースに設置できるので、非常に多くの機種が開発



されている 。最近では、 3 段の駐車室が昇降することにより自動車が出

入庫できる多段方式が開発されている 。

仲 間 _t 昇 降 慣 行 式

図 - 8

3 ・8 方向転換装置 ( ターンテーブル)

自動車がその機構上、自力で方向転換のできない場所、例えば駐車場

内の率路の狭い曲り角や駐車場の 出入口に設置 し、自 動車 を乗せたテー

プルを回転させることにより、自由に方向転換 させる装置である 。

3 ・9 自動車用エレベ ータ

駐車場の車路と して専用する場合のエレベータの総称である 。昇降駆

動装誼の椛造に より、ロープ式、油圧式、チェン式、スクリュ一式等が

ある 。

抽 正 式 テ z γ 式 ロ ー プ 式

図 - 9

自動車 用ヱレベータ 町一倒

図 - 10

以上、 9 方式について説明してきたが、昭和48年度末までの機械式駐

車装置完成実絞は、次表のとおりである 。

代表的な機械 式駐車 ｪｾｊ といわれる垂直循環方式の設置分布を見ると、

北は旭川 から南は鹿児島まで 1，219基が設置され、地方別に分矧すると、

北海道 ( 43) 1，210台、東北 ( 36) 977台、関東 ( 594) 14，901台、中部( 157)

4，058台、近畿 ( 218) 5，668台、中国 ( 72) 2，064台、四国 ( 44) 1，3ω 台、九

州1( 55) 1， 490台となり、ほぼ全国主要都市に設置されている 。 また、建

設大臣の認定を受けた特殊駐車装置は、別表のとおりである 。

4  保守および定期点検

機械式駐車装置を常に最良の状態で使用するた めには 、定期的な保守

点験、いわゆるメンテナンスが必ず必要で、ある 。保守の内容や回数は装

置により異なるが、 1 カ月に 1 - 2 回行うのが普通である 。

昭和36年垂直循環方式の l 号機が東京に設置されてから 、ょうやく 13

年間という浅い歴史ではあるが、精進上の欠陥等による大きな事故は皆

無といってよいのは、適切なメンテナンスが行われているからであると

いっても過言ではない。 しかしながら、立体駐車場が全図的範囲にわた

り噌加しつつある現状からみれば、事故を未然に防止するためには、公

的第三者機関により機械式駐車装鐙を定期的に検査する制度を確立する

ことが、現在の一つの課題であろう 。

5  おわりに

最近、「大都市の中心部では、道路に比べてピル駐車場のスペースがア

ンバランスにふくれあがり、率ラ ッシュ 、交通渋滞の大きな原因とな っ

ている 。」というような内容の記事が一部報道された。たしかに超高層ビ

ルが建設されれば附置義務駐車場のスペースも広くなり駐車場も大規棋

なものとな って、周辺地域の交通i立が婚加することは事実であろう 。 も

ともと、「都市に駐車場は必要なのか。 それともあってはならないのだろ

うかりという議論は前々からあ った。 自動車は止まるために走るのだか

ら、自動車を都市内に導き入れる道路がある限り 、都市に駐車場が必要

であるということは当然のように思われる 。

しかし、それでもいろいろの意見が出るのが駐車場問題の特徴であり

難かしさなのであろう 。だが、現実は、違法駐車は都市中心の随所に見

られ、それが事故あるいは交通渋滞の大きな原因とな っていることも事

実であり、適所に計画的に駐車場が盤備されることは、都市再開発の大

きな 一つのポイントであろう 。

立体駐車場の建設にあた っても、都市空間を最大限有効に利用しよう

という経済的側面のみに着目するのではなく、そこから生ずる小さいな

がら Ｑｾ 重な剰余土地に、 ｬ 本でも多くの樹木を植え、都市の環境改善の

一助に貢献しようという心掛けもまた必要であると考えられる 。

(社団法人 立体駐車場工業会 事務局長)

表 - 3 年 度 別 償 繊 式 駐 車装 置完 成 実績

S .  49. 3.  30 調べ

; ; - - -一ーとき |ぉ
36 37 38 39 40 41  44 45 46 47 48 

ぷ口〉、μ三ふ』

垂 直 循 環 方 式

( 4  )  (12)  (34 )  (63)  (59)  (33)  (39)  (55)  (77)  ( 1l 3) (133)  ( 257)  (340)  (1219)  

68 236 688 1278 1268 752 9印 1298 1821 3129 3599 7046 9724 31857 

多 層 循 環 方 式
〆

( 4  )  (30)  (31)  (  7 )  ( 3 )  (10)  ( 14)  (17)  (10)  ( 28)  (154)  

64 734 898 147 93 246 399 438 226 708 3953  

水 平 循 環 方 式

( 1 )  (  6 )  (10)  (12)  (19)  ( 8  )  (21)  (22)  ( 99)  

18  152 210  321  447 196 610  522  2476 

エ レ ベ ー 夕 方 式

( 3  )  ( 8  )  ( 4  )  ( 5  )  (  1  )  (  1  )  ( 2  )  (  1  )  (  5 )  ( 3 )  (33)  

56 179 78 139  27 25 51  80 131  74 840 

エレベータ ・スライド方式

( 7  )  ( 2  )  ( 9  )  (  1  )  ( 3  )  ( 5  )  ( 3 )  ( 3  )  ( 4  )  (10)  ( 28)  ( 75)  

642 237  729 110  342 384 315  247 200 543 1821  5570 

平 面 往 復 方 式

(  1  )  (  1  )  

16  16  

段 方 式

(  1  )  ( 7  )  ( 2  )  ( 9  )  ( 9  )  (49)  ( 62)  ( 50)  (88)  (  187)  (120)  (200)  (855)  (1713)  (3352)  

4  28 8  34 31  182 168 129 202 457 371 670 1936  3870 8090 

dロh、
ai 

(  1  )  ( l l )  (17)  (58)  (82)  (152)  (129)  (107)  ( 163)  ( 290)  (269)  (362)  (1158)  ( 2134)  (4933)  

4  96 300 1543 1688 3052 1973 1761  2238 3240 4594 5103 10492 16719 52803 

プ レ
ノ、

プ 式

( 8  )  ( 8  )  (43)  (48)  (116)  

966 2444 71∞ 7391  17901  

(i.主) : (  ) 内数字は設置基数、数字は自動 ilI収容台数
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| プレハブ自走式立体駐車場 I  

フリー1'¥ーク

大井建興株式会社

、li H では 11フt > : で初めて、プレハブ工法による1 ' 1J : 式.¥1. ｦ 本 Ａｾｐ ｉ Ｑ ぬの ＱＱＱ Ｑ 発を

しました 。

II!{ 利4511'- 4  I1 の発表以米、建設コストの i出来なこと、工! 日lが短〈スマー

トなことて卒、 ｾｴ は北海道から、 ｬ 判は九州。ｼまで、全同で Ｑ ＵＰ ヵ所余を施行、

多11 Ｈ Ｑ 旬、ＧｲＮ ｦＪＡｾｴＧ ｊ￯Ｎぬでは ＱＱ 木 ー の実 ＤＡ Ｇ ｉ を後げています 。

・概要

プレハブ式組立工法 H12鋼と粍 lit コン クリート床版を現均でボ、ルト締

めしてキ11み ι てる プ レハブ工法。

規格化されたユニ ッ ト方式 すべて の Ｚｾｉｉ 材が合程的に脱絡化、単 一 化さ

れ、 .U 市スペースと 'II J t . i ' oが合均的に設，l I されたユニ ッ ト) ' j 式を採用。

l ユニ ッ トは、 15.5 mX 7 .3m (l 13 .1m
2

)  

自走式の駐車場 ｑ ｬＮの ｉｾ り、下りは、ラ ン プウェイ Ｈ 傾斜路 Ｉ による臼

心式、従 って、敷地の jit 少面干fi は22mX30m (660m
2

) で 4 ユニットラン

プウ ェ イが@ てられる 。

フラ y トタイプ ( 傑 準) とスキ ップ タイ プ ( 段途い ) があり、 4型地の状

況により、リフト併用タイ プもある 。

デザイン、外装は内由1 ' 1: { [ にできる 。

例 4 ユニ ッ トフラ ッ ト型

11者平面図

- 特長

(1 )工期が短い。 去工より 90円- 150円のスピード工法。

(2 )建設引が安い。率一 台当りの建設貨が一般建築方式! こ較べて約 弘、機

械式の ＪＯｾ ｾんのローコストである 。

(3)大規娘、多層階の建築が可能。 * 京I l 比谷の大阪ピ j レ駐車場は 8 階 9

層で土地の利用効率をア ップしている 。

(4 )維持符理費が安い 。 内定式である為、保守維持裂がほとんど不要。符

理 EE只も少なくて済む。

Ｈ Ｕ Ｉｉ ＨＧｩ 築、解体も零易 。 法定耐用 Ｑ￬ 三数 ＳＵｴｬｾ の竪聞な建物であるが、解体、

Im築も簡単である 。

(6 )敷地と頭金さえあれば、

政府建設資金調達や商社経由によるリース制度、延払い方式がある 。

- 用途

一 般有料抗 ＱＱＱμ ふ公ｾ［［｟［ ［ 駐車場、顧客用駐車均Ｈデパート、スーパ一、レ

ジャーセンタ一、商庖街) 、従業員専用駐車場、更に多目的な利用が可

能で、例えば、 1階を白 1i}J '11終 fliil 工期、唐古m、ショールームにし、 2 階

から l五 トーまでを. n 車場としたケースも多く 、 また駐車場+n'lJ 務所十底

市l i +ガソリンスタンドを組み合せた多目的ピルの実例もある 。

. 施 工 例

石原産業肥後続モータープール、 3 階 41胃

ダイヤモンドシティ藤井寺立体駐車場、 3 階 4 照

三越大阪立体，IH車場、 5 階 6 府

いづみやパーキング横潟、 5 階 6 屑

K T V パーキングピル、 4 階 5 層

大阪トヨペ y 卜立体駐車場兼整 (J1ii工場、 3 階 4 府

松竹パーキング及修埋工月ム 5 階 6 層

償須賀市小) l 111IT立体駐車湯、 4 階 5 層

福岡市役所立体駐車均、 3 階 4 層

小田原i ' ! i 営立体抗車場、 3 附 4 府

帯広市常中央立体駐車ぬ及びノ f スターミナル、 4 階 5 層

名古屋市営 ｾＧｉ 判外堀駐車場、 Ｔ 階 Ｕ 層

その他、全国で 1 5 0 余カ所の実絞を有している 。

3 2 0 台

3 7 0 台

1  4  0 台

4 1 0 台

2 9 0 台

1  4  0 台

1 8 0 台

4 6 0 台

9  0 台

3 0 1台

4 3 0 ム

1 6 8 ム

ダイヤモンドシテ ィ・藤井寺

多目的立体駐車場メ ーカー

。大井建奥様式会結

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄 1丁目 31番 41号 T E  L (052) 221 - 8441〒460

大阪支底 大阪市北区曽根崎上 4丁目 20番地 T  E  L  (06)  345- 4111 干530

東京支広 東京都品川区西五反田 2丁目 21 番1号 T  E  L (03) 494- 1611 干 141

支 底 仙 台 ・ 北 陸 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 高 松



! 二段方式・工レベータ一方式タワーパーキング I  

SPA促 . O. MATI C.

三協フロンテア株式会社

- 用途

・建築物附属駐車均

・ 自動車メーカ一、ディーラー展示湯、車偏芯ぬ

・一般駐車J易、等

- 特長

- アメリカ S P A C E . O. MA T I C社 特 許

・安全性

・構造簡素化による、 トラブル寡少性

・低コスト性

. i自圧述棟方式 5.5 K W1台の電源で数 10台まで 述棟可能

. スッ キリ したシルエ y 卜

- 構造

. S T型 スキ y プ式上下動二段方式建設大臣認定 No. 819  

.H 型 ノド平昇降式 二段方式

・ P 型 ピッ ト式 二段方式

・ H S型 昇降、償行式 二段方式

4シ

。

。

No. 835 

No.  836 

No. 711 

. エレベータ一方式 タワーパーキ ングシステム 建設大臣認定 No. 409 

T . H. P . H S 型は、油圧シ リンダーによる卜ラフの上下動を利用

したシステム

- 操作

. S T型、H 型、P 型は・レバーのプ ッシュ ・プルlqJ作

. H S型 押釦式 (光屯符使用による安全性チェ ック)

. タワーパーキング ク

圃主な納入先

・鹿.島建設 (株)

・(株) 大林組

・戸田建設(株)

・(株)竹中工務庖

- トヨタ自動車販売( 株)

・ 日産自動車( 株)

・(株) 本田技術研究所

. 仕様

- 詳細は資料御前求下さ い。

アメリカ S P A C E. O.  MA T I C  I nt ar nat ional社との技術提携

H S 型 (昇降横行式)

匂ｾ三協フロンテア株式会社
大 阪 支 I苫 大 阪 市 東 区 平 野 町 3 - 1  3  フ口ンテアビル

〒 541 T  E  L  06 (222)  0  3  5  1  (代)

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 3 - 6 山城第三ビル

干 101 T  E  L  03 (291 )  7  0  9  1  (代)

本社 ・工 場 千 楽 県 柏 市 新 十 余 二 5

〒 277 T  E  L  0471(31)  3  2  8  1  (代)



I HI 97- R- 司F:' ' ' .

最近では、駐車場の有無が、ビルさがし

のポイントになっています 。 これからの

ビル建設にとって、立体駐車場の設置は

絶対条件です 。IHI タワーパーキングであ

なたの未来を建設して下さい。

IHI 式力一リフト

優れた電動チェーン駆動方式の自動車用エレ ベーターです。昇 降路( シ

ャフト ) 外に機械室を 設註する必要がないため、スペースを有効に使

用でき操作も簡単です。

ｉｈｉ 式 ｊｾ ーキット

どんな立地でも、狭い土地を有効に生かし、装置の設誼が緩めて簡単

で、コストは低廉です。車庫証明は 2 台分とれます。

立地条件によ ってW型、 U 型、 S 型! の 3 種類がありま す。

IHI 式リフトパーキング

屋内、 屋 外を問わず設詑できるパーキング リフト 、建物 の天井等を 利

用する 懸架式と 、屋 t屋 外に独立して設世 できる自立式の両 タイプが

あり 、 いずれも据付 が簡単で安全装荷付です。

ｉｈｉ 式 ｊｾ ーキングリフト

ワンタッチ操作、 全てが簡単 な二段式筒 M駐車装5主です o

1A 5 付スペースは、ほんのわずか 、安 全袋位付です。

駆動日11が 1: 日目にあるため 、'1M:付 スペースが傾めて 少ないのが特長です。

IHI 式ターンテーブル

_.! _f本引 ，!i.Jl ，L 1也下院 '11均等、あらゆる抗 市場の操車作業を能不化 、抗

可1スペースを拡大します 。設;Ft 時のピ y トが浅いので 2 階、 3 階等の

'1 '1:11附にも "生川可能です。

駐車場の計画、経営、管理、設備、現地調査等、

豊かな経験と実績のある弊社へ

何でもご相談下さい。

合ワ - / ' ¥ーキンク

カーリフト

リフトパーキンク

Z

嵩

ミ

l

g

B

 

石川島播磨重工業株式会社代理庖

内外パーキング施設株式会社

大阪市西区京町堀| 丁目 32番地 京一ビル内

T  E  L 代 表 ( 4 4 1 ) 0 4 7 7



狭いスペースを最大限に利用できる

頃 ￸ｾ トトヲワ Ｍｊ ｴ＾Ｍｾ

. 特長

0 設備が安い

地下駐車場や従来のゴンドラ式に比べ、はるかに格安に設置できます。

O レイアウトが自由自在

地形や併設する建物に応じて縦型、償型、単式、復式と 、形式も台

数も自 由 にレ イアウ トできます。

0 構造が簡単

従来のゴンドラ式に比べると、 l 台ずつの 出入りの為、大きなトル

クが必要なく 、垂直、上下は 11- 15k Wのモーターで充分で、水平移

動の場合は l OOkgのトルクですみます。

0 ワンタ ッチ操作で O K

操作は簡単、全自動式で押しボタン 1 つによるワンタッチで車の出

し入れができます。又どの場所からでも短時間( 2 - 3 分) で出庫 で

きます。

0 アフタ ーサービスは万全

保守、故障のご相談はお電話一本で当社より 出張致します 0

. E S 2 型仕様

自動車寸法 4，70伽 m(全長) X1，70Omm(全幅 ) X l ，60Omm(全高 ) Xl，5∞kg(率重)

電 動 機 昇降11- 15k WX 6P /24P 償行0 .4k WX 4P

m 務i 動力回路3o200V50/60Hz  照明回路191 100V  5O/60Hz  

公 称 速 度 昇降20- 30M/min 微行20M/mi n

操 作 方 式 押ボタン式遠隔操作

か
」ー.'

自動2，OOOkg 床/ uj ロ( W)2，5∞mmX 奥行( D )5，6印mm

昇 降 路 鉄 骨 造

機 械 室

間口 ( W) 奥行 ( D ) おさ ( H ) 面 積

2950mm ω 0伽 m 2000mm 17. 7m'  

主 ロー プ

JI SG3525によるエレベーデ一同ロープ、直径 16mm37X 6 コ撚

保証破断力 14.1ton ローピング 2 :  1  6本安全係数 18. 9

綱 i ド 直径 640mm ( 主ロ ープ径の4Qf音)

そ ら せ 車 直径 570mm ( 主ロ ープ径の36倍)

備行チェン ピッチ 100m 保証破断力8.∞ton

エ ト ウ 式 オ ー ト タ ワ ー パ ー ク 代 理 底

特定建設業・大阪府知事許可 (特49) 第24756号

豊 和 技 研 株 式 会 社

- 型 式 の 一 例

o  E S  2型 〔倹式複列〕

間口 7 mX 奥行 6 mで l 基32台まで収容できます。台数当りの床面

積が最少で l 基のみの自立の場合に最適です。

- こ の ほ か の 型 式

OE S l 型 綴型単列

o  E  T  1  ｾ型 従型単列

主

O E T 2 型 従型単列前後程t

大 阪 府 豊 中 市 庄 内 宝 町 2 - 8  - 10  

T  E  L  0  6  (332)0471-4， (332)0512， (331)0919  

立体駐車場特集 1  



多段式駐車装置 1  

m1. 0附 開J- ¥KI " " SJ

P A R K  A C E  

西独クラウス社との技術提携による画期的な性能/

. 押ボタン操作で、上段、下段の車の 出 し入れが単独 に自 由にできます0

. リフ ト作動 は、電動油圧式ですから 、安全で強力 なうえ 、確実です 0

・安全装置が完備しています。

. 据付 も簡単です。

Ｎｇ Ｓ ｊ ｾ ー ク エース 〈 建段大臣認定第 Ｘ Ｓ Ｔ 号 〉 ＮｇＶ Ｍ Ｒｊ ｾＮ ー ク エー ス 〈 建段大臣箆定第 Ｘ Ｓ Ｘ 号 〉

ＲＵｾ 弘 一

200
1  

ピ ｹ トの隻ｾ 5. 200以上一一ー

J!.>MI.ーノ

ーーー一 5，525- ー一一一一一一

@  

製 造 販 亮 元 / 立 体 駐 車 場 工 業 会 会 員

二 宮 産 業 株 式 会 社

干 281 千 葉 市 長 沼 町 3 3 4 の 2

電 話 / 千 葉 ( 0472) 5 9 - 6  3  1  1  (代)

圃 ｇＶ Ｍ Ｓｊ ｾ ークエ ース 〈 建般大臣認定第 ＱＱＰ Ｑ 号 〉



E  
ＱＰ 数年米耐久性、統的性、安全性、ｾＡ聖公 Ｚ ， ｉｾ 、省力化、土地の最大利用、

そして組内l t 1 ビルJT1等々予 fl[ tされるあらゆる条件について検討した結米、

エレベーターをＩ，ｾ礎とした立体駐 Ｇ Ｑ Ｑ 坊の開発に努め、 日 本特 許 六 件 、 ア

メ リカ合衆国特許および英国特許各一件 を獲得しております。

・用 途

ミヤチオートパークはその用途に応じ A 型、 B 型、 C 型 ( 地下専用 ) の

Ｉ，ｾＴＺ仰があり、それ苦手の変形あるいは組合せにより「土ー升、金一升」

の」二地を故大| 浪に治汗! するに*i 盛であります。

掴特 長

(1)耐久性 エレベータ一万式の機構で設計されているので、 40年 - 50

年の命数が期待できることは、人 j羽エレベーターの歴史がこれを実証し

ております。

(2)経済性 ー Ｉ，ｾの給納台数が多いので処設 Ｑ Ｇｩにおいてず［当 ＱＩ 単 Ｑｩｬｦｩ が低

〈、ランニングコストの大部を ，li める動力 ;I ' i は極めて安1111i であ 1) 、また機

fiYi J'. 、1;:1 に- fi のみを M<せ舛|除するので、 illld: は自 A ともで 2 トンあまり

て作Ｚ粍が少なく、 ￬￬Ｇｪ 粍， ＱＷＱ の取を ｆ えも少ないため極めて経凶 Ｈｬｾｊ てＢあります 。

(3)安全性 エレベーター )JJ'.¥てゆあるため l当動 '11の術ゆれ等がなく、ま

た、大部分の機怖が機械をとリフトに |λJI泌されているため、保守 I，I!: 検作

業が安全かつ効本的で、この安全性は過去10数年米の' A 紛がこれを災証

しております。

Ｈ Ｔ Ｉ 土地の ｩ 院大イ ｉ 会 ｾｊ 平 ＱＱｭ ｊＡｩￌＧ Ｎ Ｇｉｉ 坊の出入口 ｾ￬￭ｪ ) i に ( IwりIJ 'ドが有効に待機で

きる ljij l師空地を設けることを義務づけられていますが、ミヤチオートパ

ークの A 2 1¥'1、 B 2  Ｇ｜ｾ ＼ 手は民 ｈｕｾｪｬ 主 ｬ 古 ＱＱ の ＧｬＨ ｬｩｉ｜が時 ￭ｪ ｛ ｬｊ ｩ 宅地と比 ｩ 依されます

ので、 一 台当i リの土地代はメリーゴーランド )j 式のがJ半似て許すみます。

(5)ri ::J J 化対策 駐 'Il みの発行から料金計算、その記録の日計、月計笥ー

まで Ui 総な作; tーを光全にi ' I 動処ＮｦＡ ｬｬ し、ｾｾ旦 ｉｉ に当る人只を Ｑ｛ 止少阪に圧［ￍｬ ＨＱ し

ています。

日 本 特 許 六 件 ア メ リ カ 合 衆国 特 許 英 国 特 許 各 一 件

- 構 造

中央の特殊リフ! の封降B告をはさんで前後( 又は左右) に一つないし三つ

の ｬ ｬ ｉｾ が設けられ、二つ以上の ＡＱＱ 室のあるものについてはリフトの ｈｉ 泳

中に自動車を，1在せたノ、レ ッ トがリフト内で移行しながら所定の| 筏1Mにilli

ばれ、所定の !11釜へは搬送装訟により絡納されます。 これらは総てリモ

ートコントロールの全 1<1 w7J 方式であります。

. 操 作

一階に待機するリフト上のパレ ッ トに自動ι11 を釆入れて、逆転者は 41外に

出てドアーに地錠、操作人は. 1 ' f I ボタン操作により、所定階の所定の車室へ

無人で- i ! [ 鎖式に絡納します。J品作盟主には五台分まで続いて指示できる記

憶装置が内政され、料金計算機と- i ! [ yi) j しております。

. 寸法及び仕様

(1)平岡寸法 A 型 ( 左布絡納 ) 間口 6. 6 mX 奥行6.6m

B'¥!i ( 前後桁納 ) IHJ U3. 3 m X 奥行16. 5 m 

B 絞型( 同上各1; 皆凶行桁納 ) 間口 5.5 mX 奥行16 .5m 

(2)椋準収谷台数 A i _ti単式
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B 型単式

B  ｾｾ抜ず

B 型三式 69台 地 上12階

(3)昇 降 速 度 毎 分45 m- 60 m 

(4)出入hI I 時間 平均 ＵＸ 秒Ｈ標準 ｊ｜ｾ ＵＴ 子＿の場合Ｉ

(5)屯動機 A  製単式 B 型 1[1式 22KW 

A - 2 i_ti B - 2 型 30KIV

昇|峰させる; f l ' l ll&重量は白動 !11一 行分て' あるのでづ立力料金は極少て"i! 守みます。

(6)操作方式 jl [ l ボタン無人法隔操作

(7)消火装置e 1共同長ガス |土|動的 U:ii 'i火

(8)野 報 装 也 J Iニ常符事11装世十j

設 計 ・製 作

画⑤ 釘 宮 地 銀 互 所

立 駐 部

立体駐車場販売

15年リース代行

手怠 イ ｾｉ 里 ｬ 苫

株 式 竺 堅固 . ｾ＠

会 社 逼 . . --rr-.-
本 社 名 古 屋 市 中 区 大 須 3 丁 目 24 - 24 〒 460

T E  し く 0 5 2> 2 6 2  - 1  7  1  1  (1'"¥:) 

東 京 営 業 所 中 央 区 築 地 2 丁目 7- 12 ・15 山 京 ビ ル 806号 室

T E L  <0 3>  5 4 3 - 9 5 3 5  

ミヤチオー トパークサービス鮒



5  

建込み杭について

員 戸 俊

1 . ま え が き

近年，建設工事に伴う公害問題が社会問題化

し，とくに昭和43年に施行された騒音規制法が

制定されて以来とみに関心が高まり，同時にト

ラフツレの発生皮も念、に多くなってきている。

建設工事のうち基礎工事中 lζ 発生する騒音 ・

振動による トラブノレの占める割合は大きく ，ま

た実害も発生している。 ζ れに対処するため各

種無音 ・童話振動基礎工法の開発が進み ，多くの

工法を生み出している 。乙れ らの工法のうち ，

くいに関するものは大別すると 2 つに分けら

れ. 1 つは ，アースドリル ，ベノ トなどによっ

て代表さ れる場所打ぐい工法と ，建込み( 埋込

み) 工法のような既成 コンクリ ート ぐい ，鋼管

ぐいを用いるものとに分けられる 。

表題の建込みぐいは一般的 IL は埋込みぐいと

呼ばれている ものであり ，乙乙で述べる内容は

正確には既成ぐい建込( 埋込) みぐいというも

のである。 ζ のような工法が最初に用いられた

実 1

基 本 型 式 補助型式

のは案外古く ，すでに昭和29年に実施例第 l 号

があるが，やはり急速に増加 したのは昭和40年

頃か らであ る。

2. 工 法 の 種 類

建込みぐい工法をその施工法( 掘さく法〉に

よって分けると 表一 1 . 図- 1のよう fCなる。

建込み工法は〔基本型式) +  ( 補助型式〕に

よってプレボ ーリ ング( 先行掘さく) して その

掘さく 孔中にくいを建込むか，まずくいを建込

み中掘りなどによってくいを沈思さすかであ

り，さらに〔補強型式〕によってくいの支持力

の増大を計るものである。現在用いられている

主な工法を表- 2fζ 示しておく 。

3. 建 込 み ぐ い の 長 所 と 短 所

1  ) 長 所

(1) 騒音 ・振動が少ない 。

(2)  地中でのくいが轡曲 ・折損の不安が少なく

なった 。

(3)  大口径および長いくいが施工できるように

なった。

2 ) 短 所

(1)  掘さく形式で施工するため ，施工に伴って

地盤のゆるみを生じ ，摩擦抵抗を減ずるととも

に， くいの先端地盤強度を低下させる。またと

れを補 うために打撃工法を併用する場合がある

が，条件によっては材料に危険性を与える乙と

カt ある。

(2)  施工管理が一段と難しくなるとと もに施工

能力も低下する。

なとゐ〉ある 。

いずれにしても騒音 ・振動が少なくなる ζ と

が最大の長所であり ，それ以外の要系はどうし

てもマイナスとなるのは止むを得ないとと であ

る。

補強型式

工 ，圭 名

4. 建 込 み ぐ い 工 法 使 用 上 の 問 題 点

1  ) 建込みぐい工法にも前記のように多種多様

のものがあるので，その工法の採用 K 当たって

は十分工法の施工ポイントやメカニズムなどを

把握 しておく必要がある。ややもすれば相手ま

かせという乙とが多くなるが，乙れも施工者が

十分安心できる者を選ぶ乙とが条件であり ，乙

れを忘れては窓味がないど ζ ろか危険 ・失敗を

伴うものである。

(2) くいを安全に施工する重要な条件に地盤の性

状を把握しておく必要がある。分かり切った 乙

とではあるが，建込みぐい工法のような場合，案

外支持屈の確認には困難を伴う乙とが多い乙と

もあって ，地盤調査とくに支持庖の出現位置 ，

厚さ ，その土質工学的性質を一段と明確に して

おく必要がある 。そのためにはかなり調査本数

を多くし調査密度を高めるべきであろう。

3 ) 工法は多種多様であり，また開発時点も比

較的に新しいため ，一つの工法と してはとうし

ても施工実績や経験が少ないのは止むを得ない

が，とくに支持カについては一般の打撃工法に

比べ施工技術および地盤性状が影響する度合が

非常に大きいため一般的に乙れらを度外視して

支持力を論ずることができないため，各工法の

支持力 lζ 対するメカニズムは十分検討しておく

必要があろう 。

5. あ と が き

建込み工法は今後公害防止上からも比較的中

小規模の建築物にと って手頃な工法であり ，全

建築数のうち割合の高い乙れ らの規模の建物Jの

需要を考えると ，乙れか らも 数多くの新工法が

開発される ことが期待 されるし ，また乙の分野

の健全な発展が望まれる ものである 。

( かいと しゅんい ち 大阪市港湾局技 術部主粋)

表- 2 建込みぐい埋込み工法一覧表

式 ! 1南 助 型 式 | 情 強 型 式

iまれ「プレ卜J JF式「 Tiif: 乙7下;f

1  L ウォタ ージヱ ツト 」打繁 」包括材注入

l 中! l ! 式

アサノ式ジヱツ ト圧入工法 j  i..... .  ^  J J ; t ｬ ［ｬＧ ｾ＠ 1圧 入 打 撃11王 入 ・打 撃

I(ウォタージェ ット)

l i r/-

ｾ ，ｾ＠

ト中揺方式 一一一ー一一一一一ー---，ー オーガ一 一一一一一寸一 打摩

l  l  t圧入
目 て ェット 日 … ッ トウォ? - . ・ l  

回転パケ ット 打事 」固結材注入

圧入方式 l  オーガ一一一一一一寸一打繁

白 トウォタ ージェ y ト 」国結材注入

決 1;1 lセノ ノト ミルク i l 入I 法〕町系統 L 打務

くい

プレポーリ ジヱット ・リ

ング方式 フタ一方式

48 建築と社会/ 1974年 11月号

N  S 式ジェッ ト工法

NC式沈殺エ，去

プレボーリング式 ，.-:- "' ＮＮＮＮＮ Ｎ ｾ＠ I  

I  Ｈ ＿ｾＧ［Ｍ［［ Ｎ［＠ ;;1圧 入 打 草| 圧 入 打 怠Ｈ ウォ Ｙ ージエ ｹ ト Ｉ ｉ Ｇ ｾＢ Ｂ ｾ ｉ＠

i プレポーリング式 1 • . ， ， "  Ｎ ｾ，＠ 1  

|ヘントナイト注入| 圧入

(パケ ット) 1" " "  ， ｾＢ＠ I  クリー卜

中 ! l ! 式 1 ｾ＠ ，1  

、・エy トーリ 7 7--，/ ¥イ リングヱ，去 |圧 入11王 入

(ウォ 9 ージェ ット) ｉＧ ｾ＠ "1 

中! l ! >t 

スパイラル オーガー工法 i 打

( 連続オτガー) 1  

摩|打 撃

中 ! l ! 式

(連続オーガー)

竹中式オーガーパイル工法

竹中式ソイルパイル工法
|プレポーリング式 |

(先端オーガー)

一 |モルタ Jレ，王入

|プレポーリング式 I ，...，.."'， .... ."' ， 
セ〆ント ミルク，主入工法 l '  ， ｾｾＮＺｾｾ＠ ' ;_.  ' ，" 1  J王入人 打 繁! セメントミルク ，主入

1  ( 連続オ ーガー) I'..l../''''' JJ""" I  

|中! l ! ＾ｴ ｬ ＮＮＮ Ｎｾ ｾ＠ ｾ＠ 1  
T A I P工法 1;..... _.... 1.0: ｬｾ ｾ＠ I先端オーガ ーl モルタル，主入

I(ウオタージェ y ト) 1  '"  ｾ＠ .， "  1  

J  _  J パイル工法

ドーナツオーガー工法

中 ll! 式|先端オーガー ，1

1  ｾ＠ -::.， ，，"_ : 1セメ ント・ミルク，主入

(ウォタージェ y ト)1エアーリフト a

中 沼 式|

1I王 入|セメント ・ミルク注入

(連続オーガー) 1  
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デッキ プ レート [ζ 取り付ける

インサート ハ ンガー・

吊ボルトの取り付け方

とその問題点

千 葉 典 男

最近の建築物においては工事の規模の増大， これらの取り付け方はおもに( 1 ; - ③において

高層化，工期の短縮，省力化，工事費の増大など， は，ドリノレでデッキプレ ート に孔をあけ，溶接ま

工事施工にあたり ，種々の困難な諸条件が多く たは接着剤などlζ より完全に固定する 。また ，

なってきている 。また，安全面 ・能率面からみ @) @においては ，デ ッキプレート にドリルて・孔

ても高所作業による安全性と ，作業能率の優位 をあけたのち ，イ2ノサート をうちとむ乙とによ

性を確保し ，工程工期 1(. 悪影響をおよぼさない り，インサ ート の，ばねの力をはたらかせて完

ょう，総合的に把握し，研究しなければならない

乙とは ，いまさらのべるまでもないであろう 。

乙れらの観点から研究開発された結果，デッ

キプレート捨型枠 R C床版工法( 図一 1 ) が政

近 ，広範囲に採用されるようになった。乙の工

法は鉄骨建方と並行し ，梁上 iζ デッキプレート

を敷き並べる乙とにより ，早期作業床設置の条

件を充たし ，乙のデッ キプレート を捨型枠とし

て使用され，鉄筋 コンクリ ート 床版を形成する

ものであり ，電気工事および設備工事をはじ

め，各業種 lζ 対し工期，能率，安全などあらゆ

る面lζ 有利さをあたえている 。

図- 1デッキプレート床

管 支 持 装 置 の 種 類

管支持装置の種類を大別すると，

1  ) 配管系の重量を目的とするもの。 ( ハンガ

ーおよびサポ ート という) )  

2 ) 配管系の熱膨張による動きを拘束したり ，

制限するためのもの。 ( レス トレイ ントと

いう〉

3) 上記以外の外力 ，たとえば振動，地反，風

圧 . 71 < 撃などによりお乙る ，配管の移動を

制限するためのもの。 ( プレースという)

などに分類される 。

イ ンサ ー トハ ンガ ーの取り付け方と

注 意 点

デッキプレートに取り付けるインサートハン

ガーは，従来の木製型枠の場合と異なり ，型枠

を解体しないため市販のインサート ハンガーを

そのまま使用する乙とが困難であり ，いろいろ

創怠工夫して使用されている 。その例を以下に

説明する( 写真参照) 。

写真①③は ，従来のインサート にあらかじめ

両端におねじをきった丸鋼をねじ乙んだもの。

写真②はおねじをきった丸鋼を L 字型に先端

を曲け‘デァキプレートとの止め座金を設けたも

の。写真④⑤はとくに デッキプレート 用に開発

され，f，こインサー卜 である。

その他，重量が軽く ，移動や外力のかからな

い，部分の吊金物としては，ピアノ線や番線な

ども使用されている 。

全 lζ 固定するものである( 図- 2 )  

図- 2 デッキプレート用インサー卜例

支持点、の設定

支持点を決定する場合は配管図を作成し ，他

業極とのとり合い打ち合せを行い ，パイプライ

ンを決定しなければならない。その後，管延長

距離，材質，内部流体の種類( 重品) . 温度，圧力，

保温材のかさ比重，フランジ ，パノレブの重量，

配管系の移動E ，反力 ，モーメントなどを考慮

し，決定する 。

乙の場合の注意点として ，配管系の両端末の

近くに支持点を設ける乙と ，また ，パノレフe や霊

直管などのような集中荷重のある近くにも設け

る乙とが必要である 。支持間隔は ，配管の自重

のたわみによる過大応力の発生のないようにす

る。支持間隔については，仕t襲警などで乙れら

の点、を考慮し決定されているので参考にすると

よい。支持間隔が規定より大きくなる湯合は ，

適当に支持用の吊金物が必要である 。また隣接

の配管，機器などに も十分チェックし設定する

ζ とカまのぞましい。

また ，ハ ンガーの荷重変動率は支持点、を決定

するに必要であるので，以下lζ のべる 。

配管の垂直変位前後における支持力の変化を

荷量変動率といい ，つぎの式で表される 。

J; V，， - W， 

荷重変動率 v =ーム ー::.!:_ ( 必)

W"  

W九運転時支持荷重

Wc 冷問時支持荷重

待重動率を何% にするのがよいかは ，配管系

の仕様( 寸法，材質，温度，圧力) や機器接続

点の条件などにより左右されるが，現在一般に

広く採用されている値は20- 2596であり . A S  

A 規格でも最大259ぢとされている 。

重量考図書 r配管」丸善株式会社

( ち ば ふみお 三機工業阪大阪支活水道衛生 部技術諜技師)
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T CF 工法の開発と実施

( 大型型わく板リフトダウン工法〉

金 谷 健太郎

麓 勉

1. 概 要

最近，建設労務者の不足および技能の低下に

伴い，従来 S R C造およびR C造で設計さ れて

いた中高層建築物に対 し，S 造( 鉄骨造) が採

用されるよ うになってきた。

S 造を採用 した 場合の メリッ卜としては，

1  ) 大工およ び、鉄筋工を中心と する躯体技能工

の低減 ，2 ) 工期の短縮， などが挙げられるが，

半面，コ ス ト面で割高になる傾向があ る。乙れ

に対 して，S 造の場合の コス トダウン可能な部

位 としては，床および壁が挙けられるが，乙の

うち施工方法で対処できるのは床 といえる。一

般的 le S 造の場合の床築造工法としては ，デッ

キプレー トまたはキース 卜ンプレート を捨型わ

くとして使用しているが，乙の方法では割高に

なり ，かつ鉄筋，設備用配管および型わく材な

どの揚重に対する リフ トが必要となる 。また S

造の場合の床鉄筋工事は ， その数置が少ない

ことおよび鉄筋工の不足により ，工事の進捗

IL支障をきたしている場合が多い。T C F工法

(T AKENAK A  Cycl e  For mwork  Process)  

は，以上の乙とを勘案 して開発された特殊床工

法であり ，構造躯体の床築造と同時に ，鉄骨，

鉄筋および設備材を揚霊する揚i重機という多目

的を満足した床施工法である 。

2.  T  C F 工 法の施工方法

T C F 工法は ， 1枚の床大型型わくを多庖階

の床板工事 lζ 繰り返し転用できる "床板型わく

回転工法" で，S 造などのように ，主要構造部

( 床板を除く) が先行して構築される場合に効

果のある工法である 。また同時K 揚重機として

の役割もある 。T C F 工法の概要を施工順序ど

とに示す と， 以下の通りとなる 。

1  ) 主要構造部の鉄骨( 柱および大梁他〉を トラ

ッククレーンで建方し ，絞鋲および溶接する 。

2 ) 全天候作業とするため ，まず段上階の床を

デッキ プレート 型わく工法でれ設する( 構造チ

ェック必要) 。

3 ) 地上 ( 作業階) において，合板， 1型鋼，

ミドJ レガーター，チャンネ J レなどにより ，幅6

- lOmX 長さ 15- 20m ( スパンにより変わる)

の大型型わくを製作する 。

4 ) 大型型わくが完成したら ，型わく剥離弗j を

塗布する。その後，鉄骨小梁( 型わくを大型化す

るため ，鉄骨小梁は大型型わくで揚重し取り付

ける) の配置，メッシュ筋による配筋および設備

配管などの作業を行う 。鉄筋工事はメッシ ュ筋

を使用しているため，土工で配筋が可能である。

50 建築と社会/ 1974年11月号

5 ) 先行施工さ れた屋上床K 据え付けられた 4

台のウインチ (5.5kw) により最上階までリ フ

トアップし，鉄骨小梁を取り 付けた後，特殊固

定金物により ，鉄骨大梁に固定し ，コンクリ ー

トを打設する 。

6 ) コンクリ ー ト打設後，所定の養生期間をお

いて，大型型わく を地上に降ろし，再び‘ 鉄骨小梁

配置 し， 鉄筋工事および配管工事を行い，次の階

(最上階一 1 )に リフ トアップして コンクリ ー ト

の打設 を行う。以上の作業を繰り返して，上階か

ら11頁次各階のコ ンクリ ー ト床板を施工していく

方法であ る。図ー 1 にその図解 したものを示す。

周囲 1; キースト

プレ ー トH . 会，

P  C岨 取 付 11のた

めの 足場 と拡る

勺か

酎

l

F
多

「

--r

は

次

岨

既

p

u

r
h
 

p

上

p  ｃ ｾ 宜 スト γ クヤート
2! 笛先行打投

.図ー1 ｔ Ｎ ｃｾ 工 法 ｀ 概要 Ｈ 広 島 マ ル チピル 新築 工 事 Ｉ

3. 広 島 マルチピル新 築工 事 実 施f91J

3.1 概 要

広島マルチビノレK T C F工法を採用した。乙

の理由は ， 1 ) 広島地区における 領体労務者の

著しい逼迫，および，2 ) 敷地いっぱいに建物

が計画され，したがって建設用リフトの設置場

所がない等の件であった。乙の主旨 le基づき ，

設計段階よりT C F工法を採用するという乙と

を前提 とした生産設計および施工計画を実施 し

た。その結果，建築主の要求された空間配置お

よび予算を満足しながら ，地上をすべて S 造と

し，その柱配置も 1 ブロック 6 X 15mとなり ，

T C F工法の実施が可能となったわけである 。

以下にその施工計画と実施結果について記す。

3.2 工事計画と実施

図- 2 iζ 示すように敷地いっ ぱいの建物であ

るため ，メッシュ筋のストックヤ ー ドおよび電

気配管パイプの加工場は l 階を使用する乙とと

した。したがって T C F工法型わく 架台を 2 階

床上で組み立て ，9  F - 3  F のスラブを T C F

工法で施工する乙ととした。また平面的には事

務室部分の 3 スパンを T C F 区分とし ，他はす

べてキー ス トンプレー トを使用した 。施工手11鼠

はほぼ前記 "2. T C F工法の施工方法" に記し

た通 りである。なお l サイク J レ( 1 タク ト) の

日数は 7 日間とした。

写真一 l 吊上中の床大型型わ く

E  

D  

c  

B  

A  

図 2

3. 3 施工結果

施工結果，以下 lζ 示すようなメリッ トが得ら

れた。

1  ) 省力化 今回の工事に要 した作業人数を他

の工法と比較して表- 1K示す。また表- 21e

歩掛を示す。

2 ) コスト ダウン. 今回の場合の コス トは，

2，330円/ rrf であり ，表- 3K示す どと く他Iζ 考

えられる工法と比較して，コ ストダウン となっ

ている 。

3 ) 工期の短縮

4 ) 安全施工

表 - 1 作業人数の比較

|  ! t  モ 工 連 | 名古屋

T C F 二法 t J  

官 官三 テ J キ キ ス ト ン 1T  F  M工法

サ ホ ー ト 7 レ ー ト プ レ ー ト

主計日附の 1 36人 F 84人 F 60人 F 62人 F 1  岨人 F

壬 二 人 員 1 0" '" ". "  ""'" "" '" 

歩 掛刻州 山|同恥川日引川l口3臥 い川払U 貯叶10. 311人 附 日 2包2以川川wつ叩中10

ド
0.2

Ｎ ＮＱ れれ山 ｨ以ｾ ｾＮて［汁 ￭ｲ 日 ｺυＢ た 「じ ｆ ｟ｉＮ，Ｉ、力 Ｑ肌 ｬｾμｻ しい手リ Ｑ氾 正 と， Ｎ フべＺＮ I:i.伏人

表 2  各種床工事における躯体エ歩鉛

|丁目ば
i  

工 法 サポート

歩 掛合 I0 即

;圭

0. 066 

2. 108円

90 .5  

4. あ と が き

以上，中高層建築物の床省力化工法である T'

C F 工法の概要およびその実施例である広島マ

ルチ ビル新築工事における施工例についてあら

ましを記した。T C F 工法は単一工による床施ー

工を最大のメリッ トとするものであるが，その

他省力化，工期短縮およびコストダウンの十分，

成算のある工法といえる 。また特に市街地にお

いて敷地いっぱいに建物が建築される場合など

には，建設湯重機の機能も発揮するととができ

る。 しかし T C F 工法を採用する場合には，設:

計段階からの生産設計が最も重要であり ，今後ー

乙の工法のシス テム化を;検討する必要があると

考える 。i かなた に けんたろう 限竹中工務庖工事部 l

I ふもと つとむ 同 よ 11  
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工業化住宅性能認定にお ける音 に関する性能試験に つ いて

ｾ ＱＮ 序

工業化住宅性能認定規程が建設省告示第2031号として ，昭和48年 10月

4 日付で告示されている 。この制度は住宅を購入しようとする者に対し

て，主要な工業化住宅の性能について適切な情報が得られるようにする

ためのものである 。住宅性能は ，住んでかなりの時間を経過した後，判

明する乙とが多く ，乙れがトラフツレの原因となっている 。そのため ，鱗

入前に性能判定のための資料を提供しようとする乙の制度は ，住宅の購

入者および生産者からも注目されるようになった。

認定規程では ，EI 産態勢のできあがっている一般大衆向きの工業化住

宅に対して，その生産業者の申請により ，建設大臣が性能の認定を行う

乙とになっている 。認定の内容は ，構造耐力 ，防火，転落防止等の安全

性能，開放性，通風性，熱，音に関する居住性能 ，防錆，防腐 ，防蟻，

防J]<. ，排水等の耐久性能であり ，これらの性能の検討が行われている 。

建築基準法は建物が義務的に守らねばならない最低限の性能の規準を

示しているのに対し ，乙の工業化住宅認定規程は ，建築基準法lζ 適格な

ものを ，さらに性能によってクレー ド分けをし表示を行うものである 。

すなわちこの制度の確立により ，住宅の生産者および購入者の住宅! こ対

する新たな認識を深め住宅の発展的な向上を期待するものである 。

今回の報告では ，各性能のうち ，とくに音1(. 関する性能について ，そ

の試験対象の選定方法，測定方法等について記述する。

ｾ＠ 2.  試 験対 象家屋 ，部 屋 およ び部位 の選 定

音響性能の認定を行うに際してまず問題になるのは，どのような家屋，

どの室のどの部位を測定の対象とすべきかという ζ とである 。

そ乙で測定対象とする家屋は家具調度品 ，ジュ ータン ，カーテン等の

ない ，すなわち竣工直後の家屋のものから抽出する。外壁や間仕切皇室お

よび界壁等の音響的性能が最高，標準，最低と考えられるものから選ぶ。

なお，その家屋に仕上げの程度による相異のある湯合は ，それぞれの家

屋ごとについて行う。試験対象室および部位の選定に当たっては ，いわ

ゆる外見上の仕上げの程度や家屋全体の総合的な音響性能の程度からで

はなく ，外壁，間仕切壁，界壁等の各項目どとに意響性能の試験データ

ーが得られるように配慮すべきである。

外壁の遮音性能の測定に当たっては試験対象家屋の居住室の無関口外

壁面並びに関口部を有する外壁面 とできれば屋根面についての測定を行

う。また間仕切壁等の遮音性能測定では，原則 として間仕切壁等によっ

て隣接する寝室( 和室等の容易に寝室となり得る諸室を含む) 聞につい

て，また押入，物入等の付属 した間仕切壁あるいは廊下や他の諸室等を介

しての寝室間，並びに 2 階建の場合においては上下の寝室相互聞を測定

対象とする乙 とが望ま しい。長屋等の界壁については，建築基準法におけ

る遮音上有効な構造の平面的に相隣接する隣戸室間はむろん，直上下あ

るいは斜め上下の場合並びに押入，廊下等を介するものについても測定

すべきである 。同じく長屋等の床の衝撃音の遮断性能についても界床ま

たは界墜に接する 2 階の居室お よび廊下等 と隣戸の l 階の居室閉すなわ

ち直上下室と斜め上下方向室 ，並び]ζ 水平隣接室閣について測定する。

静ひっ性能の測定は標準的な付帯設備 として設置される換気，排気，

空調設備等の換気設備について測定する乙 ととされている。

部内

広

一

閣

内

スピー カー

音源装置

→ - 1  U'1l'託行 主l

第 1図 外壁の遮音 性能測定

受音装置

音源装: i

第 2 図 間 仕 切 竪 ， 界 史 の 遊音性能測定

受音装置

i J l 築と社会/ 1974年 II 月号 51  
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第 1表 工 業 化 住 宅 性能毘定技術基準

3  5 以 上

満

一

未

一

5

-

q

'』

-

活

必

一

喝

様

3

-

a

 

1  5 以 上 I 2  5 未満 2  0 以 上 I 5  0未満

5  *虫 l  日以 上 I 2  0 未満

間仕 切 壁 等 の 遮 音 性 能 | 界 壁 の 遮 音 性 能 | 床 衝 型車音 の 遮 断 性 能

( 遮音量 d B )  ( 遮音量 d B)  I  ( 床衝掌音量 d B )  

5  5 以 上 I  5 日未満 I  3  5 未満

ど 以 上 I3  5未満 3  0 以上 I5  5 未満 5  3以 叶 5 0 以上 5  5 未満i I  3  5以上 4  0 未満

2  0 以上 I 3 0 未満 2  5 以よ I5  3 未 満 5  0 以上 I5  5 以上 6  0 未満 4 0 以上 4  5 未満

一 一
6  0 以上 6  5未 満 I 4  5 以よ 5  0 未 満

4  5 未満 4  0 以上 I 6  5以上 7  0 未満 1 5  0 以上

ｾ＠ 3. 測 定 方 法 お よ び 測 定 条 件 に つ い て

外壁の遮音性能の測定K_当たっては J IS案の "建物の現場における窓

の遮音性能の測定方法" において「窓」とあるのを「測定対象室の測定

対象外壁面」と読みかえて測定するものとする。

長屋等の界壁および間仕切壁の遮音性能については ，J IS A - 1417  

"建物の現場における音圧 レベル差の測定方法" IL準じて測定する 。床

の衝乱罪音遮断性能では J I SA一1418， <<建物j の現場における床衝撃音レ

ベルの測定方法" によって ，また静ひっ性能では測定対象室内の平均騒

音レベルを前記の J I SAー 1417および JI :3 Z  - 8731  '等に準じて測定す

る。そ ζ で外壁および界壁や間仕切壁の測定方法を簡単に図解 したもの ・

を第 1図および第 2図として示した。

一方，測定条件としては測定の対象 としている部位の雨戸， ガラス

戸 ，障子，フス 7 ，換気口等の開閉可能な関口部等をすべて閉じた状態

で測定する乙 とと されている。なお ，測定に当たっては ，音源、装置およ

び受音装置の安定性，周波数特性等 ，測定装置の性能，そして音源室で

は均一な音圧分布が得られているか ，並びに対象壁面1( 直接音が入射 し

ていないか ，また暗騒音の影響はないか等 K 十分な注意を行うことを忘

れではならない。

ｾ＠ 4. 工 業 化 住 宅 性 能認 定 技 術 基 準 に つ い て

つぎ f( 工業化住宅性能認定lζ 関する性能値( 遮音量) および、評定値の

決定についてで' あるが，遮音量については測定で得られた音圧 レベル差

の周波数特性に第 3図の遮音標準曲線を下方から内接させたときの遮音

標準曲線の 500H z における音圧レベル差の数値とする 。

また床の衝撃音量は隣戸の下階の居室の床衝撃音レベノレの周波数特性

IL第 4図に示す床衝撃音標準曲線を上方から外接させたときの床衝撃音

標準曲線の 500H z における音圧 レベルの値とする 。

以上より得られた性能値から 第 1 表 lζ 示す l 級から 5 級までの等級を

求めそれを評定値 とするものである。 ( 研究員 長橋英彦〉

各 種 試 験 お 問 合 せ

本試験所 : e  565 吹回市藤白台 5丁目 125 電信/ 大阪 (ω ) an- ω 91代 表
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昭和49年 度 ・ 第 5回若い会員 の集 い

「中国の建築事情を聞く 」

発展する中華人民共和国の若い

建 築技術者は何を考えているか

レ ポ ー ト

"若い会員の集い " が 企画した乙の 報告会

は，昨年末，視察，研究のため中国に行かれた賞

氏の熱心かっ丁寧な説明 と， 参加いただいた方

々の新 しい中国を理解 しよ うとする 熱意で，短

時間ではあったがきわめて有意義なもの となっ

た。今までほ とんど知らなかった中国の現在の

盗をつぎつぎと教えていただくうちに ，少なか

らず新たな感慨がわいてきたようだ。乙れがわ

れわれの建築活動の参考1( ，ひいては中国友好

につながればと願っている。

報告は中国の建築を見る前にまず l官民生活に

ついて現在の中国の考え方，生活の姿勢，教育

方針，近代歴史を語っていただき ，つぎに建築

の生産シス テム( 発注から竣工まで) そして若

い建築技術者は何を考えているか，という表題

で話していただいた。それから ，氏の写された

スライ ドで現状の紹介の後，活発な懇談会がも

たれた。以下はその懇談会での内容を少し抜本

したものである。

設計のまとめ方，形のまとめ方はどのように

なっているか。

中国の市民生1 %

1  子供 ( 学校激脊)

為人民服務

・思想教育を霊点 革命の生成

・人生観 畿のために生きるか

・理論 と実際 労働に怠加する

・紅小兵 政治思想の結隻

・少年宮 各地区にある クラブ

2 島民 ( 農村，人民公社)

自 力 更 生

・自足也同体，生産大隊等の組織

・群集を発動して自然条件の克服，増産

・小学校，中学校，病院等自営，無料

・農村住宅は 10) 0元で建つ

・共同生産し，備蓄して，売 ったものは労働量に応じて分配

建築生産システム

建築を作るにも国の方針がある。根本の「為

人民服務J ( 人民のためにつくす) をス ロー ガ

ンとして「多 ・快 ・好 ・符J ( 多く ，早く ，良く ，

節約して) i資材の適用 ，経済的に ，可能な条

件内において美観に留意する」という原則にも

とづいてテーザインする。案は数多く作り ，その

なかから選ばれた 3 ，4 種をモケイにして討論

によって決定されているようだ。ブルジ ョア的

建築家( 脱雛政治，脱離群衆，脱離実際，孟感

天才，深居静室，閉門造後，非平等，特権階級，

成名，成家) は必要ではなく，群衆思想( 依群

衆智恵，倣好調査研究. 切合実際) すなわち大衆

の力によって建築を作るという考え方である。

労働者，I2民と結びついて ，誠心誠意，人民に

奉仕するのをI唯一の正しい道としている。

個人で ｴ 家をｾてたいときはどうするのか。

建設は役所単位であり ，個人で建てる必要が

ない ，職住接近で計画的 lζ 集合住宅を建設し安

い家賃で入居している。 11 : 1 村部は自力更生のス

ローカーンのもと ，自分iiEの単位で建設している

ようだ。

移動，職業の自由はあるか。

われわれの考える自由はないようだ。しかし

自由に対する価値観が尖なっている。すべてが

人民のためにつくすという姿勢のなかでは個人

の発想は認められないし ，またそのような発怨

は起乙って乙ないようだ。一般に中 ，高卒業後

すぐにある期間労働 lζ 参加し ，それから仲間の

推薦によって上級の学校に行く。職業は団体

( たとえば学校) が適，不適を話し合って決め

ている。バカンス 1<: しても例のスロ ーガンから

やり方が異なってくるが，家族ぐるみで会う l時

3  労働者 (工場)

・24時間操業， 3 交代

・ 月収 ＵＰ 元 ぐらい ， 男 ｾ ｏ 才女 ＵＰ 才定年 ， 月収 Ｗ Ｐ Ｅ 年金

・社宅完備 2 D K - 3 D K . 家賃月収の 5 宅ぐ らい

・女性の地位が高い，若い工場長

・一貫生産，機織化，自動化を目ざす

4  市民 ( 都会〉

・物価 物価安定. 20'1:>ぐ らい貯金

・衣 男女とも人民鳴，化控なし

- 病院 漢方医+ 酉医，名勝地にサナ トリウム

・託 児 所 充 実 し ている，多数ある ，保母が多い，明るい

・交通 パス ，自転車，マイカーなし，タウシーなし

ハイヤーのみ

・公圏 全開放 ，恋受自由

・娯楽 映画，劇，運動，家族連公園へ

聞を一番大切にしているようだ。観劇，スポ ー

ツの希望者も職場単位でまとめて順番にでかけ

ているようだ。

大都市での再開発はどうか。

ひどいス ラム をとわして新しい街を作る乙と

は建築局のテ ーマ としている。ただし苦しかっ

た時代の標本として一部積極的に残している。

市民は収入の2096 ぐらいを貯金しているそう

だが，その意味は ，• • • • • • • . 一・・デパート には

結構いろんな物を売っているが，根本の人生観

( 学問 ，職業は自分の幸せの保障ではない ，宮

交になるためでもなければお金持になるためで

もない。人民のためにつくす) からすれば大き

な怠味をもたない。貯金は国家の財産と結ひ. つ

いている。

追肥 今回: t t よりも熱心に ζ の報告会の櫛備にど努力いただ

きました武氏 IC " 若い会員の集い小奈良会" より ， あらため

て，感謝の気持と敬意を表したいと思います。( 瀬戸本淳記)

「中国の建築事情 を聞 く」に

参加 して 中 村 哲 士

現代中国の思想の基本は「為人民服務J ( 人民

の為につくす) だそうだ。あまりにも利己的にな

りすぎたわれわれ日本人にとって，その言葉は

美しすぎる。時として，生活のためには，怠にそ

わない仕事をも強いられる現実の前では ，その

言葉は憧れである。日頃は改まって考えてもみ

ない「人間にとって建築とは何か ? 何のために

存在するのか ? また，とうあるべきなのか ? J と

いうぷ朴な疑問をその言葉は投げかけてくる。

古くて新しい中国 ，近くて泣い中国 ，われわ

れは知らなすさる。いや知らされないのかも知

れない。そんななかで今回の企画は大変有意義

であった。過去でない ，現在の中国の姿の一端

lζ 触れる乙とができ ，われわれとはまったく巡

った価値観をそ乙に感じた。

価値観の多様化の傾向にある日本にとって，

社会主義体制をとる中華人民共初園の現状に

は，一種の恐れを感じないではないが，しかし ，

青年の自国建設に傾ける情熱，はつらつとした

行動力は ，目を見張らせるものがある。一方，

環境破壊が急速に進行し，インフレ下1<: 不安な

日々を送るわれわれにとって ，信ずる対象を持

たない，否，持てないという乙とは不幸である。

開発が進歩であった乙ろ ，建築とは n然との対

立であり ，征服乙そが生き甲斐であった。と乙

ろが今や自然との共存共栄でなければわれわれ

の存在が危うくなっている。中国の人々の

考え方K ふれ，改めて身の廻りを見わたした。

( 安井建築段計' l l tj 所)

政治的要素のはかり 知れな

い影響力

〈中国の建 築 事 情〉講 演の感想

小 島 健 志

私たちが「モノ」を見て ，評価を下す場合，

あくまでも自分を取り巻く世界のなかでしか
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「モノ」を見る乙とができない。北京 lζ よって

代表される中国の建築と現在われわれが住んで

いる乙の過密化した日本という国の建築との 2

つの世界を結ぶ架橋が黄氏であったとすれば，

中国の建築についての私の感想は所詮その架精

について述べるととにしか過ぎない。黄氏の見

てきた中国よりもっと巨大なものが背後にある

ように思う。

業講師のお話しのなかで・とく lζ 興味をひいた

のは 2 つのスロ ーガン「為人民服務」と「自力更

生」が中国国民の中 lζ 強烈に浸透しており ，日

常生活において自我機構化され，それが北京に

おける建築生産システムを有機的に構成する 2

本の軸となっている点であった。中国人民が並

々ならぬ情熱をもって ，農業を「大2釦ζ 学びJ ，

工業を「大鹿に学び」著しい発展を遂げてきた

核心が乙乙にあると思うのだが ーーー。一方悪性

のインフレに悩み，住宅環境の劣悪化から脱し

きれない日本においては ，学ぶべき大塞も大援

も存在しないが，あるいは存在しないという幻

想を背負って中途半端に生きている乙とが，す

でに出発点において無気力であるわけだ。 北京

の建築家逮は ，たとえ第一級の建築家でなくと

も，協力して人民のために建築物を造る乙とに

意義を見い出している 。建築という狭い分野に

おいですら ，政治 ・社会 ・経済の迷いが影響力

として如実に現れるととが，今度の講演におけ

る最も強い印象であった。 ( 阪急電鉄郎)

< 一 期 一 会>

松 軒 吉 松

利休は物よりも心の働きを重んじ ，1' E; びの思

想から茶室の形式を草庵に導き ，名物を廃し，

「直心の交わり」という草庵の理惣境へと二帖

あるいは一帖台回数の茶室を建てた。すなわち

利休は茶室のデザインを通じて ，茶の思想を造

形化したのである 。

天正19年堺の屋敷で自刃後，弟子の古田織部

は書院式茶事として，三帖台自の茶室で，利休の

草庵茶事から新趣向を加え ，景の導入等をはか

り，多彩な作窓で茶の湯は一段と隆盛を極めた。

二人の作風を評し ，南坊録lζ 「飛石は利休

は，わたり( 機能) を六分，景気( 美〉を四分

に居申候白 ，織部はわたりを四分，景気を六分

に居申候」とある 。爾来四百年，景気六分の織

部流が滅び，民衆とともに歩み ，1包びの思想に

徹したわたり六分の千家の興隆が続く。その精

神はもちろん「他び ・寂び」である ζ とに異論

はないが客をもてなすに「一期一会J の茶の湯

の理念乙そ最も大事であろうかと思う。日本の

同時lζ ，現状のままでてはわれわれ建築界の将

来が，いささか心配になって くる。いや憂える

乙とはやめよう「自力更生」ではかるべきであ

る。ならばわれわれは，いかなる進むべき方向

があるのだろうか。まず「一期一会」の建築を

創る思想、lζ 徹する乙とこそ ，急務であろう 。さ

すれば必ず茶の湯の発展を見るどとく ，民衆 と

ともに歩み ，隣国中国とも「直心の交わり」で

共存共栄をなしうるのではなかろうか。

( 大阪工業技術専門学校)

「発展しつつ ある 新生中国」

井 本 隆 一

演題から ，かなり堅苦しい内容の話を想像し

ていましたが，講師の黄氏は話し慣れた方で，

始終リラックスして聴く乙とができました。ま

ず中国の社会事情，社会生活について，それか

ら建築事情，建築技術者との対話，現場の見学

状況などの話がありました。

乙れまで，中国は社会主義の国と漠然と考え

ていたけれど，その社会，人々の生活などの具

体的な面は私達! こは分からないことが多く ，と

くに建築事情については日常 ，情報lζ 接する乙

とはほとんどなかったものです。

社会主義社会なので，個人の行動にはある程

度の制限があり ，職業の選択，居住地の移動，

旅行など個人目的のためには ，自由は許されな

いそうですが，中国の人達はこれを不自由とは

考えずに ，社会建設に努力しているとの説明で

した。もちろん私達は乙の点が最も理解しがた

く，聴講者からも乙れに関しての質問がかなり

あったように思います。解放前は全く貧富の差

がはなはだしく ，国民の大多数を占めていた貧

しい人々にとって，現在の生活はより豊かにな

っていて，より自由でもあると考えられるので

しょう 。このほかに社会の構造についていろい

ろな説明があり ，意気盛んな新生中国という印

象でしたが，私としては ，人間の社会のととで

すから実際のと乙ろはどうなっているのか，個

人個人は本当のと ζ ろは何を二考えているのか

は，乙れまで閉ざされがちであった中国がよう

やく世界 lζ 向かつて開放され始めたと乙ろです

から ，まだまだ分かるものではないと思います。

中国の建築雑誌の部分のコピーが配布されま

したが，その写真に見る建物の立面は，私達lζ

は洗練されたデザインとは思えません。また現

場の施工精度や仕事の程度もあまりよくないそ

うですが，乙れも日本と中国では全くの価値判

断のちがいあると説明がありました。

解放前の社会体制f C 属する，古建築，伝統的な

庭園などは文化財として保存し ，労働者の保養

現代社会が失いつつあるものでもある 。 所として活用しているそうですが，現代の建築

「為人民服務 ・自力更生」を原点 lζ ，現在の は，やはり西洋的なものを目標としているよう

「批林 ・批孔J への恩怒から生まれた中国建築 IC感じます。乙れは一面では明治以来の日本に

事情を，黄先生の長熱演を聞き ，織部の「景気 も共通していると乙ろがあるように恩われ，鉄

六分」たり得るかは遠き将来の乙ととして，利 鋼の生産量に余裕がないために鉄骨造の建物は

休のような思想の造形化による息の長さ( 文化 少ないのだという話とともに， i発展しつつある

史的な観点から) というものを強く感じた。 新生中国」の印象を深めました。 ( 阪急電鉄附
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日 時 . 昭 和49年? 月7 日 ( 土) ・14. 00- 17. 00

会場: 大阪科学技街センタ ー ・4 陪 ・405号室

講 師 ( 株) 日建設計 計画 主 管 黄 進 興 氏

重要加者 46名



日本建築協会

月間の動き

昭和49年 9 月分

臨 時 評 議 員 会 |  

17 日 5 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 川 ，相川評議員会正副議長

ほか 8名

委任状 41名 計51名

理 事 出 席 者 塚 本 会 長，福中常務理事

議事細則一部改正( 会費値上げ) の件

理 事

. 6.  

=  

17 日 4 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本 会 長 ほ か10理事

薮本 ，山下和歌山正副支部長

議事(1)細則一部改正( 会費値上げ) の件

(2)名誉会長竹腰健造氏米寿祝賀会企画の件

(3)臨時評議員会開催の件

(4) f 建築と社会」誌定価改正等の件

(5)会員忘年懇親会開催中止の件

(6)建築 6 団体新年交礼会開催の件

(7)入退会者承認の件

(8)報告事項

事 業 委 員 会

若い会員の集い小委員会

3  B  6 時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 西 村 副 委 員 長 ，中村，宮後各幹事

ほか11名

議事(1)第 4 回「重要文化財 ・ライトの山色邸を

みる会」の実施報告

(2) f 建築家iζ 話を聞く会(2)竹腰健造氏J 座

談会編集作業完了報告

(3)第 5 回「中国の建築事情を聞く」参加申

込状況その他について

(4)第 6 回「建築家のための " みどり " 学習

会(2) J の企画について

(5)第 7 回「ふるいまち ・あたらしいまち:

名古屋地方」の企画について

(6)第 8 回 コンピュ ーターの企画について

(7) そのほか

広報小委員会

4 日 6 時- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 三 品 副 委 員 長，上松 ，打浪各幹事

ほか 5 名

議事(1) r新しい住い ，ペア ー住宅一一豊里市街

地住宅」の写真展示報告

ロ) [ " 自然史博物館」と「身体障害者スポ ー I  1  

ツセンタ ー」の写真展示企画について

(3)12月以降の写真展示企画について

編 集 委 員 会

ビル防災特集 (12月号〉編集幹事会( 第 3 回)

(4)黒川紀章氏の講演会開催企画について 3日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

(5)プレハブ関係の説明会開催企画について |  出席者 田中隆夫( 市消防局) ほか5 名

(6)竹腰健造先生 ，米寿の祝賀行事企画につ |  議 事 第 2 回編集幹事会案の調整

いて |  作品作風小委員会

(7)そのほか

見学会小委員会

5  B  61時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者堤副委員長，水谷幹事ほか 6 名

議事(1)7月 lζ 実施した見学会の報告

(2)10月の見学会企画について

(3)11}l - 12月の見学会企画について

(4)50年 1月以降の見学会企画について

(5)そのほか

樹の話シリ ーズ打合会

9 日 6 時- 9 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 森 下 幹 事，ほか 2 名

議事(1)12月までの原稿担当割当ておよびカット

についての打合せ

(2)50年のスケジュ ーJ レ決定

委 員 会

12 日 6 時- 7時40分 於 会 館 集 会 室

出席者 窪田委員長，大橋，小泉 ，柳 ，三

品 ，西村各副委員長ほか 2 名

議事(1)各小委員会の事業報告 と事業企画につい

て

(2)忘年懇親会開催日の決定と懇親会小委員

会の編成について

(3)そのほか

若い会員の集いコンビュータ一分科会

17 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 印 藤 主 査 ほ か 3 名

議事(1)コンピュ ーターの内容について

樹の話シリ ーズ現地視察

19日 10時- 18時半

於六甲森林植物園

出席者 宮後幹事，関根委員

樹の話シリーズ打合会

25 日 6 時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 森 下 幹 事 ほ か 3 名

議事 11月号掲載の原稿およびカット調整

竹藤健造先生米寿祝賀行事打合会

26 日 4 時- 5 時 半 於 会 館 3 階会議室

.出席者福田副会長，三品副委員長ほか 4 名

議 事 祝 賀 会 要綱 ，次第その他について打合せ

解体修理中の古建築見学現地打合

26日 10時- 15時

出席者 京都府文化財保護課，佃忠夫氏

広瀬幹事

若い会員の集いコンビュ ータ一分科会

30 日 6 時- 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 ゲスト 日本 1 B M 三島照芳氏

印藤主査ほか 3 名

議事(1) テーマについて

(2)会場および開催日時について

(3)スケジュ ーJ レ( 案) について

3 日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 横山副委員長ほか 3 名

議事 11月号以降の作品欄の企画

委 員 会

9 日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 村 委 員 長，福田副会長ほか 3 名

議事(1)10月号= 屋根防水工事の失敗例 とその対

策特集経過報告

(2) 11月号= 第21 回青年技術者特集経過報告

(3)12月号= ヒツレ防災κ 関する 12章特集幹事

会報告

(4) 正月号= 図書館特集幹事会報告

(5)作品作風小委員会報告

(6)広告企画小委員会報告

(7)作品作風と広告収入との関係

(8) そのほか

広告企画小委員会

11日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 隅 問 副 委 員 長 ほ か 5 名

議事(1)11月号の特別広告の件

(2) 12月号防災特集広告の件

(3)昭和50年 2 月号特別広告の企画

広告企画小委員会 ・作品作風小委員会広告打

合せ

11 日 6 時- 9時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 村 委 員 長，隅田副委員長，横山

副委員長 ，渡辺編集理事

議事作品作風と広告との関係について

図書館特集 ( 正月号) 編集幹事会 ( 第 2回)

13 日 4 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 栗 原 嘉一郎( 筑波大学) ，松村編

集委員長 ，片倉幹事ほか 2 名

議 事 昭 和50年 l 月図書館特集の企画

青年技術者選衡委員会

18日 2 時- 4 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者松村青年技術者選衡委員長ほか?

名 。11崎清委員は後刻出席，富安

秀雄委員は 19日に出席)

第21回青年技術者選衡

作品作風小委員会

26 日 4 時- 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 横 山 副 委 員長 ほか 4 名

議事(1)作品広告の件

(2川 月号作品の決定

青年技術者掲載打合

26 日 10時- 15時 於 会 館 集 会 室

27日 lα 待- 17時 向 上

30日 131時- 17時 同 上

建 築デ ー タ シー ト委員会

A グループ打合会
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施

回 会 連合 請 負工 事 契 約 々 款 委 員 会

設備 ・(凶日 建設計

(附大林組，，倒竹中工務后

共同企業体

工

委 員 会

278 5 時半- 8 1待於会館集会室

出席者 山田，元木正副委員長ほか10名

議事(1)コンクリ ー ト破砕器( コン デス 卜ラー)

について

(2)そのほか
於日本建築学会

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

8時- 9 時半

於大阪グランドホテル

出席者 77名

当臼は直木孝次郎氏より難波宮と山板先生に

ついてのお話を伺った 。

役 員 会

20日 正午- 1時半於会館集会室

出席者小林辺営委員長ほか 5 名

議事 11月以降の集会について

4

Z

 

学見

9 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

夫

己

夫

版

関

越

捕

路

三

榔

山

17日 2 1時- 51時

約汝改正案の遂条審議

「中国の建築事情を聞 くJ .. ... 発展する中華

人民共和国の若い建築技術者は何を考えてい

るか

7 日

10日

〔個人会員 13名〕

入 江 ミ亜 末 吉 議 雄

間 本 健 治 中 原 畠 斉

川 崎 一 雄 中 林 尚 志

大 村 聡 締 本 位

小 南 義 彦 総 石 享

2 時- 5 時

於大阪科学技術センタ ー

講師 日建設計，計 画 主 管 黄 進 興 氏

参加者 46名

中之島セン タービル新築工事の見学会

( 第 1回)

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本込マ寝学会近畿支

部共催)

28日 2 1侍- 4 1時半

参加者 89名

設計監理

基本設計

実施設計

日本1E信屯話公社建築局

i主築 ・( 附日本総合建築事務所

3 臼 正午- 2 時 於 会 館 3 階会議室

出席者真塚副委員長，木村 ・土谷両委員

議事(1)No. 48号 ( 2月発行)の掲載シ ー 卜について

(2)そのほか

C グル ープ打合会

6 日 4 時- 5 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 問団幹事，岡本・矢倉・山本各委員

議事(l )T ・u . v . w工事のシ ート の補逃につ

いて

(2)分頬番号の確認

(3)そのほか

企画分科会

10日 正午- 2時 於 会 館 3階会議室

出席者 酒井 ・岡田両幹事，香西 ・中村両

委員

議 斜1)新規 ・改訂シ ート の候補リス ト作成につ

いて

(2)建築データシ ート 委員会運営要領( 案)

について

(3)そのほか

員 会

18日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上 ・真塚正副委員長ほか10名

議事(1)No. 47号 ( 11月発行〉の発行シ ート について

(2)No. 48号( 2月発行) の渇殺予定シ ート につい

若 い 会 員 の 集 い

委

( 氏名省略〉1  :名〕(i(t 会員て

(3)C グループ打合会の報告について

(4 )企画分科会の提案事項について

(5)そのほか

ており ，大きな円形の エレベ ータなどはその好

例のひとつといえるでしょう 。下記期間中 ，そ

の解説，室内風景の一部などを紹介しています

のでどうぞと覧下さい。

・展示期間 10月中旬より 2 カ月間

- 展示場所京阪淀屋橋と 北浜間の地下通路中

間南側のシ ョー ケース。

. 日本建築協会の展示窓紹介

広大な長居公園の西と東に誕生した「自然史

博物館」と「身体防害者 スポ ー ツセンタ ー」

現在乙の 2 つの記念すべき建物を紹介中ですが

水と緑lζ 図まれた木立の中に建つ前者は ，系本卜

な巾 l e格調を有する; 芯! 、匠をもち く自然史〉の宝

庫と しての務局きを漂わせています。

また後者は ，身F章者必用のスポ ーツEIi! 'd愛とし

て，内部の設。iii ，構造には細心の配慮がなされ

A  

:z;ζ  

5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

小西，岩本，高野，湯浅正副委員長

ほか ? 名

議 ＺＮ ｾ Ｈ Ｑ Ｉ 朝日くずは住宅展 ｬζ 技術的協力の件

(2 )従来の住宅展 lζ 関する件

(3)そのほか

.6. .  

τ"" 
委 ・ 員宅

{主

委 員

4 日

出席者

建築工事実務講習会反省会

10日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 講 師 中 居 誠 之 助 氏 ほ か 9 名

谷口 ，佐々木正副委員長ほか 3名

議事(1); 本年度第28回，第29回講習会についての

報告

(2); 本年度の講習会についての反省

4 企ぁ

=  
員委"'" 同教

委 員 会

24日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者市川委員長ほか15名

ゲス 卜: 池田有隣( 学会規準小委員会)

議事(1)法令特集編集幹事会の件

(2)四会合同法規委員会開催の件

(3)法令 アンケ ー ト回答掲載の件

、=-、 λ ベ ー λ

. - - -く J 、 ハ カラー l 頁 価 格

寸法l タテ265x ヨコ 190(m m

7' 0.∞o  230. ∞o  

頁 60.∞o 210. 0∞ 

65. 00o I  220. 000 

50.000 I  -

掲 徹 頁

前 付 最 初 貰

各付前

「建築 と社会」誌広告料金

一
一

元

.6. .  

コE玄
員委規法

前 付 配 事 対 向

後 付 各 頁

( 年 間 契 約 制)

- 申込方法および問い合わせ先

広告原稿 ( 平版印刷なので版下，またはオフセ ットネガ) に広告申込書を訴えて下記ま でお寄せ下さい。

〒 541 大阪市 東区北浜 3 - 37 

社団法人 日本建築協会績集録 T  E  L  06- 231 - 9648 (代表)
.6.. 

:z:玄9l. 委材建
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ヤ

ＭｲＺＨｾマ

ｾ￰＠ f-

3従

25，ZPヨ・スト-zb

ワ ン タ ッ チ ・ ・ ・ 洗 出 し 仕 上 ・ . .  

.. 

- カタログお送りします

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l 新 興 建 材 工 業 所

( 旭化成ミューj レコート・セッ卜品 )

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材l苫 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 織 江 通 6 丁目 39番地 T E L大 阪 ( 538 ) 2951 - 5. ( 541 ) 5757- 9  

営 業 所 点京・高槻 ・明石・姫路・四国 ・中国

コニ

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

責 任 施由自色 彩尺 物長

種

Q  

回 目

タ然えない

わ れ な い

腐 ら な い
W ジ ャ ン ポ 波

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ポ ッ ク ス t皮V i.皮S 大 波S ノj 、t皮t皮キ反先見キ各

途用

汁 ｉｊｉ ンヲ ｊｾ 弘明 ｴ 製造林式会祖

阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4  

話

話

話

諮

話

電

電

電

電

電

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル

崎 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 回 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2 中 経 ピ ル

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 l吉 及 工 場

名 古 屋 支l吉 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 d い 。
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空 気 調和 ・ 衛 生 設 備

調

東京都新宿区西新宿 新宿住友ピノレ 屯話 03- 344- 19 Jl

大 阪 市 北 区 宮 凹 町 16 番 地 電 話 06- 363- 1371

名古屋市中村区下笹t : ; ，町 Jl - 2 '，l話052- 581- 8571

広 島 市 紙 鹿 町 1 丁目 2 番 22号 電 話0822- 47- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761- 3795

横浜 - iMi- ・京有[1 ・神戸 松江 ・沖縄

空発

-‘ 

-

-‘ 

樟式会社。
東京本応

大阪本府

支 庖

空 調 衛 生 設 備 の 頁

設 計 - 施 工

25 朝目玉業社

見i ｾ［Ｈ＠ ｭｾｖｊｉ 主芝浜松田 ｛Ｑ Ｍ Ｒ Ｍ Ｗ ｾ 江 話 Ｈ ＴＳＴ Ｉ ＶＱＷ Ｑ Ｈ 大代Ｉ

大阪市東淀川区力u! 詰町 357 ';IL話 (302) 2271 ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 広 ぬ - 福 岡

釧 路・ 函 館 ・磁 問 ・徽 浜 静 岡 ・京 都 ・神 戸

空 気 調 和 - 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・衛 生 設 備

《診

本 社

大阪支社

支 底

営 業 所 出 仮 所

一 一冷・暖房 、衛生 、機器配管 、設計施工 一 一
電 気 ・空調 ・給排 水衛生設備

設 計 施 工

所業エ7]< 

、三主

J 同

株式

会社⑮ 

大阪電気暖房株式会社• 大 阪 市 大 i定区南浜町 3 丁目 14番j也

氾 活 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代表)

点京部中央区八丁掘 4 丁目 Jl 祷 7 号

( 神谷ピ J レ)

屯 訴 」 在 京 (551 ) 8  0  4  1  (代表)

W Ｑ ｌ ｾ 所鳥取 Ｍ J/ F 馬 ・字 郎 宮 ・君 i:[l

J::i 般 - N，¥ 岡 ・松 山 ・高 松

本 tJ

T  5 3 1  

Ml 京支ん11

干 1 0  4  大阪市西区江戸堀 ) - 60 m，)，F， (441 )8231代表

点京 ・名古屋 ・大 阪 稲 岡 ・11[1 内 ・金沢 ・jム仏

札眺 ・新潟 ー岡山 ・iUiI公 ・熊本

盛岡 ー秋田 ・横浜 ・日山 ー!位 l壬1 - 福井 京都

担l' 戸 ー鹿児 Jゐ 那 新

本 社

支 庖

営 業 所

出張所

4 唾薗h

墨画E乙

司1 &

大阪支応大阪市北医ＺＺｾＺ J;;j j;兵通 1 - ，2  5  ( 新大ピ J レ)

-，[eぷ (06)  344 - 6  0  3  1  (代 )

本社 . ｾ ｛ｪ＿Ｚ 支 Ｑ ， Ｑ ［ 点京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第二別館)

'.j Li .市 (03)  279- 5  6  7  1  (大代 )

名 占 hl ・九 州・ 広 仏 札 帆 東 海 村 ・北 |場 ・人ー分

新日本空調株式会社

設計施工

大 阪 城 口 研 究 所

生

ι1・
メ、

水 - 衛

房 ・換

排

冷

給

11是

式

社

株

会

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 屯 新 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東山 区 大和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 者11561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 屯 話 料 戸 341局 5 8  9  2  

庸'口城取締役社長

衛 生 設 備 / 設 計 施 工

業工買

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 |ー[ 4  T  E  L  0 6- 4 4  [  - 5  [  7  [  

支 l苫 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千 葉 ・ 横 浜 ・静 岡 ・ 高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備

. その他管工事一切の 設計 ・施工

⑮ ( 哨 焼 事 務 所)

斎 え Z 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 常 安 町 [ [  電 話 06- 443 - 504[ 間

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2( 白 本 ピ ル ヂ ン グ)

電 話 0 3 - 2 7 0 ー 7 4  [  I 間

札 幌 ・ fi JI 台 金 沢 ・ r' ，:I j 松 岡 山

筒 井 ・ 合 般 広 山 ・ 一月 小 牧

空 気 調 和

多買

常 1住 所

U-¥ 1U ;:iJf 

冷 凍 冷 蔵地 盤 凍 結空 気 調 和

話 畜 膏 冷 機 織 罰 量 投

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 768 - 5 0  3  1 需

東京営業所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 2 番 5 号

( 九段ビ J レ8 階) 郵便番号 102

電話 東京( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

冷 暖 房 、，

給排水、衛生水道 ｾ＠

電 気 1 =、
厨 房 ヲ田・ーーτー

三 械 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

支 l苫 長 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 番地 電話 大阪 (202) 代表3071

本 庄 東 京 日 比 谷 ー 三 倍 ビ ル

支 1苫 名古屋、名高岡、札幌、 広島、仙台、北陸

出 張 所 愉浜、金沢、併問、高位

王殿 境 術 生 施 設

荷 役i豆 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 織

⑧ 

- 空 気 鯛 和 設 備 ・給 排 水 衛生 設 備 ・塗 装 設 備

・蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機・公 害 防止 関 連 機 器/ 設計 ・製 作 ・施 工

、F 大 而土

...e:= 

ヌ1

空気調和設備

設計施工

衛 e生 設 備

( 旧 社 名 建 材 社 )

本社 東京支 ｾＱ Ｚ，］東京都ｬＱｩ宿区西新市 ＲＱ￬ Ｈ 軒宿住友 ビル ＱＲＭＱ ＳｆＩ @ (344 )1851.k lt 

大 阪 支 脂 = 大 阪 市 北 区 中 之 仏 2 - 22 ⑧(203)3721 代

名 古 屋 支 病 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2  - 13 ⑧ (211 )1535 代

出 張 所= 札 眺 ・仙 台 ・盟 国 金 沢 ・神 戸 高 松

広 l斗・絵 山 ・館 岡 ・Nl 縄 ・パンコ ，7

三建設備工業株式奮社

大 阪 市 北 区 紅 村 正 町 6 5 番 地 屯 話 ( 352) 11 3 1 ( 代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 婿 穀 町 2 - 2 2  電 話 (667 )3431( 大 代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 横 浜
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一 般 空 間 設 僧 ・恒 温 悟 湿 設 備・冷 漬 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 設 備 ・環 境 改 普 段備 その 他 上記 に 附

，園、一 帯 す る 衛 生 、 電 気 等 一 切 の 工 事 の 設 計 ・ 施 工

ｉｾ タ苓宰 ｾＷ ラ ｕ ト精読書事主
砲 が 取締役社長 北 川一 郎

本 社 大 阪 市 大 淀 区 中 総 本 泊 1 丁目 2 砕 I也 ホ ーコ タ ピ ル

干 531 'i1i :t fi 大 阪 ( 06) 372- 5171(代 表)

東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 fllr 3 の 1 共 同 ピ ル

干 103 f1!階 Jl.l J i¥(  03 )242- 5521 ( 代 表)

相 同 ・ : / " 古 ffi . 広 砧 ー 札 映 仙

空 調 ・ 衛 生 設 備 の頁

給 -排 水 ・衛生・消火 ・暖 冷 房 設 備

3525 西原衛生工業所大阪底

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11・2重大阪 ( 458) 3531.

出 張 所 = 京 都 ・ 広 島 ・天 理 ・福

I苫支

問

台営 蝶 所

平' " 互業株式会社@  

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施

品主4

-← 

工

釜拘
6!!! 高回 衛 生 ・空気調和 設 備 ・設 計 ・施 工

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  (代表)

東 京 都 千 代 図 区 神 田 駿 河台 4 丁目 2 番地

大阪支1古

T E L  (441 )附 1994 .  ( 443 )  ({切3 31 大 阪 市 商 区 江 戸 掘 通 2 の 2
社本

空気調和・恒rE恒湿 ・冷凍・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水道、 徹 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

@ 不ニ熱学工業績捨粧

電話 261 - 2436附

'; ll 話 773- 1231附

神 戸 ・払i 阿

大阪市南区 NIi 度目T 2  - 5  0  

点京都大任l区内馬込 1 - 2  - 1  

銀 時 ・ 浜 松 ・ 京 都 ・

本 庖

東京支J吉

営 業 所

大 阪 市 北 区 日 EFI 町 3 0  1包 括 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 町11 千 代 凶 111: 丸 ノ内 3 - 3 - 1(新 東 京 ピ ル )

7司L J i丹 ( 211 )  8  5  1  1  ・ 8  5  6  1  (れこ)

1I11 台 市 新 伝 馬 田T 6  0  

i (L ;t舌 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

包 括 ( 971 ) 3  6  2  1  

仙 台 支 庖

名 古 屋 支 l苫

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

く旦哩型里コ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・ 除塵設備

社

大 阪 市 阿 Ij { J;'; 町 制 1 丁 11 6  2  '，1!: ;活(443) 8161  ( 大 代 表 )

名， ｪ ｬ ｢ ｬ ､ ｩ Ｇ Ａ Ｇ 村 民 水 ｩ ｾ 旧 ｲ 1の 1 2  ¥t;: 話 (541)0966(  551)  1655 

東京自Ili 港I更北 汗 山 3 r 仁16 - 1  8  

ｊｾｉ ， ［ｊ ビルデイング ｬ Ｇ ｪ Ｍ ｌｌｊ 3 階 電話 (409) 8  9  0  5  

神 戸 市中 1m" 北 Ld :le泊 7 T 口lの I 電話 (341 ) 1778 .  4386 

〈
云式株業工田山

本 社

支 1古

出張所

東 洋 熊 工 着 信 織 式 会 極 大 蹴 安 倍

T E L ( 443)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京 僑 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

温湿度調整 ・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

電話 ( 681 ) 5  1  0  1  - 5 夜 間1専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 矯 筋 1 - 37( 天 満織 北結 )

電話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 国 西 末 広 町 電 話 ③7431 - 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

m 市 栄 町 2 - 1  1  1  電 話 ③ 3 6  1  0  

設計施工

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各種 プラ ン ト設備

会 社⑥ 

各種送風機・風力輸送装置

空調機器類・ 公害防止装置

桝土及京都支広

設計製作

⑪ 

大 阪 支 1苫

四 日 市 支 J苫

大 津 営 集 所

津 営 集 所

，，:' 9.シ
株 式 盆 社

3舎町震居期夢惨

仙 田 四 郎

関西媛房工業株式会社

本 社 大阪市 (i ゴ令区万代東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 1281( 大代 )

営業所 東京 ・名古凶・京初 ・広島 ・福岡 工場 和泉・ 名古屋

テレックス 本社 No. 562一7688 和泉工場 No. 538 - 5898 

代表取締役

|円社名

ーーーーーーーーー・ Ｔ 可 ＺｾＺｉｕ Ｚ ・

ーa:電'ー....
(x) 東洋キ;;:; ); ; ぷ: 西地
(: ＱＺＱ 日 Ｊ￬ ＭＭＧｦｩｾＮｉ ｾｊＪｾ 会社
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

電 気 株 式

代表取締役 山 本 ↑奪 三

大阪市 北区 中之島 3 の 3 朝日ビルデ ィング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E  L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 高 野 町 2 I 番 地

T E L  代 表 (31 1) 1  1  8  5  

電 気設 備 の 頁

社

A

G

一

A

陽朝

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

た 社

A

S

A

 

式株業工原一呆

キ土

本社営集所

本

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東阪急ビル)

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 1吉 東京・名古屋 ・舞鶴・大阪 南・ 神 戸・広島 ・九 ，)+1

信原栗取締 役社長

京都営集所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区間施橋五丁目 二八番 地 氾話大阪 (202)0325- 9番

本 社東京都千代田区商事j I 旺I 1 丁目 4 帯 地 5 号

支 社 札 帆 . flll 台 ・) L I  I六l ・名 古 屋 ・福 岡

:1i 5長 所 旭 川・ 白 河 ・ 術 浜 ・ 静 岡 ・ 22 山

会 社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 三 興

代 表 取 締 役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 掌ビル 7 1渚)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

電 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 稲 山

社

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事電 気 ・暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 書 館 十 施 工

S注 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

1t L 話 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市城東区野江東之町 3丁目 11 電話大阪 Ｈ ＹＳ ｬＩ ＷＰＰ ｾ

奈良県御所市御園通 3 6 0 'i lLit1. i御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚方市山之上西町 1 の 1 電話枚方(43)8659 ' (44)9232 

A

Q

一

A
本 電中

本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町T 五 O (堂ビノレ三階)

電 話 ( 364) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区新橋二 一一六( ニュー新橋 ビ ル七|稽 )

f-1L di舌 (504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 ( 991) 5  1  3  1  ( 代)

戸 ・堺 ・千 葉・ 宇 都 宮 . ｉｲｾ＠

社

キ土

活

本

支

資 材 倉 庫

奈良営難所

牧方営集所

庖支

本神営 業 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川区西五反田6丁目 25番 11号( 福島ビル )

電 話 東 京 ( 491) 1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 何 百T 2  3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

キ土

庖

本

支

ネ土

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 克

大 阪 市 北 区 梅 ヶ 枝 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・3事 津 ・静 岡 ・水 鳥 ・稲 岡

キ1本

営 業 所

支 庖

営業所 群出張戸斤

電 気 工 事 設 計 施 工

卒富士電業株式会社
社

ふ
一

A

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式藤太 陽 工エ

実回取締役社長ｾｾ＠四

ふ

4

4

b

n

1

 

取締役社長

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 )0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

社本

大 阪 市 福 烏 区 上 福 島 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  (代 )

社本

大 阪 市 此 花 区 恩 賞 南 之 町 7 3  

T E L (06)  462ー 1 3  0  1  ( 代)

電力工事本部

営業所

A

Q

一

A

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

本 永 造

電気設備設計施工

高千穂亀械株式会結

⑮ 
山

大 阪 市 北 区 西 槻 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 ( 364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新橋 5 - 34 - 6 相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大 阪 南 札 幌 - 名古屋 ・四日市・松山 ・徳山

取締役社長

社

東 京 支 広

本

雄

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー I 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 ー I I  7  I 大代表

東 京 ・ 神 戸 ・ 九州

久崎
山

右
取 締役 社 長

キ土本

所5長出

営 業 所
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ナニワ媛匂 12ii
3 寸緩旬最適軽量7J ，止付( 空葺 ) 瓦

建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 0004号

基材同等 o  0  0  4号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 (06)702ー 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

、
、ソ

ガラスJ b

t

o

り

ポ
/ 耐 酸

陶器、

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル ・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及 責任 施 工

セ卜モノのデパー卜

サクラ建産株式会社

ペ亙争

、竺F

大阪市都島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 ( 922) 代表4421 - 3  

ノ

居

大 阪 市 東 区 高 麗 橋二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 )  4 9 0 5  

ｾｻｬＧＩ＠ 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

')1ムピ 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦・… 大 仏 敷 ・ 貼 宜

、J 、/ 内外装用策変美術タイル ・ 大 仏 タ イ ル

新発売 ー・・ 古代土器調高温〆タイ Jレ・・ー 大 仏 古 代 タ イ ル

商

大 阪 支 底

石理橋 大矢

式

社

株

会

京 官11市 東 山 区 今 熊 野 大 仏 池 田 町 9 的 9 07S( S41 ) 3344 (代 )

東 京 郎 千 代 田 区 内 神 田 1 丁目 6 帯 2 号 03 ( 291  ) 0491 - 2  

I何ネト百午ピ J レ3 F

京 都 滑 木 山 地 ー瀬 戸場コニ

建築物船舶等造作工事、家具建具・室 内装備工事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06 ) 3 4 9 - 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可(般- 48)第12064号

図翻

D E C OR A T O R S ，L T D  F U T A B A Y A  

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

タイル新発売

'11 淳 窯 零 歳 月S

害 ナ 雨 水 潜 入 制 落 防 止

g ニ 耐 震 耐 風

ヮ 安 定 軽 量

壁E

E 株

孟 式

登 ..0.

唾} %z '  

歪 本土

( カタログ進呈)

サ ン ヱ ス

s s s  

⑪ 
. . 式

会事k

61 

本 社 大 阪 市 北 区 立 以 北 田T 1  6  T E L  (345)9055(代表)

御 立 営 業 所 大 阪 市 東 区 本 町← 27御 堂 ピ ル T E  L  (252)  3  9  0  6  

償 制 営 業 川 大 阪 市 東 区 償 桝 2 - 3  6  T E L  (202)  5  2  6  0  

大阪市西区靭本町 2 丁目 98番地( 靭本町パス! 亭前)

電 話 大 阪 06 (532) 代 o4  6  1  

姫路市北条口 126 番地 ( 住友生命保険ビル 3 階)

屯話 航 路0792 (82)  0  9  9  9  

社

姫路営業所

本



豊 か な 生 活 環 境 を お 届 け し ます

I na 

伊 奈9 T J I . ，・伊奈衛生阻害・伊奈ポυパコ

62 

I n白 伊 奈 製 陶 椋 武S 社

本 社 愛 知 県 常 滑 市

。

d二三! I " I n・

送 風 機

株式 会 社 谷 山 銭 工 所

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 南 通1- 62 T E L  532 - 6081附

N. G. C.  i 記

内タトｾ業株式会結
本社大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 16番地 電話 (7 14) OI82(代)

工場 大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 16番地

営 業 品 目

. L A F 形 リミ ッ ト ロ ー ド 送 風 機

・V A F 形，，] " 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 形 ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

・C A F 形 遠 心 式 市 予 音 軸 流 送 風 機

( 特 許 )

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 聖 子 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 地

電 話 大 阪 (93 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 81 4 ) 6  6  5  1  - 3  

' 70年代を リー ドする

庖 舗 づ く り の パ イ オ ニ ア

|庖舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース 11電飾看板|

製 造 直 売 ・す べ て 工 場 渡 し で奉仕する

今4 ーマーケッ0 ・各種専門司

@7: 知 事 選 崩 171L

干日大阪な空間判官翠司;「-4



/  

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

.•. 
鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・リ ン グ グ リ ル⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ フ。@シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 区 11町償問Tl - 12 日 生 ビ ル e  (943)6571代 表

東 京 ・横 浜 ・政 岡 ・郡 山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・0¥111' 大 津 ・京 都 ・堺 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

タイル

常 設 展 示 場

A M.  1O. 00- P  M.  5. 00 

日曜・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

|雲|

梅田新進 O  南森町

〆1

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・壁 材 ・谷 樋 棟 包 水 切 り に

ス タ ン タ ー ド メ タ ル の 大 島 応 用 化 学 東大阪市新庄( 削

63 



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生回区北長狭通 4 - 1  ( 英和 ビル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区絹笠町50( 堂ビル 5 階 502号室)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市長: 合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

陸屋桜山こは 奥 山 式 刊許 絶 縁 工 法 を

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

前・官民一向ｾ帯

法) 事 ヲ q イト

奥山化工業株式舎紅

本 社

大 阪 出 仮 所

名古屋出張所

札 脱 出 張 所

[ 問 岩 元 式 ベ シ デ レ チ1
( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレ ーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

f特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャ ッター製作施工

其 の 他 曲加工一式

64  

東京都中央区銀座 8 - 4 - 1 1 'il 1話 03(571 )2703- 4・2370・4064・0264

大阪市都鳥区都島中通り 2 -3- 1 -;Ii訴 06(921)  2 4 9 7  -(922)  7 2 8 0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  ｾｉｩ話 Ｐ ＵＲ Ｈ ＸＱＱ Ｉ 3  6  6  0 ・3 1  0  4  

札 幌 市 中 央 区 北三 条来四丁目 屯話 011(231) 7 5  1  1  

岩 元 工 業 株 式 会 社

阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 0615- 0 6 1 8  



全く新しい床タイルです

= 星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 遣 い ま す。塩ピの他に最近開発さ

れ た 新 し い 共 重 合 体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た 画 期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル じ 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エラスチックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 開 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

= 星ピサロンは、材料だけの販売 は い た し ま せ ん。

貢 任 施 工 の 出 来 る 協 組員が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

三 星 ピ サ ロ ン の 新 し い 色 調 、 パ タ ー ン は 、 現 代 の

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン に 要 求 さ れ る 個 性 的 な 床 造 り

に は 欠 か せ ま せ ん。東京浜 松 町 の 超 高 層 世 界貿 易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星ピサロン と

はその模様がフランスの画家 ピサロのタ ッチに似

ていることから、名付けられたものです。
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三 星 P タ 勺 レ ー 叫 絡 = 333.3X 333 .3X 2 '協 9 枚 1m'

田 昌 陪 岡山…ミ 2. 100同一2 以上)

富 町 岳 山 = 凶

--・・司圃. . . - ｾｾ＠ I(U. ) 水 工 法 2. 250同 1m' ( 300m' 以上 )

寸五 J 小v1A O YI口 K A K口 C O・-じr o・ 附 段40% 同

東京/ 東京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電話 ( 441 )  5  9  5  1  
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